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白く 光る 小さ な 月 が 、 
雲 の 切れ 間 か ら 顔 を 出す 。 
浴 た い 風 が 吹く 山道 を 、 
ひと つの 影 が 


ゆっ くり と 進ん で いた 。 


影 は 黙々 と 進み 、 

や が て 六 野 に 出 た 。 
夜明け と と も に 現れ た の は 、 
馬 に 乗っ た ひと り の 若者 だ っ た 。 
馬 に は 白い 布 に 包ま れ た 荷物 が 

積ま れ て いた 。 


葉 野 を 抜け た 馬 と 若者 は 歩き 続け た 。 

悲し い 涙 の よう に 

降り し きる 雨 の 中 。 

すべ て を 焦がし つく す よ うな 

乱 熱 の 太陽 の 下 。 
。 前 も 歩き 続け た ある 日 、 
遥か か な た に 
大 き な ア ー チ 橋 が 見 えた 。 


古 え の 地 


魂 を 失っ た 少女 を 連れ て 、 皇 
人 公 の 青年 ワン ダ が 踏み 入っ 
た 十 え の 地 。 そ こ は 、 現 世 ま 
り 阿 離さ れ た 禁忌 の 土地 。 ワ 
ンダ の 眼前 に は 、 時 間 の 停止 
し た 広大 な 大 地 が 広がる 。 


天 の 声 


十 え の 地 の 詞 に 少女 を 症 か せ 
た と き 、 天 の 声 が ワン ダ に 語 
りか ける 。 ワ ンダ の 携え し 合 
が 特別 な を 持つ と 。 そし て 、 
訓 え の 地 に 棲む すべ て の 巨像 
を 倒せ ば 、 少 女 が 目覚 め る と 。 


1 りう} 


ワン タダ と 目 合 さえ の 得 間 


ワン ダ を 背 に 乗せ ぜ で 走る 駿 
上 屋 。 職 馬 の 名 は アグ ロ 。 ワ ンダ 
5 語 と 少女 を 知る 唯一 の 存在 だ 。 
で 広大 な 古 え の 地 を 探索 する と 
ミミ 。 き は も ちろ ん 、 
ロ の を 借り 


【 な か ま 】 


巨像 


天 の 声 の 導き に 従い 、 ワ ンダ が 
戦う こと に な る 十 え の 地 に 生息 
する 謎 の 存在 。 神 々 し さき え 感 
し させ る 巨像 は 、 空 を 飛ぶ も の 
や 洋 を 泳ぐ も の な ど 、 個 体 ご と 
に 外見 や 特徴 は 異な る 。 


飲 > 


【 で き 】 


ワン 負 

いにしえ の 拓 を 携え し 秋 和 】 

本 作 の 主人 公 ワン ダ の 願い は た だ ひと つう 魂 を 失っ た 

少 古 え の 地 を 複 竹 い 、 
思 。 ワ ンダ が 背 


巨像 に 戦い を 挽 む 
負う 代償 と は ? だ を る で 
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ワンダ と 四条 訓 え の 人 


すべ て の 巨像 を 倒し た ど 
語る 。 巨像 と の 戦闘 中 


る 生 
ッ ーー プ me 


と 巨人 1 
括 し て 巨像 と 呼ば れ て いる 右 


(8 
個体 ご と に 名 前 は な く 、 
え の 地 に 生息 し て いる 臣 


うな 荒 々 し き を 兼ね 備え 
』 を 突き 刺 せ ば 


像 は 全 16 体 神々 し と 獣 の よ 
た 巨像 だ が 、 体 の どこ か に ず 
倒す こと が 可能 だ 


画面 の 見 方 
ゲー ム の 流れ 
操作 方 法 一 覧 
了 胸 力 に つい て 
侯 を 突き 刺す 
弓 を 射る 
騎乗 中 の 操作 
曲 乗 り 
巨像 昔 


古 え の 地 で で きる こと … 


第 一 章 : 世 界 


十 え の 地 全 景 

十 え の 地 の 表情 

巨 信 マ ッ プ 

見 晴 台 マッ プ 

果実 マッ プ 還 

光る 尻尾 を 持つ トカ ゲ マ ッ プ 
小 き な 命 


第 1 の 巨像 
第 2 の 巨像 
第 3 の 巨像 
第 4 の 巨像 
第 5 の 巨像 
第 6 の 巨像 
第 7 の 巨像 
第 8 の 巨像 
第 9 の 巨像 
第 10 の 巨像 
第 11 の 巨像 ・ 
第 12 の 巨像 
第 13 の 巨像 … 
第 14 の 巨像 ・ 
第 15 の 巨像 ・ 
第 16 の 巨像 ・ 


像 の 愛称 に つい て ・ 


Ar 意 : 物 
第 四 章 物語 
禁断 の 地 へ 中 を 酷 み 入れ る 青年 
抗 え 中 禁足 の 代償 …… 
わ れ た 命 の 目覚 め 

重 せ な い 事 実 


第 刀 章 : 隠 し 要素 


クリ アー 第 の 世界 
選 し アイ テム と タイ 
タイ ム ア タ ッ ク 秘蔵 スナ カタ ショ ッ h 
主 の 柚 の 上 に ある 寿 国 べ 抽 作 志 記 婦 ロ ロン グイ 


始ま り は 点 と 点 が 当たっ た 暫 き か ら 
無 と 有 に 置換 えら れ た すべ て の 事象 
石 に 焼 か れ た 記憶 血 と 若草 と 空 


先 で 
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画面 の 見 方 


画面 に 映し 出さ れる さま ざま な 情報 。 腕 力 や 体力 の 状況 確 
認 は 、 冒険 中 の 必須 行動 と いえ る 。 ここ で は 、 戦闘 中 の 画面 
の 見 方 と マッ プ 画 面 の 見 方 を それ ぞ れ 解 説 し て いく 。 


【 電 闘 中 の 画面 


【 マ ッ プ 画面 】 


014 還 を 


1 巨像 の 体 カ メー ター 


忌 像 と 対 時 する と 表示 され る 体力 
を 表す メー ター。 ダメ ー ジ を 与え 
る と 減少 し 、 ゼ ロ に な る と 巨像 は 
倒れ る 。 た だ し 、 ト ド メ を 刺す に は 
全 で 弱点 を 突き 刺す 必要 が ある 


3 ワン ダ が 装備 中 の 武器 


ワン ダ が 装備 し て いる 武器 を 表す 
初期 装備 は 倖 と 弓 の 2 種類 。 方向 
キー の 左右 で 装備 の 変更 が 可能 
また 、 方向 キー の 上 を 押す と 刻 を 
凌 備 し 、 下 を 押す と 素手 に な る 


1 現在 位置 


ワン ダ の 現在 位置 と 向い て いる 方 
向 を 表す 。 貫 色 い 印 は ワン ダ の 位 
置 。 斉 い 表示 が 向い て いる 方 向 を 
表す 。 ち な み に 、 マ ッ プ に 浮か ぶ 
枝 は 巨像 を 例 す ご と に 消え る 


3 倒し た 巨像 の 位置 


倒し た 巨像 の 場所 と 種類 を 表す 
融 の アイ コン の ある 場所 を 訪れ る 
と 巨像 の 残 癌 が あり 、 残 堆 の 前 で 
⑯ ボ タン を 振 す と 回 想 モー ド に 突 
入 。 いつ で も 倒し た 巨像 と 戦え る 


2 ワン ダ の 腕 カ メー ター 


ワン ダ の 脆 力 を 表す メー ター。 巨像 
や 壁 に つか まっ て いる 際 、 
が か か る と 減少 し 、 手 を 体 め る と 回 
復 する 。 攻撃 時 に は 力 の 溜め 具合 
を 家 し 、 水 中 で は 呼吸 を 表す 


4 ワン ダ の 体力 メー ター 


ワン ダ の 体力 を 表す メー ター。 高 
い 場 所 か ら 落ち た り 、 巨 像 か ら 攻 
撃 を 食らう と 派 少 する 。 メ ー タ ー 
が ゼロ に な る と ゲー ム オ ー バ ー。 じ 
っ と し て いる と 除 々 に 回 復 する 


2 移動 し た 順路 


ワン ダ が これ まで に 移動 し た 順路 
を 表す 。 一 定 距 量 を 移動 し な い 限 
り 、 原語 が 消え る こと は な い 。 道 
に 遂 っ た と き に は 大 褒 を 見 直し 、 ま 
だ 訪れ て いな い 場 所 へ 向かお う 


4 見 晴 台 の 位置 


見 晴 台 の 位置 を 表す 。 見晴 台 に あ 
る 石碑 に 祈り を 捧げ る と 進行 状況 
を 記録 で きる (一 P24) 。 記録 を 行 
わな く て も 、 祈 り を 捧げ る だ け で 
見 晴 台 は 表示 され る よう に な る 


- ゲー ム の 流れ 


広大 な 古 え の 地 を 探索 し 、 巨像 を 捜し 出す 。 見 つけ た 巨像 
に 戦い を 挑み 、 巨像 を 撃退 する 。 これ を 繰り 返し 、 古 え の 
地 に 棲 まい し 16 体 の 巨像 を すべ て 倒す こと が 本 作 の 目的 だ 。 


か か げた 刻 は 光 を 集め る 


剣 を 装備 し て いる 状態 で 便 ボ タン を 押す と 、 ワ ンダ が 刻 を 頭上 に か 
か げ る 。 こ の 際 、 日 の 当たる 場所 に いる と 剣 が 光 を 反射 する 。 通 常 、 
反射 し た 光 は 放射 杖 に 広がる の だ が 、 巨 像 の いる 方 向 を 指し て いる 
と き は 光 が 集 束 す る 。 集束 し た 光 の 先 に 巨像 は 生息 し て いる が 、 節 
や 許 を 指し 示す こと も ある 。 そ の 場合 、 奥 に 巨 催 が いる こと を 表す 。 


隠さ れ た 双 点 を 照ら し 出す 


巨像 に 対し て 剣 を か か げ る と 弱点 に 光 が 集 束 し 、 層 点 の 場所 を 知る 
こと が で きる 。 翌 点 に 光 を 当て る と 、 巨 像 の 体 に 白い 紋様 が 浮か び 
上 が る 。 た だ し 、 巨 像 の 居場所 を 捜す と き と 同様 、 暗 い 場 所 で は 光 
は 反射 され な い の で 注意 する こと 。 明 るい 場 所 で 刻 を か か げ て @ ボ 
タン を 押し 、 左 ステ ィ ッ ク で 向き を 操作 し て 事 点 を 捜 そう 。 


蓄 点 に 剣 を 突き 刺す 


剣 を 装備 し た 状態 で 斑点 に 近づく と 、 巨 像 の 体 に 白い 紋様 が 浮か び 
上 が る 。 この 紋様 に 創 を 突き 刺す と 巨像 に ダメ ー ジ を 与え られ る の 
だ 。 紋 様 の 中 心 を 狙う 必要 は な く 、 設 様 の 外周 を 突き 刺し て も 問題 
は な い 。 ち な み に 、 弓 で 攻撃 し て も 世 像 に 与え る ダメ ー ジ は 微々 た る 
も の 。 また 、 弓 で は 巨像 に トド メ を 刺す こと は で き な い 


ワン タ と 正信 さえ の 電 開 


は 衝 東 する 性 質 


体勢 


PT 
操作 方 法 一 覧 


古 え の 地 の 探索 で 求め られ る 、 ワ ンダ の さま ざま な アク ショ 
ン 。 基本 操作 を 身 に つけ れ ば 、 より 快適 に 行動 で きる こと は 
も ちろ ん 、 巨像 と の 戦闘 で も 役立つ こと は 間違い な い 。 


ボタ ン を 押し た 長 さ で ジャ ンプ の 高 さ が 変 化 


ジャ ンプ を 行っ た 際 、 軌 道 と 飛 距 離 は 人 Q ボ タン を 押し て いる 長 さ 
に よっ て 変化 する 。⑱ ボ タン を 長く 押す と 高く 、 短 く 押す と 低く 
ワン ダ が ジャ ンプ を 行う 。 ま た 、 ワ ンダ が 宙 に いる と き に は 、 左 
ステ ィ ッ ク で 向き と 着地 方 向 を 任意 に 変更 する こと が 可能 。 


し が みつ き 中 の ジャ ン 
プ は 滴 め た カ の 大 き さ 
に 比例 し て 、 ジ ャ ンプ 
の 層 列 が 増加 する , 


し ゃ が み 状 態 時 の 見 落と し が ちな 利点 


ワン ダ の 体力 は 、 時 間 の 経過 と と も に 除 々 復 す る 性 質 を 持つ 。 
動い て いて も 体力 は 回 復 す る が 、 遂 止 状態 の ほう が 回 復 速 度 は 高 
い 。 ま た 、 平 坦 な 場所 で 画 員 ボタ ン を 押し て し ゃ が み 状 態 に な れ 
ば 、 回 復 速度 は さら に 増す 。. 巨 俺 戦 で は 必須 行動 と いえ る だ ろう 。 


し ゃ が み 状 感 で の 人 
回 簡 速 度 は 、 有 上 
時 と 比べ て 約 2 倍 。 活 
用 する 根 会 は あい 。 
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を 2 テック | 
1 アク ロ の 手提 人 する (を お で 向き を 恋 で 
1 みた の 過す 
1 の 還 を 動かす に 
テク PD 
カキ ー 1 RW を 上 (を お で! 上 で 拉 和 で 世 和 を し まう 
@2 ン 1 ジャ ンプ M 
EESYT 
2 る 
を (所 を 本 え 、 て 香る) 
@ ォ タン 1 W を か か 8 し 上 9 で いる あい だ) 
本 
1 WW う 
es: 
@*2 ン | アク ロ e 時 を 9K く 
ステック ト PE テ 。 


人 人 ステ ィ ッ ク | アグ ロ を 放せ る 
ホッ ン EPC 
1 tee 
FE 
っ 2 する 
| っ た FC 
| アァ nr 
2 テ クタ ン アクロ 人 りす る 
+@ ポ タン | つか まり を が 5 ジャ ンプ する (押し た 時 間 に 応じ て 履 区 が 電 
加 。 提 し て いる と き に スティック で 向き を 選択 可能 ) 。。 | 
人 回 聞 する 
人 を き 制 す (一 し て 人 を 村 え 、 も う 一 放し て 突き 制 ) 


ボタン 


ンプ 人 ポタ ン | 下 半 ま 
セン zeerzfs 
ボタン ET 
タン 1 カメ 2 まり セッ ト す る 
と が と | マッ プ 還 を 示す る 


1 イベ ント デモ を キャ ン セル する (キャ ン セ ル で き な い イ ベン ト も ある ) 


時 ポ 支 度 4 


腕力 に つい て 


近く に つか め る 物 や 壁 が ある 場合 、 監 軸 ボ タン を 押し て つか む 
こと が で きる 。 斑 還 ボ タン を 押し て いる あい だ は 物 を つか み 続 
ける が 、 腕 力 メー ター は 除 々 に 減り 、 セ ゼロ に な る と 手 を 離す 


力 の 溜め 具合 の 確認 
剣 の 突き 刺し や 弓 を 射る と き 
する と き に は 腕力 メー ター の 中 心から 白い 波 が 
広がっ て いく の 輪 が 大 きい ほど 、 カ が 
溜まっ た 状態 と な る 。 巨 像 を 倒し た り 、 光 る 尻 
尾 を 持つ トカ ゲ を 摂取 する と 腕力 メ ー タ ー の 最 
大 値 が 増え 、 よ り 力 を 溜め られ る よう に な る 


そし て ジャ ンプ 


腕力 の 回 復 方 法 

何 も つ か ん で いな い 状 態 を 維持 し て いる と 
腕力 は 時 間 経 過 と と も に 除 々 に 回 復 し て いく 
この と き 、 し ゃ が み 状 態 に な れ ば 回 復 速度 が 
増す 。 ま た 、 ア グロ を 撫で て いる と きも 回 復 
速度 は 上 昇 す る 。 腕力 を 一 気 に 回 復 さ せる 方 
法 は な い の で 、 地 道 な 行動 が 求め られ る 


ワン ダ と 四 便 さえ の 湯 和 


つか まり 中 の 状態 

巨像 や 壁 に つか まっ て いる 
体勢 に よっ て 行え る アク ショ ン が 異な る 。 両 
手 、 両 足 が 接 地 し て いれ ば 腕力 が 減る こと は 
な く 、 移 動 や ジャ ンプ が 可能 。 ま た 
勢 の と き に は 剣 も 突き 刺 せる 。 足 が 接 
いな い 状 態 で は 、 動 か な く て も 腕力 は 減る 


/ 
刻 を 突き 刺す 


巨像 に 大 ダメ ー ジ を 与え る ヽ 
る 。 巨像 の 体 に し が みつ いて いる 際 、 ン で 剣 を 構え 、 
一 度 便 ボタ ン を 押す E ず は 基本 を 学 ぼう 


を 学 


に 】 も 
> 


力 を 溜め れ ば 威力 が 増加 体勢 を 崩す と 溜め が 解除 


ジャ ンプ か ら の 下 突き 


ダ が 体勢 ャ ンプ 後 、 下 降 中 に 玉田 ボタ ン と ボタン 


を 同時 に 押す と 、 ワ ンダ が 下方 向 に 久 

る 。 落下 地点 に 巨像 が いる 場合 、 剣 が 突き 刺 
さき 

ま 


さり 、 ダ メー ジ を 与え られ る 。 感 力 は 、 最 大 
で 力 を 溜め て 創 を 突き 刺し た と き と 


た だ し 、 突 き 刺 し 


あと の 硬直 時 間 は 長 


代 ボ タン を 押し 続け て いる あい だ 弓 議 証 座 絞り 、 ボタ ン を 苑 す と 
画面 に 黄色 く 表示 され た 場所 に 向 か っ 語 窟 射る 。 巨像 に 与え ら 
れる ダメ ー ジ は わずか だ が 、 注 意 を 引き 究 顧 座 際 に 重宝 する 


飛 距離 と 威力 が の 変化 


剣 を 突き 刺す と き と 同様 


て 飛 距 離 と 威力 が 増す 
地面 や 
像 に 与え 
を 月 せな い 


入手 


矢 の 残 数 と キャ ン セ ル に つい て 


弓 を 引き 
か れ た く な 


刻 を 構え た と き に 


に 


騎乗 中 の 操作 


アグ ロ の 近く で ボタ ン を 押す と 、 背 に 乗る こと が で きる 。 ま 
た 、 ア グロ に 向かっ て 飛び つき 、 玉 還 ボ タン を 押す こと で も 背 
ここ で は 、 騎 乗 中 の 基礎 知識 を 紹介 し て いく 。 


中 に 乗れ る 。 


3 段階 の 速度 


騎乗 中 の 速度 は 3 段階 に 分 か れ て いる 。 騎乗 
中 は 、@ ボ タン を 押す と ワン ダ が 腹 を 中 り 、 腹 
を 忠 っ た 回 数 に 応じ て 速度 が 上 昇 する 。 最高 
遅し て いる と き に は 、 若 干 の 段差 を 飛び 降 
も 可能 と な る 。 ま た 、 急 発 進 を 行え ば 
最高 速 の 状態 で 駆け 出せ る の で 覚え て お こう 


アグ ロ の 自動 疾走 


アグ ロ は 、 通 行 不可 能 な 場所 に は 進ま な いよ 
うに 自動 的 に 方 向 を 修正 する 。 そ の た め 、 狭 
い 場 所 を 通行 し て いる と き に 左 ス ティ ッ ク を 
入力 し て し まう と 、 う まく 走れ な い 場 合 が あ 
る 。 道幅 が 狭い 場所 で は 左 ステ ィ ッ ク に は 般 
れず 、 ア グロ に 任せ て 移動 する と いい 


ワン と 信 さえ の 電 


に Y 。 バ 
曲 乗 り いざ 
古 え の 地 は 広大 な た め 、 ア グロ な し で の NN 。 


移動 は 考え られ な い 。 また 、 アグ ロ の 特 
する こと は 、 探索 や 戦闘 を 効果 


立ち 乗り 横 乗 り 急 停止 と 急 旋回 


騎乗 中 、 還 咽 ボ タン を 押し な が ら 左 ステ ィ ッ ク 騎乗 中 に 画 較 ボタ ン ド タ ン を 押し な が ら 左 疾走 中 、 信 ボタ ン と 同時 に 左 ステ ィ ッ ク の 下 を 


の 上 を 入力 する と 、 アグ ロ の 背中 に 立つ こと が ステ ィ ッ ク の 左右 どちら か を 入力 する と 、 入 力 倒す と 、 ア グロ が 急 停 止 す る 。 ま た 、 急 停止 中 
で きる 。 こ の 状態 か ら @ ポ タン を 押し て ジャ ン し た 方 向 に か が み 込 み 、 ア グロ の 腹 に 隠れ る よ に 左 ス ティ ッ ク を 左右 どちら か に 倒す と 、 ス テ 
プ を 行え ば 、 通 常 より も 高い 場所 へ 移動 する こ うな 状態 の 横 乗 り と な る 。 こ の 状態 で は ジャ ン ィ ッ ク を 倒し た 方 向 に 急 旋 回 を 行う 。 さ ら に 
と が 可能 と な る 。 ま た 、 使 用 頻度 は 低い も の の プ や 弓 を 射る こと は で き な い が 、 巨 像 に 急 停止 し た 際 、 す ぐに @ ボ タン と 同時 に 左 ス テ 


立ち な が ら 弓 を 射る こと も で きる る こと な く 移 動 で 


る と いう 利点 が ある ィ ッ ク の 下 を 入力 する と 高速 旋回 が 可能 


時 支度 9】 


光 が 集 まる 場所 を 訪れ る と 巨像 が 出現 。 巨 像 の 登 
する と 、 い よい よ 戦 闘 が 始ま る 。 巨像 は 、 個 体 
ご と に 外見 や 行動 パタ ー ン 、 弱 点 の 場所 が それ ぞ れ 異な る 


急所 と 弱点 


す と 大 ダメ ー ジ を 与え 
型 点 が 存在 する 。 青い 光 を 放っ て いる 場所 が 
急所 、 剣 を 装備 し て いる と き に 白い 紋様 が 浮 
き 上 が る 場所 が 世 像 に トド メ を 刺す 
に は 、 憧 点 に 剣 を 突き 刺す 必要 が ある 


計 


玉 点 を 探り 、 ル ー ト を 見 極め る 


光 が 差 し 込む 場所 で 剣 を か ざし 、 民 点 の ある 


動 。 一 定時 間 、 白 い 紋様 が 
点 が 目視 可能 と な る あと 
押し て 巨像 を 注視 。 つ か まれ る 部 
層 点 へ の ルー ト を 見 極め る の が 基本 


巨像 を 倒す と 


巨像 を 倒す と 、 ワ ンダ の 体力 と 腕力 の 最大 値 が 
増え る 。 ま た 、 巨 像 を 倒し た あと に 戦っ た 場所 
巨像 の 残骸 が 横たわっ て いる 。 残 彼 
ち 、⑩ ボ タン を 押す と 回 想 モー ド に 突 
ゲー ム 進 行 に は 関係 な い が 、 好 き 
で も 巨像 と 戦う こと が 可能 だ 


O 


ハー ドモ ー ド 時 の 巨像 


ー ド (一 P156) 。 この モー ド で は ノー マル モー ド 
て 撃 力 や 防御 カ が 増加 。 さ ら 
巨像 は 科 点 の 数 も 増え て いる 。 勝 
よ 


し た 戦闘 が 楽し め る こと は 間違い 


見 晴 台 で 記録 を 保存 


各地 に 点 在 し て いる 、 見 晴 台 と 呼ば れる 小さ な 
石造 り の 建物 。 そ の 名 の と お り 、 見 晴 台 に 登れ 
ば 周囲 の 景色 を 一 望 で きる 。 ま た 、 建 物 周辺 に 
ある 石碑 に 祈り を 捧げ る こと で 冒険 の 記録 が 保 
存 可能 。 ち な み に 、 白 り を 捧げ る と 、 マ ッ プ 上 
に 見 晴 台 の 位置 が 表示 され る よう に な る 


果実 で 体力 の 最大 値 が 上 昇 


木々 の 中 に は 、 果 実 の 実っ て いる 果樹 が ある 
果実 を 落と し て 拾う こと で 、 ワ ンダ の 体力 の 
最大 値 が 上 昇 。 た だ し 、1 度 果実 を 採っ て し 
まう と 同じ 木 に 果実 が 実る こと は な く な る 
果樹 の 総数 は 33 本 。 巨 像 に 苦戦 する よう な ら 
ば 、 ま ず は 果実 を 集め る の も 手 だ 


光る 尻尾 で 腕力 の 最大 値 が 上 昇 


日 が 差し 込ま な い 坦 所 に は 、 ト カゲ が 張り つ 
いて いる こと が 多い 。 ト カゲ は 黒 一 色 の も の 
と 、 尻 尾 が 光っ て いる も の の 2 種類 が 生息 し 
て いる 。 光っ て いる トカ ゲ の 尻尾 を 手 に 入れ 
る と 、 ワ ンダ の 腕力 の 最大 値 が 上 昇 する 。 光 
る 尻尾 を 持つ トカ ゲ の 総数 は 64 匹 


水中 で の 移動 


吉 え の 地 に は 、 各 地 に 水辺 が 点 在 し て いる 
足 が つ か な い ほ ど 深 い 場 所 に 入る と 、 腕 カメ 
ー タ ー が ワン ダ の 呼吸 を 表す も の に な る 。 潜 
っ て いる あい だ は メー ター が 減少 し 、 ゼ ロ に 
な る と 強制 的 に 水面 へ 戻さ れる 。 だ が 、 水 中 
で は 潜水 し た ほう が 圧倒 的 に 移動 速度 が 高い 


ワン ダ た と 目 全 さえ の 得 生 


は 
古 え の 地 で で きる こと 


巨像 と の 戦闘 と いう 危険 を は らん で は いる も の の 、 普段 は 穏やか 
な 表情 を 浮か べ て ワン ダ を 優し く 包み 込む 古 え の 地 。 ここ で は 、 
冒険 進め て いく うえ で 欠か せな い 基 礎 知識 を お 届け する 。 


光 で 織り 成す 像 を 操る 者 
死者 の 魂 を 呼び 戻す 大 いな る カ 
禁じ られ た 地 禁じ られ た 術 


条 r 


【 得 界 1] 


古 え の 地 全 景 


ここ で は 、 古 え の 地 の 全景 と マッ プ 画 面 で の 特徴 を 解説 し 
て いく 。 ち な み に 、 ゲ ー ム を 一 度 ク リア ー す る と デモ 画面 中 
に 写し 出さ れる 動物 が アグ ロ か ら 訪 へ と 変化 する 。 


マッ プ を 開け ば 現在 位置 が 確認 可能 


前 述 し た と お り 、 プ レイ 中 に ド タ ン を 押せ ば 、 画 面 に マッ プ が 
誤 示 され る 。 現在 位 置 も 表示 され る の で 、 マ ッ プ を 開き な が ら 移 
動 を 行え ば 道 に 迷う 心配 ない 。 マ ッ プ に は 左端 に 0 一 8 まで の 数 
呈 が 並び 、 下 段 に A 一 J ま で の アル ファ ベッ ト が 並ぶ 。 本 書 で は 地 
形 解説 の 際 、 (1 一 A) と いう 表記 で 場所 を 示し て いる 


巨像 を 倒せ ば マッ プ 上 の 雲 が 晴れ る 


ゲー ム ス タ ー ト 当初 は 、 マ ッ プ を 開い て も 至る と ころ に 雲 が ある 
た め 、 地 形 が わか り に くい 。 こ の 厩 は 、 巨 像 を 倒す ご と に 晴れ て 
いく 。15 体 目 の 巨像 を 倒し た と き に は 、 マ ッ プ 上 の ほとん どの 委 
が 晴れ る と いう 仕 粗 み だ と し 、 雲 が 晴れ る 場所 は 、 倒 し た 巨 
像 が いた 場所 の 周辺 の みな の で 、 欧 廷 い し な いよ うに 。 


吉 え の 地 の 最 果て に は ……? 


古 え の 地 は 、 周 囲 を 麻 や 海 が 取り 囲ん で いる 。 腫 を 乗り 越え る こと 
は で きず 、 海 を 渡る こと も で き な い 。 断崖 で は 下 の 地 形 が 見 える た 
め 、 飛 び 降り られ る よう な 錯 芝 を 起こ す が 、 落 ちる と ゲー ム オ ー パ ー 
と な る 。 た だ し 、 落 下す る と ゲー ム オ ー バ ー と な る 場所 で は 、 ワ ンダ 
や アグ ロ は 必ず 立ち 止ま る の で 、 自 分 か ら 飛 び 込 まな い 限 り は 安全 。 
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ワン タダ と 下 信二 の 介 
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【 吉 え の 地 全 景 】 


焦 r 


た 。。 


古 え の 地 の 表 情 


場所 ご と に さま ざま な 表情 を 見 せる 古 え の 地 。 巨像 を 捜し て 
倒す だ け で は な く 、 穏やか な 気持 ち で 各地 を 探索 すれ ば 、 よ 
り 深 く 本 作 を 楽し め る 。 各地 の 特徴 を その 目 に 焼き つけ よう 。 


北 の 地 砂 に 覆 わ れ た 乾い た 土地 


古 の 両 か ら 橋 を 湾 り 、 ア ー チ 橋 に 沿っ て 北 に 進む と 、 砂 章 基 う 砂 
演 が 広がっ て いる 。1-F の 岩下 に は 荒地 が 広がり 、 奥 の 建物 に は 待 
火 が 灯 さ れ で いる 。 ま た 、1-H に は 巨大 な 石造 り の 建造 物 が 悠然 と 
立っ て いて 、 文 明 の 跡 を 感じ させ る 。 砂 に 竹 わ れ て いる 土地 柄 の 
た めか 、 果 樹 や 光る 尻尾 を 持つ トカ ゲ の 数 は 少な い 。 


NN 


南 の 地 緑 生い茂る 小動物 の 楽園 


豊か な 緑 が 広 が る 南 の 大 地 。 光る 尻尾 を 持つ トカ ゲ が 多数 生息 し 
て お り 、 果 樹 も 豊富 に 立ち 並ぶ 。 最 南端 に は 大 き な 門 が 立っ て い 
る が 、15 体 目 の 巨 像 を 倒す まで は この 門 を 開く こと は で き な い 。 
6-D と 6-G で は 、 石 造り の 建造 物 か ら 地 下 に 入る こと が で きる 。5- 
C に ある 橋 を 通っ て 、 西 の 地 へ 向かう こと も 可能 だ 。 


川 が 流れ 、 さ ま ざ ま 
な 植物 が 生 い っ て 
いる 6-G。 旅 の 語れ を 
奏 す 美 じい 風水 だ 。 


030 球 き : 


西 の 地 個性 的 な 表情 を 浮か べ る 


場所 ご と に 個性 的 な 表情 を 見 せる 西 の 大地 。2-C に は 徐 に 包ま れ た 巨大 
な 湖 、4-B に は ドー ム 上 の 砂地 、1-D に は 暗く 巨大 な 沼 、3-D に は 間欠 
泉 が 噴き 出す 赤い 大 地 が 広がっ て いる 。 果 樹 は 多く 、 光 る 尻尾 を 持つ ト 
カゲ も 数 多く 生息 し て いる 。2-D 周 辺 の 陽 路 は 複雑 に 入り 組ん で いる た 
め 、 償 繁 に マッ プ を 確認 し な が ら 進む よう に 心がけ て お く と いい 


数 も 多い の で 、 立 
て 周囲 の 景色 を 眺め 


PEEYTTTJ 


東 の 地 幻想 的 な 風景 が 広がる 土地 


手 を 阻 まれ て いる た め 移 動 す 
に 種 われ て お り 、 巨 像 を 
ロ ヽ 。 移 動 可能 な 範囲 が 狭い こと も あり 、 見 晴 台 
少な く 、 光 る 尻尾 を 持つ トカ ゲ の 生息 数 も 少な い 。4-H に 
5-G に は 墓地 の よう な 緑地 が 広がっ て いる 


な る 。 


表示 され る 。 また 、 巨像 
に 


に : 
に 伸び る よう 


計 16 体 の 巨像 が 生息 し て いる 。 巨像 を 倒す と 、 
ン . 『 - 


像 の 顔 の アイ コ 


十 え の 地 に は 、 


が マッ プ | 
か ら 光 の 帯 が 天 | 
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1] 医 箱 の 巨像 |2] 譜 第 2 の 巨 多 [3| 放 第 3 の 巨 銘 [4] 統 第 4 の 巨 多 [5] 坦 第 5 の 巨 銘 [6] 夫 第 6 の 巨 便 [7| 講 第 7 の 巨像 [8] 場 第 8 の 世 人 


9] 訪 第 9 の 巨像 IO 倫 第 10 の 巨像 11| 有 較 第 1 の 巨像 12| 蘭 第 12 の 巨像 13 < 第 13 の 巨人 [4] 較 第 14 の 巨人 h5 織 第 15 の 巨像 [6 欄 第 16 の 巨像 
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【 見 晴 台 の 地名 一 覧 】 


1 


2 
3 
4 


北西 穫 の 盆地 
穴 岩 の 江 谷 
大 の 沼 
北 の 橋脚 


6 
7 
8 


1 


北 の 寺院 
水がめ の 滝 
峡谷 の 入り 品 
北東 の 平野 


9 西 の 平原 
HO 双岩 の 丘 
[| 丁 の 昌 
2 石橋 の 岩 


ワン ダ と 四条 吉 え の 


記録 を 保存 する と 、 そ の 見 晴 台 の 場所 が マッ プ に 表示 され る 
よう に な り 、 デ ー タ に 見 晴 台 の ある 地名 が 書き 込ま れる 。 白 
り を 捧げ た だ け で は 地名 は 書き 込ま れ な い の で 要 注 意 。 


[3 岩 沿 い の 小路 
4 高台 の 昌 穴 
西 の 岬 

6 反 橋 の 平原 


3 


7 只 画 丘 
1 栓 本 の 礎 

9 肖 谷 の 平地 
南東 の 断崖 


| 


の 岬 
較 閉ざさ れ し 門 


人 


【 果 実 一 覧 】 


CE 日 


ワン ダ と 皿 便 え の 季 


を 持つ トカ ゲ を 矢 で 射る と 、 尻尾 が 地面 に 残る 。 この 
する と 腕力 の 最大 値 が 増加 する 。 尻 尾 だ け を 射る 
する が 、 本 体 ご と 倒し て も 尻尾 は 入手 で きる 。 


反 ER ーー の 


に 】 


トカ ゲ の 尻尾 は 再生 する 

トカ ゲ の 尻尾 に 狙い を 定め 、 本 体 を 倒さ な い 
よう に 弓 を 射 れ ば 、 何 度 で も 尻尾 を 手 に 入れ 
る こと が で きる 。 ト カゲ の 尻尾 は 、 ゲ ー ム 中 


必ず 倒し た 場所 か ら 一 定 の 距離 を 置く 必要 が 
ある 。 倒 し た 目 の 前 で 時 間 の 経過 を 待っ て い 
て も 、 尻 尾 が 再生 する こと は な い の で 注意 。 


発 * 


時 間 で 24 時 間 が 経 骨 する と 再生 する と いう 人 性 
質 を 持つ か ら だ 。 こ の 性 質 を 利用 すれ ば 、 無 
限 に 尻尾 を 入手 する こと も 可能 だ 。 た だ し 、 


小さ な 命 


各地 を 探索 し て いる と 、 さ ま ざ ま な 生き 物 を 目 に する こと が 
で きる 。 巨像 と の 戦い に 疲れ た ら 、 古 え の 地 で 静か に 育ま 
れ て いる 、 小 さ な 生き 物 た ち を 捜し て みる と いい だ ろう 。 


小動物 と の 戯れ 


意 と 鳩 、 そ し て 魚 に 近づい て 古田 ボタン を 押す と つか むこ と が で きる 。 
嘉 か 鳩 に つか まれ ば 、 そ の まま 大 空 を 飛ぶ こと も 可能 だ 。 つ か まっ 
て いる あい だ は 、 ワ ンダ の 体重 で 除 々 に 高度 が 下がる も の の 、 腕 カ 
が ゼロ に な る か 、 足 が 地 に 着く まで 飛行 で きる 。 オ スス メ の 漏 空 ポ イ 
ント は 、 間 が 多数 飛び 回 っ て いる 4-B に ある 岩の上 。 


アグ ロ の 変化 


ワン ダ の も っ と も 身近 に いる 動物 、 ア グロ 。 じ つ は 、 ア グロ に は 
隠さ れ た 秘密 が ある 。 本 作 の 開発 チー ム が 2001 年 に 手がけ た プレ 
イス テー ショ ン 2 用 ソフ ト 、「ICO』 の セー ブ デ ー タ が ある 状態 で 
ゲー ム を 始め る と 、 ア グロ の 額 に ある 模様 が 変化 。 通 常 は ひし 形 
の 模様 な の だ が 、『ICO」 の "" の 文字 を 集 っ た 模様 と な る の だ 。 


ば 、 長 
財 間 の 空中 浮遊 が 楽し め る 
ぜひ ー 度 お 試し あれ 


プレ イ の 達 中 で メモ リー カ 
ー ド を 差し 替え て も 、 欄 様 


ワン ダ た 正信 さえ の 


地 を 計 う トカ ゲ 


日 が 差し 込ま な い 場所 に 生息 し て いる こと が 多い トカ ゲ 。 古 え の 地 に は 
も の と 選 尾 が 光っ て いる も の の 2 種類 が 存在 する 。 前述 し 
光る 尻尾 を 入手 する と 腕力 の 最大 値 が 増加 する 。 光 る 尻尾 を 
見 晴 合 周辺 に 必ず 最低 1 匹 は 生息 し て いる の で 、 見 晴 台 
こ は 光 る トカ ゲ を 狩る よう に 心がけ て お く と いい 


大 空 を 舞う 鳥 た ち 


古 え の 地 に は 、 意 、 カ モメ 、 鳩 の 3 種類 の 鳥 が 生息 し て いる 。 意 は 古 の 
綱 周 辺 を 始め 、 各 地 を 飛び 回 っ て いる 。 ま た 、 カ モメ は お も に 海辺 に 生 
息 。 そ し て 、 鳩 は 巨像 を 倒す と 匠 を 失っ た 少女 の 近く に 現れ 、 巨 像 を 倒 
すご と 数 が 増え る と いう 一 風 変 わ っ た 特徴 が ある 。 ち な み に 、 難 度 が 高 
く 利点 は 何 も な い が 、 ど の 鳥 も 矢 で 射 落と すこ と が 可能 だ 


悠然 と 歩き 回 る カメ 


洞窟 を 飛び 回 る コウ モリ 


4-B 窟 内 に 生息 


を 見 る 


豊か な 表情 を 見 せる 植物 


呪 わ れ し さ だ め 生 賞 と な っ た 少女 
失わ れ て し まっ た 魂 離れ て し まっ 
いにしえ の 剣 に 宿る 希望 圧倒 的 な 存在 と の 戦い 


宣 y 


の 制 を か ざす が よい …… そ し て 侯 の 光 が 代 ま る 場所 に 向かう の だ 


巨像 の 急所 と 点 


左足 の 急所 を 攻撃 する と 
巨像 が 麻 を 落と し 、 さ ら に 

攻撃 を 加え る と 商 か せる こ 
と が で きる 。 層 点 は 頭 部 の 1 
ヵ所 の み で 、 最 大 まで カカ を 

溜め て 剣 を 突き 立て て れ ば 3 
の 攻撃 で 倒せ る 。 初 め て 

対 時 する 巨像 だ け あ っ 
て 、 撃 退 に は さほど 

苦労 し な い 。 ま た 、 

ハー ドモ ー ド で は 

頭 部 の ほか に 右 用 

の 肘 に も 斑点 が 追 

加 され る 。 用 腕 か 

ら 上 っ て いく こと も 

可能 だ が 、 頭 部 に ある 午 

点 を 攻撃 し 終わ っ て か ら 肩 

に 移動 し 、 そ こ か ら 落 下 し 

て し が みつ く と いい だ ろう 。 
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十 の 詞 か ら 南 に 見 える 岩の上 が 埋 場 と な る 。 広 場 の 周囲 は 高い 崖 で 囲ま 
れ て いる 。 崖 際 の 岩 陰 や 広場 の 奥 に ある 建造 物 に 巨像 が 近づい て くる こ 
と は な い の で 、 ダ メー ジ を 食らっ た ら 和 逃げ込ん で 体力 を 回 復 する と いい 。 


【 前 面 


【 大 側面 】 


行動 パタ ー ン 

ワン ダ を 発見 し て いな いと き は 、 広 場 を 往復 す 
る よう に 歩き 続け る 。 埋 闘 開始 場所 に ある 岩 険 
に 隠れ る と 巨像 は ワン ダ を 見 失い 、 広 場 を 周 
回 し 始め る 。 体 力 が 残り 少な く な っ た 
場所 に 隠れ て や り 過 ご す と いい 。 ま 
る 建造 物 の 近く に 移動 し た 場合 、 巨 像 に 見 つか 
っ て いて も 攻撃 を 仕掛 け て くる こと は な い 


【 上 部 】 


攻撃 方 法 


ワン ダ と の 距離 が 遠い 場合 、 右 手 に 持っ て いる 
根 棒 を 振り 下ろ し て くる 。 直 撃 を 食らう と 体力 
を 大 きく 夫 わ れる の で 、 視 点 を 変更 し な が ら 巨 
像 の 動き を 見 極め る こと 。 直撃 を 免れ て も 振動 
に よっ て ダメ ー ジ を 食らう の で 、 大 げ さ に 距離 
を 取る と いい だ ろう 。 至近 距 離 に いる 場合 、 足 
を 踏み つけ る 攻撃 を 仕掛 け て くる 
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ワン タダ と 四 信 吉 え の 介 


左足 の ふく ら は ぎ に あ る 体毛 か ら 巨 像 に つか 
まり 、 腰 か ら 背 中 の 順に 登っ て 頭 部 を 目指 す 
こと に な る 。 頭 部 に た どり 着く まで の あい だ 
巨像 が 大 きく 揺れ る こと は な い の で 、 落 下 の 
大 険 は 少な い 。 育 中 に つか まっ て いる と 巨像 
が 左右 に 揺れ る が 、 出 っ 張り に いる 場合 は 
振り 払う 行動 を 起こ さ な い と いう 特徴 が ある 
巨像 が 歩い て いる あい だ は 多少 揺れ る も の の 、 
し ゃ が ん で いれ ば 落ち る 心配 は な い 
腕力 を 回 復 し て か ら 頭 部 の 憶 点 を 目指 そう 。 


振り 落と し 行動 一 覧 

前 忌み か 5、 台 を 大 きく 後ろ に 反 る 

ト し 系 作 ワン タタ 頭 に 多 れ て いる 

本 前 司 み に を り 、 朋 を 左 克 互 に 突出 す よう に 振る 
未 伯 ワン ダ が 首 、 机 中 、 屋 に 稀 れ て いち 

重用 を 大 きく 円 を 拉 く よう に 動か す 
素 伯 ワン ダ ゲ 訓 届 に 航 れ て いる 

生生 須 を 大 きく 円 を 拉 く よう に 生か す 

し 季 休 ワン ダ が を 局 に 角 れ て いる 

隊 を 前 か ら 夫 い よく 反 ろ に 引く 
件 ワン ダ が 吉 有 、 村 に 触 れ て いる 

生生 を 上 を 前 か ら 勢 いよ 後ろ に 引く 

し 味 作 ワン ダ が を 放 に 離れ て いる 


生生 中 を 上 げ て 前 後に 振る 
未 作 ワン ダ が 左足 の 区 か 5 下 に 秀 れ て いる 


対処 法 


巨像 の 左足 の ふく ら は ぎ か ら 登っ て いく こと に 
な る の で 、 背後 か ら 近 づい た ほう が 安全 。 巨像 
に 気づか れ な いよ うに 背後 へ 近づき 、 ジャ ンプ 
し て 体毛 に つか まろ う 。 巨 佑 に 発見 され た と き 
は 、 足 下 ま で 一 気 に 走 っ て 近づき 、 強 引 に 後ろ 
に 回 り 込 むと いい 。 左 足 の 急所 を 攻撃 すれ ば 
動き が 止ま る の で 、 大 胆 に 行動 し よう 。 


1ー4 巨像 に 気づか れ な いよ うに 背後 か 


ジャ ンプ し て 左足 の 体毛 に つか まろ う 。 巨 像 
の 視界 に 入る ほか 、 矢 を 当て た り 、 口 笛 を 吹く と 気づか まう の で 注意 。 ふ くら は ぎ に つ か 
まっ た ら 、 急 所 を 攻撃 。 力 を 溜め る 必要 は な い の で 、 す ぐに 創 を 突き 刺す こと 。5 一 11 急所 を 刺 
し て 巨像 を 跡 か せ た ら 、 太 股 に ある 出っ張り に つか まり 、 体 毛 を よじ 登っ て 腰 ま で 移動 。 礎 の 出 
張り で 腕力 を 回 復 し て お け ば 、 安 全 に 背中 まで 登る こと が で きる 。 し ゃ が ん で 腕力 を 回 復 すれ 
ば 回 複 速度 が 増し 、 体 勢 を 崩さ れる 心配 も な い 。12 一 14 頭 部 に 到着 し た ら 、 す ぐに 層 点 を 攻撃 
た だ し 、 ワ ンダ が 頭 部 に いる と き は 、 巨 像 が 頭 を 上 下 に 振る 。 創 を 突き 着せ ば 動き を 止め られ る 
の で 、 巨 側が 頭 を 下げ た ら カ が 溜まり きっ て い も 剣 を 突き 刺す の が 得策 だ 


ハー ドモ ー ド 

ノー マル モー ド と 同様 、 左 足 に つか ま 
り 、 頭 部 まで よじ 登る 。 頭 部 の 玉 点 
を 攻撃 後 、 訪 か ら 背中 周辺 で 腕力 を 
回 復 し 、 右 肩 か ら 落ち て 右 肘 に ある 
太 点 へ 。 万 点 を 攻撃 中 、 胸 力 が 残り 
少な を く な っ た 場合 は 、 す ぐ 上 に ある 出 
っ 張り に 移動 し て 腕力 を 回 居 す る こと 


その 他 の 倒し 方 

巨像 が 左足 の 調 み つけ を 仕掛 け て く 
る 謙 、 右 腕 が 大 きく 下がる 。 こ の と 
き に 棒 の 頭頂 部 に 飛び つけ ば 、 掲 
棒 の 上 部 に よじ 登る こと か 可能 だ 。 要 
悼 か ら 右腕 に つか まり 、 條 毛 部 分 を 
よじ 登っ て いけ ば 、 頭 部 に ある 札 点 
に た どり 着く こと が で きる 


海辺 の 洞 容 …- 動 き 鈍 き モ ノ 放 気持 っ て 便 す が よい 
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識 特徴 と 対策 員 


アグ ロ と と も に 戦う こと が で きる 初め て の 巨像 。 マン モス の 
よう な 外見 の 四 足 歩行 の 巨像 で 、 見 た 目 どおり 動き は 鈍い 。 
路 部 分 と 腹部 を 除き 、 ほとん どの 部 位 に 体毛 が 生え て いる 。 


【 人 面 】 


所 と な っ て いる 。 巨像 が 足 を 上 げた 謗 間 を 狙い 、 弓 で 射 拓 
け ば 膝 を つか せる こと が 可能 だ 。 玉 点 は 警部 と 頭 部 の 2 ヵ所 。 どちら の 点 か 
ら 攻 撃 し て も 問題 な い が 、 巨 像 を 倒す に は すべ て の 紅 点 を 紋様 が 消え る まで 
攻撃 する 必要 が ある の で 注意 。 ハ ー ド モー ド で は 、 左 の 脇腹 に 玉 点 が 追加 
所 に ある 笠 点 か ら 順 に 攻撃 する と 効率 が いい の で 、 管 部 、 頭 部 脇腹 
攻撃 し よう 。 低 い 場所 に 移動 する と き は 、 手 を 離し て 落下 する こと 
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ステ ー ジ 

古 の 弓 の 北 に ある 橋 を 渡っ た 先 の 海岸 が 戦い の 舞台 まで 6 
近づい くる こと は な い の で 、 危 な く な っ ん, を げ 込 むと いい 。 ち な み に 、 流 
打ち 際 で は ワン ダ が 転ん で し まい 、 思 う よ い 


030 挟 三 還 | 


【 前 面 】 


【 後 面 】 


【 右 仙 面 】 


行動 パタ ー ン 
移動 速度 は 低い の で 、 簡 単に 育 後に 回 り 込 む 
が で きる 。 ま た 、 ア グロ に 騎乗 し て 移動 を 
行え ば 、 機 動力 で 遅れ を 取る こと は な い 。 アグ 
口 に 乗っ て 大 きく 苑 れ た あと に 剣 を か ざ せ ば 
安全 に 斑点 が 捜せ る 。 摩 際 の 段差 まで 追い か 
て くる こと は な い の で 、 大 ダメ ー ジ を 食らっ た 
と き に は 震 陰 に 回 れ る と いい だ ろう 


攻撃 方 法 


ワン ダ が 正面 に いる 場合 、 両 前 足 を 振り 上 げ 
た あと に 踏み つけ 攻撃 を 仕掛 け て くる 。 両 前 足 
を 上 げた あと 、 ワ ンダ と の 距離 が 離れ る と 踏み 
込ん で 距離 を 調節 し て くる 。 そ の た め 、 攻 撃 を 
か わす と き に は 、 苑 れ る より も 左右 に 回 り 込む 
こと 。 ち な み に 、 足 を 振り 上 げた と き は 、 一 瞬 
動き が 止ま る の で 急所 を 射 抜き や すい 。 


ワン ダ と 臣 信 さえ の 提 


巨像 の 体勢 が 低く な っ た 際 、 ア グロ 騎乗 中 に 
育 中 に 立っ て ジャ ンプ を 行え ば 、 膝 部 分 の 体 
毛 に し が みつ く こ と が で きる 、 難度 
が 高い の で オス ス メ は で き な い 。 足 の 裏 の 急 
所 を 射 抜き 、 巨 像 の 体勢 を 変え る の が 得策 だ 
急所 を 攻撃 する と 、 巨 像 は 射 抜か れ た 足 を 曲 
げ 、 約 20 秒 うず くま る 。 こ の 隙 に 膝 に 生え て 
いる 体毛 に し が みつ け ば 、 訂 の 体毛 か ら 胴体 
まで よじ 登れ る 。 腕力 を 回 復 す る と き に は 、 
足 の 付け 根 の 出っ張り と 育 中 で 休む と いい 


振り 落と し 行動 一 覧 
本 を を 右 に 大 きく 掴 る 

系 作 ワン ダ ザ 豆 、 頭 に 多 れ て いる 
拓馬 人 を 力 く 沈め 圧 か く 左右 
し 生 全 ワン ダ が 痢 、 中 、 
本 馬 | 中 を 上 げ て 前 後に 抜 る 

素人 ワン ダ ザ 右前 中 に 多 れ て いる 
丁重 足 を 上 げ て 前 人 に 押 る 
し 抹 作 ワン タダ が を 章 呈 に 触れ て いる 
生生 る 足 を 上 げ て 前 後に 折る 
し 計 作 ワン ダ が 人 ろ 呈 に 秀 れ て いる 


還 天 | 千足 を 上 げ て 前 入 に 振る 
ト 条 作 ワン ダ が 存 ろ 足 に 触れ て いる 


対処 法 


足 の 急所 を 射 抜く に は 、 踏 みつ け 攻 撃 を 誘う 
か 、 背 後に 回 り 込 ん で 足 を 上 げた 明 間 を 狙う 
し か な い 。 どの 足 を 射 抜い て も 体勢 を 崩せ る 
が 、 背 後に 回 り 込 ん で 後ろ 足 を 狙っ た ほう が 
攻撃 を 食らう 心配 が な い の で オス ス メ だ 。 弓 
を 引い た 状態 で 照準 を 足 に 合わ せ 、 足 が 上 が 
っ た 瞬間 に 矢 を 放 て ば 簡単 に 門 所 を 射 抜け る 


巨像 攻略 方 法 


1 一 3 まず は 足 の 裏 に ある 急所 を 弓 で 射 抜き 、 膝 を つか せる 必要 
が ある 。 最 初 に 腎 部 の 騙 点 を 攻撃 し た ほう が 移動 が 楽 な の で 
後ろ 足 を 狙う こと 。 痛 後に 回 り 込み 、 足 が 上 が っ た と ころ を 射 
抜 こう 。 4 一 7 急所 を 射る と 、 膝 に 生え て いる 体毛 に つか ま 
れる よう に な る 。 足 を よじ 登り 、 付 け 根付 近 に ある 出っ張り 

で 腕力 を 回 復 さ せよ う 。 8 一 14 な 上 

の 穫 点 に 剣 を 3 回 究 き 刺す 。 紋 様 が 消え た の を 確認 
背中 へ 移動 し て 腕力 を 回 復 。 腕 力 回 復 後 凍 2 
中 の 上 を 走っ て 移動 。 背 中 に ある 突起 物 は 、 ジ ャ ンプ し 
て つか まれ ば 乗り 越え られ る 。 最 大 まで 力 を 溜め て 
頭 部 の 翌 点 に 刻 を 3 回 突き 刺 せ ば 巨像 を 倒す こと が で 
きる 、 巨 像 は 定期 的 に 頭 を 振る の で 、 腕 カ 

の 残 量 に 注意 を 払っ て 行動 する こと 


ハー ドモ ー ド 
急所 の 位置 化 は な い が 、 玉 点 が 
左 脇腹 に 追加 され る 。 玉 点 を 攻撃 す 
る 順番 は 、 腎 部 、 頭 部 、 を 脇腹 の 順 
が も っ と も る 効率 が いい 。 斑 部 の 再 点 
を 攻撃 し た あと 、 菅 中 の 左側 に ある 
出 っ 夏 りか ら 落 下す れ ば 、 一 昭 で を 
騰 前 の 太 点 へ 到達 する こと が 可能 だ 


ワン タ と 区 休 右 え の 電 


その 他 の 倒し 方 

芯 像 は 、 前 足 を 請 み つけ る 攻撃 を 行 
っ た あと に 体 が 沈み 込む 。 こ の と き 、 
アグ ロ の 背中 に 立っ た まま 巨像 の 後 
ろ 足 に 近づい て 飛び つけ ば 、 急 所 を 
攻撃 し を く て も 藤 上 の 体毛 を つか め 
る 。 臣 像 の 正面 か ら 終 め に 突っ 込ん 
で 後ろ 足 に 向かう と 成功 し や すい 。 


天 に そびえ る 巨大 な 天 募 … 刀 る 


巨像 の 急所 と 点 


久 点 は 頭 部 と 腹部 の 2 
ヵ所 。 急所 は な い が 、 
右 肘 部 分 の 氏 を 境 き 
な い 限 り 、 悦 点 に 到 
達する こと は で き 
な い 。 そ の た め 、 
巨像 の 体 に し が み 
つく 前 に 、 才 腕 の 振 
り 下 ろ し 攻撃 が 
天 攻 の 中 央 付近 
に ある 石版 に 当 
た る よう に 攻撃 
を 誘発 させ る 必 
要 が ある 。 障 点 を 目指 す に は 、 ま ず 
右腕 か ら よ じ 登 る こと に な る の で 、 
一 気 に 駆け 上 が っ て 頭 部 に ある 玉 点 
を 攻撃 し 、 腰 に 落下 し て 腹部 の 劉 点 
を 攻撃 する と 無駄 が が ない 。 ハ ー ド モ 
ー ド で は 、 左 肘 に 民 点 が 追加 され る 。 


ステ ー ジ 
潮 畔 に 浮か ぶ 円 形状 の 天蓋 。 外 周 は 巨像 が 出現 する 場所 より も 低く な っ 


て いる の で . ここ に 移動 すれ ば 巨像 に 見 つか る こと は な い 。 操 作 を 誤っ て 
湖 に 落ち て も 、 ゲ ー ム オー バー に な る こと は な い の で 安心 し て 移動 で きる 。 


【 北 面 】 


【 右 仙 面 ! 


行動 パター ン 

ワン ダ が 近く に いる と き は 、 足 を 踏み つけ る 
攻撃 を 仕掛 け て くる 。 ま た 、 右 腕 の 剣 を 突き 
刺す 攻撃 を 仕掛 け て くる こと も ある 。 ワ ンダ 
と の 距離 が あり 、 か つ 中 央 付近 に いる 場合 は 
右腕 を 振り 下ろ す 攻 撃 を 繰り 出す 。 外 周 の 段 
差 に 移動 する と こち ら を 見 失う の で 、 体 力 が 
残り 少な いと き は 外周 に 逃げ 込む の が 得策 だ 


【 上 導 】 


攻撃 方 法 


攻撃 を か わす に は 、 巨 像 の 動き を 観察 し な が 
ら 、 と に か く 走 り 続け る こと 。 右 腕 の 振り 下 
ろ し 攻撃 は 、 リ ー チ が 長い の で 創 を 横 に か わ 
す よ うに 行動 する と いい 。 た だ し 、 直 撃 を 難 
け て も 距離 が 近い 場合 は 、 振 動 で ダメ ー ジ を 
食らっ て し まう 。 巨像 の 右腕 が 地面 に ぶつ か 
る 妥 間 に ジャ ンプ を 行い 、 揺 れ を か わ そ う 


【 仙 】 


ワン タ と 区 信 本 え の 提 陣 


注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 右 腕 を 上 下 に 
振る 動き 。 と くに 、 右 腕 の 剣 を 移動 する と き 
は 、 つ か め る 部 分 が 少な いた め 振 り 落 と され 
や すい 。 剣 の 上 で し ゃ が み 状 態 と な る の も 手 
だ が 、 巨 像 が 右腕 を 振り 終わ る まで 剣 の 側面 
に し が みつ く ほ う が 安 全 だ 。 上 半身 に 到達 す 
る と 、 巨 像 が ワン ダ を 振り 落と そう と 暴れ る 
が 、 前 屈み に な っ て か ら 行 動 す る と いう 特徴 
が ある 。 巨 像 が 前 屈み に な っ た すぐ に 体 
毛 に つか まっ て 揺れ に 備え る と いい 


振り 落と し 行動 一 覧 
生前 肌 み に な り 、 頭 を 左右 に 細か く 振る 
し 系 作 ワン タ が 、 首 に 秀 れ て いる 


生生 | 人 < 介 因みに な り 、 体 を 左右 に 大 きく 握る 
し 訂 作 ワン ダ 箇 中 、 庫 恒 か て いる 


析 天 | 大 より 先 を 激しく 上 下さ せる 
し 系 作 ワン ダ が 右 用 抽 、 貞 に 朋 れ て いる 


策 馬 | 須 よ り 先 を 大 きく 上 下 き せる 
委 作 ワン ダ が 肌 、 左 腕 、 左手 に 触れ て いる 


対処 法 


まず 、 右 腕 の 振り 下ろ し 攻撃 を 石版 に 誘発 させ 
て 右 肘 の 鎧 を 破壊 。、 そ の あと 、 再 び 右 腕 の 振 
り 下 ろ し 攻撃 を 誘発 させ て 、 地 面 に 突き 刺さ っ 
た 剣 の 上 を 駆け 登っ て いく こと に な る 。 た 
巨像 と の 距離 が 近い と 踏み つけ 攻撃 を 仕掛 け 
て くる 。 巨像 を 外周 に 誘導 後 、 一 気 に 石版 に 移 
動 す る と 振り 下ろ し 攻撃 を 誘発 させ や すい 。 


ドコ 


物 r 


巨像 攻略 法 


1 一 4 まず 、 右 腕 の 振り 下ろ し 攻撃 を 石版 に 
と 、 再度 右腕 の 振り 下ろ し 攻撃 を 誘う 
が 振り か ぶっ た ら 必 石版 か ら 離 れる よう に 


59 右腕 の 体毛 


復 し て 頭 部 に ある 玉 点 へ 。 頭 


て 落下 。 巨像 が 前 屈み 


し て 腹部 に 回 り 込 み 、 最大 ま 


ハー ドモ = 

頭 部 、 左 肘 、 腹 部 の 順に 似 点 を 攻撃 
する と 効率 が いい 。 頭 部 の 亜 点 を 攻 
加 後 、 育 中 で 腕力 回復 。 左 上 妥 部 
の 出っ張り か ら 落 下 し て 、 肘 に ある 
体 を つか む 。 左 肘 の 弄 点 を 攻撃 後 
歴 部 の 出っ張り へ ジャ ンプ し 、 陳 部 
の 型 点 へ 移動 し て 剣 を 突き 割 そう 


005 


右 肘 の 伴 を 破壊 
攻撃 を 地面 に 当て させ る 必要 が 
剣 が 地面 に 突き 刺 
が みつ き 、 巨 像 の 肩 ま 
を 回 復 。 こ の あと 、 右 肩 か ら 背中 に 移動 する 


+ く な っ た ら す ぐに 背中 に 移動 する 
な っ た 瞬間 に 落下 すれ ば 、 腰 部 の 体毛 を 
カ を 溜め て 剣 を 4 回 究 き 刺 せ ば 


この あ 


巨像 


っ て いる 隙 に 剣 の 上 へ 
部 分 で 腕 カ 

で 腕力 を 最大 ま 
て いる と 巨像 が 大 きく 頭 を 振る の で 、 腕 カ が 残り 


背中 か ら 訂 部 の 体 
出っ張り を 移動 


その 他 の 倒し 方 

じつは 、 才 腕 の 結 を 壇 さ ず に 選 点 ま 
で 移動 する 方 法 が ある 。 右腕 まで 移 
陳 し た あと . 巨像 が 腕 を 上 下 に 動か 
し た 麻 、 も っ と も 右腕 が 鹿 に 近づい た 
思 間 に ジャ ンプ する と 、 肛 部 の 出 っ 張 
り を つか め る の だ 。 また 、 右 脳 の 遂 を 
飛び 越え る 方 法 も ある (一 P161) 


婦 広 が る 大 地 …… 歩 み 導 く 並 ぶ 墓 … 巨 大 で は ある が 居る る に 足ら ん ……] 


詳 特徴 と 対策 


馬 の よう な 次 を し た 四 足 歩行 の 巨像 。 鋭く 失っ て いる 長い 足 
が 特徴 的 だ 。 頭 部 か ら 引 部 まで は 体毛 で 覆 わ れ て いる も の 
の 、 前 足 と 後ろ 足 、 腹部 に は まっ た く 体 毛 が 生 えて いな い 。 


062 還 [人 


巨像 の 急所 と 騙 点 


【 前 面 】 


【 側面 


行動 パターン 

ワン ダ に 向かっ て 直進 する よう に 行動 する 。 距 
間 が 近い 場合 は 、 足 を 落 み つけ る 攻撃 を 仕掛 
け て くる 。 ワ ンダ が 正面 に いな い 場 合 は 、 動 き 
を 止め て 旋回 する 。 巨 像 に 矢 を 当て る と 移動 
速度 が 高く な る と いう 性 質 が ある の で 、 近 づく 
の を 待ち きれ な いと き は 活用 する と いい 。 視界 
が 狭い の か 、 ワ ンダ を 見 失う こと が 多い 


ae 


攻撃 方 法 


ワン ダ が 巨像 の 前 方 に いる 場合 は 、 鋭く 失っ た 
前 足 を 地面 に 突き 刺し て くる 。 直 撃 を 避け て も 
地 暫 き で ワン ダ の 体勢 が 崩れ て し まう の で 、 必 
ず 距 離 を 取る よう に 回 避 す る こと 。 ま た. 巨像 
の 背後 に いる と き に は 、 後 ろ 足 で 躍り 飛ば す 攻 
撃 を 仕掛 け て くる 。 攻撃 を 食らう と 吹っ飛ば さ 
れる の で 、 背 後に いる と き は 要 注 意 


ワン グ と 臣 信 右 え の 吉 和 


背中 は 、 至 る と ころ に 体毛 が 生え て いる た め 、 
落下 の 危険 は 少な い 。 た だ し 、 歌 部 を 目指 す 
まで の あい だ 、 巨 像 は 大 きく 体 を 揺らす 。 巨 
像 が 体 を 動か し 始め た ら 、 す ぐに 体毛 に つか 
まる こと 。 ま た 、 急 所 を 攻撃 せ ず に 頭 部 に 到 
達し た 場合 、 巨 像 は 頭 を 大 きく 前 後に 振る 性 
質 が ある 。 こ の まま だ と 札 点 を 攻撃 する の は 
難し い の で 、 頭 を 振り 上 げた と き に わざと 手 
を 苑 し て 背中 へ 落下 。 こ の あと 首 に 移動 し て 、 
さき に 急所 を 攻撃 し た ほう が いい 


振り 落と し 行動 一 覧 
生生 を 大 きく 前 人 に 押 る 
系 人 ワン タタ 頭 に 穏 れ て いる 


生生 | 思 を だ 右 に 拓 し く 振る 
ト 条 作 所 を 斑 、 ワ ンダ が 可 、 
| 出足 を 上 げ て 地面 に 中 きつ ける 
ト 作 ワン ダ が 中 に 触れ て いる 

特 生 | 村 を た お に 近 る 

条件 ワン ダ ザ 厩 に 秀 れ て いる 


対処 法 


ワン ダ が 地下 に 入る と 、 巨 像 は 階段 の 手前 で 
止ま り 、 前 足 で 地面 を 突き 刺す 。 足 を 3 回 突 
き 刺 し た あと 、 地 下 の 中 を 覗き 込む 動作 を 行 
う 。 覗き 込ん で いる と き は 姿勢 が 低く な る の 
で 、 こ の 隙 に 尻尾 か ら よ じ 登 る こと が で きる 
た だ し 、 覗 き 込む 動作 を 行う 前 に 周囲 を 見 回 
すこ と も ある の で 、 焦 っ て 近づか な いこ と 


巨像 攻略 法 


1 一 5 巨像 の 体勢 を 変え る た め 、 ま ず は 地下 へ 。 地 下 に 入る 際 、 巨 像 を 
丘 の 上 まで 誘導 し て お か な いと 、 巨 像 が 覗き 込ん だ と き に 尻尾 に つか まる 
こと は で き な い 。 ア グロ に 騎乗 し な が ら 巨 像 か ら も っ と も 離れ た 場所 に あ 
る 丘 へ と 移動 し て 、 下 馬 後 に 地下 へ 。 そ の まま 反対 側 に ある 階段 か ら 地 上 
へ 出る と 巨像 を 誘導 し や すい 。611 巨像 か ら 身 を 隠し な が ら 、 巨 像 の 
様子 を うか が う 。 巨 像 が 地下 を 覗き 込ん だ 体 替 に な っ た ら 、 一 気 に 近 づ 
て 尻尾 に 向かっ て ジャ ンプ 。 そ の まま 貝 部 を 目指 し て 真っ すぐ よじ 登り 、 
首 に ある 急所 を 目指 そう 。12 一 14 急所 に 刻 を 2 回 突き 刺し て 巨像 の 頭 を 
下げ させ た あと 、 頭 部 へ と 移動 。 急 所 を 攻撃 する と き は 、 立 っ た 状態 の ま 
ま 剣 を 当て て も 問題 は な い 。 ワ ンダ が 頭 部 に いる と 巨像 は 頭 を 大 きく 横 
に 振る の で 、 巨 像 の 頭 に 対し て 横 に な る よう に し が みつ く と いい 。 最 大 ま 
で カ を 溜め て 剣 を 5 回 突き 刺 せ ば 、 巨 像 は 力 を 失っ て 崩れ落ち る 


ハー ドモ ー ド 
調和 足 の 付け 拉 部分 に ひと っ 
ずつ 追加 さき れる 。 ノ ー マ ル モー ド と 
同じ 要領 で 巨像 の 体 に よじ 登り 、 ま 
ず 前 足 の 付け 根 に ある 穫 点 を 攻撃 し 
よう 。 頭 部 に ある 玉 点 か ら 先 に 攻撃 
し て し まう と 、 貞 体 へ 戻る の が 区 し 
く な る の で オス ス メ で き な い 


その 他 の 倒し 方 

地下 の 入口 付近 で 待機 し て いる と 、 巨 
像 の 頭 に ある 六 り が 目 の 前 に 現れ る 
館 り に は ジャ ンプ し て つか まる こと が 
で きる の で 、 よ じ 登 れ ば 頭 部 まで 到 
達 可能 だ 。 また 、 ア グロ 且 乗 中 、 丘 の 
高 さ を 利用 すれ ば 、 立 ち 乗り か ら 後 
ろ 足 に 飛び 移る こと も で きる 


や 


し 
回 


巨像 の 急所 と 双 点 


玉 点 は 両 四 に ひと つ ず つ 、 
そし て 尾羽 の 先 に ひと つ あ 
る 。 両 に ある 斑点 は 、 最 
大 まで 力 を 溜め て 剣 を 

き 刺 せ ば 紋様 が 消え る 。 た 
だ し 、 巨 像 が 羽ばたく こと 
が ある の で 、 移 動 す る だ け 
で も 苦労 する 。 と くに 、 体 
毛 が 達 切れ て いる 部 分 を 移 
動 す る と き は 注意 が 必要 だ 。 
一 方 、 尾 羽 に ある 笠 点 を 攻 
撃 す る と き は 、 巨 像 が 大 き 
く 揺 れる こと は な い の で 簡 
単に 攻撃 で きる 。 ハ ー ド モ 
ー ド で も 留 点 の 数 と 位置 に 
変化 は な いた め 、 対 処 法 は 
ほとん ど 変 わら な い 。 


の 

敵 が 立ち 込め る 清 で 対 財 す る こと に な る 。 湖 に は 、 小 さ な 足 場 が 点 在 し 
て いて 、 足 場 の 上 か ら 巨像 の 体 に し が みつ く こ と に な る 。 そ の た め 、 巨 
像 の 体 か ら 落 下 し て し まっ た 場合 は 、 再 び 足 場 ま で 戻る 必要 が ある 。 


すず 


ワン タ と 区 人 さえ の 


行動 パタ ー ン 


湖 の 中 央 に 突き 出 た 柱 に 鎮座 し て ワン ダ の 様 
子 を うか が っ て いる が 、 矢 を 当て る と 飛び 立っ 
て 上 空 を 旋回 し 始め る 。 ち な み に 、@ ボ タン の 
口笛 に は 反応 し な い 。 旋回 中 は 、 矢 を 当て な 
けれ ば 攻撃 し て くる こと は な く 、 放 っ て お く と 再 
び 柱 に 戻っ て いく 。 巨像 の 体 に し が みつ くに は 、 
矢 を 当て て 巨像 を 読 い 出 さ な け れ ば な ら な い 


【 彰 面 


【 友 仙 面 】 


【 代 面 ! 


攻撃 方 法 


巨像 が 上 空 を 飛び 回 っ て いる と き に 矢 を 当て る 
と 、 急降下 か ら 体 当たり を 仕掛 け て くる 。 巨 像 
は 必ず ワン ダ の いる 足場 の 上 を 通り 抜け る た 
め 、 中 央 の 足場 っ て いる と き に じ 
いる と 直撃 を 食らう こと に な る 。 た だ し 、 巨 像 
の 体 が ぶつ か る 直前 に ジャ ンプ し て 夏 に つか ま 
れ ば 、 ダ メー ジ を 食らう こと は な い 


【 徐 面 】 


巨像 の 体 に つか まっ て いる あい だ は 、 巨 像 が 
特別 な 行動 を 起こ すこ と は な い 。 ワ ンダ が 落 
下 し な い 限 り 、 湖 の 上 空 を 旋回 し 続け る 。 た 
だ し 、 巨 像 は 猛 ス ピー ド で 上 空 を 飛び 回 っ て 
いる の で 、 巨 像 か ら 少し で も 足 が 難 れる と 
一 瞬 で 吹き 飛ば され て し まう 。 そ の た め 、 軽 
率 な ジャ ンプ は 控え た ほう が いい 。 ま た 、 列 
ば た き 時 の 揺れ と 、 旋 回 中 の 傾き に は 要 注 意 


振り 落と し 行動 一 覧 
本 全く 貢 を 明 み 、 右 回 り で 一 回転 する 
し 半 全 右 の 貢 の 玉生 する 


因 生 | 由 く 黄 を 垂 み 、 左 回 り で 回 転 する 
上 条 作 だ の 買 の 点 を 攻撃 する 


対処 法 


まず は 、 上 空 を 旋回 し て いる 巨像 に 矢 を 当て る 
必要 が ある 。 巨 像 の 移動 先 に 狙い を 定め る と 
高 確率 で 矢 を 当て られ る 。 巨 像 注視 を 使い つ 
つ 、 巨 像 が 近づい た 瞬間 に 矢 を 射る の も 手 だ 
体 当 た りさ れる 了 間 、 足 場 の 上 か ら 負 の 付け 
根 に ある 体毛 に ジャ ンプ し て 玉田 ボ タン を 押せ 
ば 、 巨 像 に し が みつ く こ と が で きる 


ハー ドモ ー ド 

午 点 の 数 は 増え ず 、 乱 所 が 追加 され 
る こと も な い 。 ま た 、 行 動 バ パターン 
や 攻撃 方 法 に も 変化 は な い の で 、 基 
本 的 な 攻略 法 は 、 ノ ー マ ル モー ド と 
変わ ら た だ し 、 巨 像 の 体力 が 
増え て いる の で 、 倒 すま で に 必要 な 
攻撃 回 数 が 増え る 点 に 注意 し た い 


その 他 の 倒し 方 
巨像 の 体 に し が みつ く た め に は 、 体 
当たり を 請 発 させ る し か な い 。 争 座 
中 に し が みつ いた り 、 置 物 か ら 飛 び 
つく こと は で き な い の だ 。 ち な み に 
スタ ー ト 地点 の 高台 か ら 巨 像 に 矢 を 
当て る と 、 巨像 が その 場 で 夏 を 羽 ば 
た か せ て 風 を 巻き 起こ す 動作 を 


巨像 攻略 法 


1 一 4 湖 に 足場 が 並ん だ 場所 は 6 ヶ所 ある 。 ま ず は 、3 つ 足場 が 並ん だ 場所 へ と 

移動 。 中 央 に ある 足場 の 上 に 立ち 、 鏡 座 する 巨像 に 矢 を 当て よう 。 巨像 が 上 空 を 旋 

回 し 始め た ら 、 再び 矢 を 当て て 体 当たり を 誘発 させ 、 外 の 付け 根 に 向かっ 

ジャ ンプ 後 、 す ぐに H1 ボ タン を 押し 続け れ ば 、 簡 単に 巨像 の 体 に つか まれ る 。 5 一 7 

巨像 の 体勢 が 落ち 着い た ら 、 舞 に ある 弱点 へ 。 風 で 体 が 後方 に 流さ れる の で 、 や や 斜め 

に 移動 する よう に し て に 移動 する と いい 。 玉 点 を 攻撃 する と 巨像 は 体 を 1 回 転 さ 

で 、 腕 力 を 大 幅 に 消耗 し て し まう 。 無駄 な 腕力 消費 を 抑え る た め 、 必 ず 最 大 まで 力 を 溜め て 

ら 剣 を 突き 刺 そ う 。 紋 様 が 消え た ら 、 育 中 に 移動 し て 腕力 を 回 復 。8 一 14 同じ 手順 で 逆 側 の 

夏 に ある 融点 を 攻撃 。 背 中 で 腕力 を 回 復 後 、 ゆ っ くり と 歩き な が ら 尻 尾 へ 。 尻尾 に いる と き は 巨 
像 が 体 を 激しく 動か すこ と は な い 。 最 大 まで 力 を 溜め て 剣 を 3 回 突き 刺 せ ば 巨像 を 倒せ る 


先 


ジャ ンプ 


影 
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ー ル 


内 
人 彰 嘱 請 上 / 
NN wi 
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巨像 の 急所 と 騙 点 


中 の 2 ヵ所 で 急所 は 

な い 。 和 到 点 を 目指 す た め 
に は 、 可 か ら よ じ 登 る こと 
に な る 。 た だ し 、 胡 は 巨像 
が 歩く た びに 大 きく 揺れ 動 
く の で 登る に は 時 間 が か か 
る 。 頭 部 を 目指 す の で は な 
く 、 髪 か ら は 鎮 骨 付 近 

に 移動 し た ほう が い 

い 。 先 部 に あ 

る 表 点 を 攻撃 し 

て 、 肩 か ら 背中 に 
飛び 降り る と 効率 

が いい 。 ハー ドモ 

ー ド で は 左手 の 甲 に 

処 点 が 追加 され る が 、 痛 
中 や 胴体 か ら 左 手 に 移動 す 
る の は 難し い の で 、 直 接 左 
手 に つか まる の が 得策 。 


の 人 ペー の 
地下 に ある 神殿 の よう な 場所 。 何 層 に も 区 分 され た 外壁 は 観客 席 の よう で 、 


劇場 を 思わ せる 構造 と な っ て いる 。2 列 ある 石壁 は 腕 く 、 巨像 が 煎れ 
で 簡単 に 崩れ る 。 ま た 、 奥 に ある 建造 物 に は 身 を 隠せ る 空間 が ある 。 


四面 図 


攻撃 方 法 
の 距離 に 応じ て 、 足 で 踏み つけ る 攻 
撃 と 右 胸 を 叩き つけ る 攻撃 を 使い 分 ける 。 ワ 
ンダ と の 距離 が 近い 場合 は 足 の 踏み つけ 、 遠 
い 場 合 は 右腕 を 叩き つけ て くる 。 ま た 、 巨 像 
の 足下 に いる 場合 は 、 左 右 の 足 で 3 度 地面 を 
踏み つけ る こと も ある 。 こ の 攻撃 は 、 振 動 で 
も ダメ ー ジ を 食らっ て し ま 


ワン ダ 


上 半身 は 体 
は 体毛 が 


も の の 、 両 足 
5 手の甲 以外 、 体 
毛 は 生え て いな い 。 ま た 、 し が 


つい て いる と 


体 を 激しく 動か すこ と が 多い 
つか まっ て いる と き は 暴れ る 時 間 が 
腕力 の 消耗 が 著しい 

体 の 揺れ を 状況 
じ て 剣 を 刺す の も 手 だ 。 腕力 が 残り 少な い 
き は 、 肩 に 移動 する の が 無難 。 肩 は 水 
い の で 、 腕 力 の 回 


振り 落と し 行動 一 覧 
本 隔 み か ら 天 を 大 きく 全 ろ に 反 る 
系 件 ワン ダ 頭 、 首 に 艇 れ て いる 


前 届 み に な り 、 胸 を 左右 交互 に 補 き 出す よう に 振る 
系 作 ワン ダ が 調 中 に 触れ て いる 

条 基 | 用 を 大 きく 円 を 揮 く よう に 動かす 

条 伯 ワン ダ が 右 販 に 航 れ て いる 

条 天 | 過大 きく 円 を 洗 く よう に 生か す 

委 作 ワン ダ が を 誠に 触れ て いる 

生 天 | 手 を 質 の 近く まで 上 げ て . 圭 い よく 下 に 振る 
素 作 ワン ダ が 右腕 右手 に 触れ て いる 

手 を 願 の 近く まで 上 げ て 、 勢い よく 下 に 振る 
条件 ワン ダ が 左 朋友 手 に 触れ で いる 


対処 法 


隊 点 に 到達 する に は 、 ま ず 胡 に つか まる 必要 
が ある 。 た だ し 、 奥 に ある 建造 物 に 隠れ て 巨 
像 が 覗き 作 を 行わ な い 限り 、 明 に つか 
まる こ 建造 物 の 1 階 部 分 に あ 
る 柱 の 裏 に 隠れ て いる と 、 巨 像 が 中 を 覗き 込 
ん で 盟 が 地面 に 触れ る 。 こ の 隙 を 逃さ きず に 名 


くれ ず 、 奥 に ある 建造 物 へ 。 途 中 に ある 
リ り 着 いた ら 、1 階 部 分 に あ 
巨像 が 覗き 込ん で きた ら 、 胡 
すぐ に 鎖骨 付近 へ と 移動 。 巨 像 が 立 
胸 に 着 


ハー ドモ ー ド 

左手 の 甲 に 昼 点 が 追加 され る が 、 巨 
像 の 肩 や 上 腕 部 分 か ら 移動 する の は 
田 苑 。 巨 像 が 建造 物 を 理 き 込む と き 
に 左手 を 地面 に つく の で 、 
公 を 突き 判 す の が 得策 だ 

突き 刺し た ら 再 び 剖 造物 に 
じ 過 程 を 織り 返す と 効率 が いい 


その 他 の 倒し 方 

右腕 に し が みつ いて いる と 、 巨 像 が 
振り 払 お うと し て 有 腕 を 振り 上 げ る 
じつは 、 こ の と き に ジャ ンプ する こ 
と で 通常 より も 人 か 上 空 へ 飛ぶ こと 
が で きる の だ 。 一 気 に 豆 部 に 到達 で 
きる の で 試す 価値 は ある 。 上 胸 部 付 
近 で ジャ ンプ する と 成功 し や すい 。 


いか ず ち 旗 つ 流 級 


水中 に 潜む 


湖 に 双 る 状 


y. 


【 第 7 の 巨像 


特徴 


巨像 の 急所 と 双 点 


背中 か ら 突 き 出 た 3 本 の 背 ビ 
レ の 根本 に 急所 が ある 。 背 
ビレ は 一 定 の 間隔 で 電気 を 
発し て いる の だ が 、 急 所 に 
一 定 の ダメ ー ジ を 与え る と 、 
黒く 変色 し て 電気 を 発し な 
く な る 。 剣 を 構え て 力 を 溜 
め た 際 、 ワ ンダ が か け 声 を 
発し た と き に 創 を 突き 刺 せ 
ば 、 一 撃 で 機能 を 停止 で き 
る の で 党 え て お こう 。 税 点 
は 頭 部 に ひと つ 。 尾ビレ に 
し が みつ き 、 背 ビレ の 女 所 
を 攻撃 し な が ら 頭 部 を 目指 
すこ と に な る 。 ハ ー ド モー 
ド で も 急所 と 翌 点 の 数 と 位 
置 は 変わ ら な い 。 


ステ ー ジ 


衣 寂 に 包ま れ た 巨大 な 沼 。 あ た り は 暗く 、 水 の 透明 度 は 低い 。 足場 は ほ 
と ん ど な く 、 中 央 に 螺旋 状 の 塔 が 建っ て いる だ け だ 。 戦 闘 中 は 地上 を 動 
き 回 る 必要 は な く 、 水 面 で つか まる チャ ンス を うか が うこ と に な る 。 


パターン 

水中 深く を 泳ぎ 続け て いる が 、 ワ ンダ を 発見 す 
る と 水面 近く まで 浮上 し て くる 。 ワ ンダ の 姿 に 
気づい た と き に は 巨像 の 目 が 赤く 光る 。 ま た 、 
小さ な 喰 り 声 を 発する の で 、 音 に も 注意 を 払っ 
て お こう 。 ワ ンダ は 水中 で は 迅速 な 移動 が で き 
な い の で 、 巨 像 が 近づい て くる 瞬間 を 見 逃さ ず 
早め に 対応 する よう に 心がけ た い 


【 吉 休 面 】 


【 人 面 】 


攻撃 方 法 


電気 を 幕 び た 背 ビレ が 巨像 の 唯一 の 武器 。 電 
気 を 発する と き は 、 背 ビレ が 黄色 く 発 光 す る 
水面 に 浮上 し て くる と き は 、 電 気 を 発し な が 
ら ワ ンダ に 近づい て くる 。 ワ ンダ が 巨像 の 体 
に つか まっ て いる と き に も 、 一 定 間隔 で 背 ビ 
レ か ら 電 気 を 発する の で 、 背 ビレ に 近づく と 
き に は タイ ミン グ を 見 計ら う 必 要 が ある 


ンタ と 目玉 右 え の 電 


巨像 の 占 や 側面 か ら 伸 びる ヒレ に つか まる こ 
と は で き な い 。 ワ ンダ の 姿 を 見 つけ な い 限 り 、 
巨像 は 沼 の 奥深 く を 泳ぎ 続け る 。 ワ ンダ が 巨 
像 に つか まっ て も 動き を 止め る こと は な く 
潜水 と 浮上 を 結 り 返す 。 た だ し 、 巨 像 に つか 


まっ て か 衝 間 が 経過 する と 、 水 中 深く 
に 潜行 し て し まい 、 呼 吸 が 続か な く な っ て 必 
ず 手 を 苑 し て し まう こと に な る 。 巨 像 が 潜水 


する まえ に 頭 部 に 到達 し 、 弱 点 に 剣 を 突き 刺 
せる か どう か が 勝敗 の 行方 を 左右 する 


振り 落と し 行動 一 覧 
生生 思 を 上 下 に 事 し く 振ら 
生 作 ワン ダ が 頭 に 秀 れ て いる 


生生 | 沙 中 束 く まで 汗 す る 
素 件 ワン ダ が 候 信 に つか まっ て か ら 5 一 定量 間 が 棄 過す る 


対処 法 
巨像 が 水面 


こう 。 体 に し が み 
動い て 定期 的 に 背中 部 分 を 水上 へ 出す 。 この 
隙 に 頭 部 を 目指 し て 移動 。 た 巨像 が 水中 
に 潜る と き は すぐ 体毛 に つか ま 


3 

譜 の 数 と 位置 は 変わ ら な い の で 、 ノ 
ー マ ル モー ド と 同じ 対処 法 で 問題 は 
な い 。 た だ し 、 電 気 の 感 カ は 比較 に 
な ら な い ほ ど 高く 、 連 続 で ダメ ー ジ 
を 食らう だ け で ゲー ム オ ー バ ー と な 
て し 価 重 な 行動 を 心がけ て 
確実 に ダメ ー ジ を 与え る こと 


その 他 の 倒し 方 


k を 始め る 。 だ が 、 頭 部 に ギリ 
1 


リ ま で 近づい た 状 馬 で 3 つ 上 の 
攻撃 する と 、 巨 像 が 頭 を 振動 作 
便 完 さ せる た め 、 潜 水 を 行わ な く 


リ 、 一 気 に ト ド メ を 幣 せ 


間 深 く 桶 の 底 に 閉じ 込め られ た 万 必 …- 壁 つた う 影 


巨像 の 急所 と 符 点 


すべ て の 足 に 急所 が あり 、 
巨像 が 壁 に つか まっ て い 
る と き に 弓 で 射 抜く と 、 
その 足 を 壁 か ら 離 すこ と 
が で きる 。 と の 足 で も い 
い の で 2 本 の 足 を 射 抜 け ば 、 
巨像 を 地面 に 叩き 落と し 、 
ひっ くり 返す こと が 可能 だ 。 
玉 点 は 腹部 に 2 ヵ所 。 胸 と 下 
腹部 に ひと つ ず つ あ る が 、 
どちら の 玉 点 か ら 攻 撃 し て 
も 問題 は な い 。 ま た 、 ハ ー 
ドモ ー ド で も 玉 点 の 数 と 位 
置 は 同じ 。 急 所 の 数 と 位置 
攻撃 し た と き の 反 応 も 変化 
は な く 、 ノ ー マ ル モー ド の 
攻略 法 が その まま 通用 する 。 


2 

戦い の 症 台 と な る の は 、 関 技 場 の よう な 円 柱状 の 建物 。 中 央 の 広場 は 吹 
き 抜け と な っ て いて 、 周 囲 を 建物 が 包み 込む よう な 構造 と な っ て いる 。 建 
物 内 は 、 階 段 で 各階 に 移動 可能 で 、 巨 像 が 内 部 に 入っ て くる こと は な い 。 


ーー 一 


五 面 図 


ワン タ た と 医 仁 さえ の 得 上 


【 面 1 


【 左 仙 面 ] 


【 誠 人 面 」 


行動 バタ ー ン 

中 央 の 広場 を 徒 往 し て いる が 、 ワ ンダ を 発見 す 
る と 壁 を 登っ て 近づい て くる 。 弓 を 射る か 、@⑳ 
ボタ ン を 押し て 口笛 を 吹け ば 、 わ ざと 気づか せ 
る こと が 可能 。 ワ ンダ が 建物 内 に いる と き は 、 
直接 攻撃 を 仕掛 け て くる こと は な い が 、 地面 に 
いる と き に 尻尾 側 に 近づく と 、 尻 尾 で な ぎ 払う 
よう な 攻撃 を 仕掛 け て くる の で 注意 


【 和 面 】 


攻撃 方 法 
ワン ダ に 向かっ て 口 か ら 交 弾 を 3 連続 で 発射 す 
る 。 交 弾 は 、 着 弾 する と 周囲 に 黄色 い ガ ス の 


よう な も の を 発生 させ る 。 ガ ス に 近づく と 抑 ス 
ビー ド で 体力 を 礁 わ れる の で 、 税 間 に 近 づか な 
いこ と 。 ま た 、 ガ ス は 壁 を 通り 抜け る の で 、 座 
物 内 に 隠れ て いる と きも 注意 が 必要 。 ガ ス か ら 
大 きく 距離 を 取る よう に 回 避 し よう 


体毛 が 生え て いる の は 腹部 だ け で 、 ひ っ くり 返 
さ を な い 限り 、 巨 像 の 体 に つか まる こと は で き な 
い 。 壁 に 張り つい て いる と き に 2 ヵ所 の 急所 を 
稚 で 射る と 、 地面 に 落と し て ひっ くり 返す こと 
が で きる 。 た だ し 、 ひ っ くり 返っ て いる 時 間 は 、 
落と し た と き の 高 さ に 応じ て 変化 。 最 上 階 まで 
お びき 寄せ て 地面 に 叩き 落 せ ば 、 翌 点 に 刻 を 4 
回 突き 刺す こと も 可能 と な る 


振り 落と し 行動 一 覧 
| 体 を に 括る 
し 条件 ワン ダ 頭 、 下 に 秀 れ て いる 


対処 法 

慌 点 を 攻撃 する た め に は 、 巨 像 を 
き 寄 せ た あ と 、 急 所 を 2 ヵ所 射 抜い て 地面 に 落 
と す 必 要 が ある 。 巨像 は 地面 に 落ち る と ひっ く 
り 返 り 、 一 定時 間 も が き 続け る の で 、 こ の 隙 に 
玉 点 を 攻撃 。 矢 を 射る と き は 、 壁 が 崩れ て いる 
場所 か 格子 の 外側 が 最適 。 格子 の 外側 へ は 、 
前 転回 避 で くぐり 抜け る と いい 」 


ハー ドモ ー ド 

年 点 の 数 と 位置 は ノー マル モー ド と 同 
じ だ が 、 互 像 の 体力 は 飛躍 的 に 増え 
て いる 。 尻尾 に よる 攻撃 を 食らう と 
大 幅 に 体力 が 減る の で 、 玉 点 を 攻撃 
する と き は 深追い せ ず 、 起 き 上 が り 始 
め た ら す ぐに 塞 物 内 に 和 逃げ 込む こと 
少し 騰 病 な くら い が 丁 度 いい 


巨像 攻略 


1 一 3 巨像 を 地面 に 叩き 落す た め 、 建 物 の 最上 階 か ら 矢 を 当て る か 
口笛 を 像 を お びき 寄せ よ 巨 側が ワン ダ が い 

を 目指 し て 璧 を 上 
4 一 7 巨像 の 急所 を 狐 
つ 目 の 急所 を 身 前 転回 避 
か っ て 落下 。 そ の まま 地面 に 着地 する と 大 ダメ 
直前 に 必ず 格子 外側 の 縁 を 8 一 14 
腹部 に 登り 、 ま ず は 下腹 部 に ある 時 点 を 攻撃 
すぐ に その 場 か ら 離 れ 
PD 簡単 に 判別 が 可能 だ 。 巨 1 
逃げ 込み 、 最 上 階 に 移動 し て 再度 巨像 を 地面 に 落と 


つね に 細心 の 注意 を 


その 他 の 倒し 方 

巨像 が 加 を 登っ て きた 陣 、 足 の 急所 
を 射 抜く 以外 に も 地面 に 突き 落と す 
方 法 が ある 。 腹 部 に 矢 を 3 本 射る こ 
と で 、 巨 俺 を 落下 させ られ る の た 
格子 か ら 腹 部 が 見 える 位置 まで 巨像 
を 請 導 すれ ば 、 至 近 距 離 か ら 矢 が 射 
れる の で 、 人 所 を 班 う よ り も 簡単 だ 


作 ス 
人 の 
MID UN いい 


7 
人 W 


木々 が 育た め ぬ 大 地 …… 洞 意 に 工 る 静か を る モノ 


巨像 の 急所 と 到 点 


【 備 面 】 


足首 の どれ も が 急所 に な っ て いる が 、 通 常 の 状態 で は 外 疫 に 隠れ て いて 攻 
加 す る こと が で き な い 。 巨像 を 間欠 泉 ま で お びき 寄せ て 、 間 欠 泉 を 腹 に 
当て れ ば 急所 が むき 出し と な る の で 、 こ の と き が 急所 を 攻撃 する チャ ンス 。 
急所 を 弓 で 射 抜け ば 、 巨 像 を ひっ くり 返す こと が 可能 だ 。 双 点 は 頭 部 に あ 
る 1 ヵ所 の み 。 巨像 に つか まっ た ら 、 頭 部 を 目指 し て 進ん で いこ う 。 ハ ー ド 
モー ド で も 明 点 の 場所 は 頭 部 の み 。 攻 略 法 は ノー マル モー ド と 変わ ら な い 。 


トニ スコ エモ ココ | 


と ルー し 4 

昧 い 雲 に 種 われ た 、 デ 荒れ 果て た 土地 。 各 所 に は 間欠 泉 が あり 、 定 期 的 に 
水 が 勢 いよ く 噴 き 出す 。 間欠 泉 に ワン ダ が 触れ る と 、 大 きく 吹っ飛ば さ 
れ て し まう の で 、 間 欠 泉 周辺 を 移動 する と き は 十分 に 注意 し た い 。 


Re 


【 仙 面 】 


【 右 仙 面 』 


行動 パタ ー ン 

ワン ダ を 追い か け な が ら 、 頭 部 か ら 光 弾 を 発射 
し て くる 。 一 定 以上 離れ る と 交 弾 を 発射 し な く 
な り 、 距 離 を 詰め よう と 移動 を 始め る 。 そ の た 
め 、 巨 像 を 誘導 する と き は 大 きく 距離 を 取る の 
が 基本 と な る 。 ワ ンダ が 巨像 の 側面 に 移動 す 
る と 、 徹 妙 に 前 進 し な が ら 旋 回 を 行う 。 誘 導 す 
る と き は 、 こ の 動き を 考 護 する こと 


ウン タ と 区 信二 え の 凶 


腹部 は 体毛 で 覆 わ れ て いる も の の 、 手 足 と 甲 
容 部 分 に は 体毛 が 生え て いな い 。 甲 編 部 分 を 
移動 する 際 は 、 巨 像 が 左右 に 体 を 振る 動き に 
意 。 甲羅 に は 突起 が ある た め 、 落 下す る 危 
険 は 少な い が 、 巨 像 が 体 を 動か し た ら 念 の た 
めす ぐに し ゃ が むこ と 。 席 点 を 攻撃 する と き 
は 、 巨 像 の 残り 体力 に よっ て 頭 の 振り が 変化 
する 。 剣 を 突き 刺し て も 動き を 止め られ な い 


ら カ を 溜め 始め 
] を 突き 刺 そ う 


振り 落と し 行動 一 覧 
重男 を 上 に 挟 る 

素 作 ワン ダグ が 了 、 原 に 多 れ て いる 
生生 四 を お に 押 る 

伯 人 カゲ 分 以下 で ワン ダ が 要 


生生 休 を た お に 潮 し く 振る 
【 後 面 】 系 作 ワン ダ が 請 中 、 羽 属 に 秀 れ て いる 


区 れ て いる 


攻撃 方 


ワン ダ を 一 定 の 距離 に 捕らえ 頭 部 か ら 光 
弾 を 4 連続 で 発射 する 。 発 射 を 確認 し て か ら 避 
ける の は 困難 な の で 、. 巨像 の 正面 で は 立 
ま ら な いこ と 。 ま た 、 ワ ンダ が 至近 引 
合 は 、 前 足 を 振り 上 げ て 員 
踏み つけ る 前 に 巨像 は 体 を 大 きく 沈ま 
で 、 こ の 動作 を 行っ た ら す ぐに 避難 し よう 


吹き 飛ば され て し ば らく 動け 
た だ し 、 ア グロ に 騎乗 し て い 


た ら 、 す ぐに アグ ロ に 乗っ て 走り 出す と 
像 が 間欠 泉 に 真っ すぐ 進む よう に 調節 
中 離 を 取り 、 間 欠 泉 へ と 誘導 し よう 
利 を 活用 する と 誘導 し や すい 


みつ け よ う 


た すぐ は 
巨像 注視 を 使え ば 
像 に 


アグ ロ に 騎乗 し て 移 
背 


距離 を 取 ろ 


り 開始 。 巨 像 を 間欠 泉 ^ 
置 を 確認 し や すい 
2 グロ か ら 降 り て 
4 一 7 巨像 に 間欠 泉 が 当 た 

巨像 は 体勢 を 崩 【 
と 巨像 は ひっ くり 返 


と 誘導 する よう 
巨像 が 間欠 泉 に 近 づ 
巨像 の 真下 へ と 移動 【 
足首 の 急所 を 


いる 巨像 の 6 


で きる だ け 接 近 し て 確 


B-14 甲羅 


尻尾 側 か 


を 駆け 抜け 
り 終 わっ た と き に 力 を 溜め 始 


動き 


ハー ドモ ー ド 

玉 点 の 数 と 位置 は 変わ ら な い の で 、 攻 
略 法 に 楼 化 は な い 。 た だ し 、 巨 像 の 
体力 が 大 幅 に 増え て いる の で 、 硫 点 
を 攻撃 し て いる 最 中 に 腕力 を 消耗 し 
きっ て し まう こと が ある 。m 部 に し 
が みつ く こ と 幸せ ず 、 甲 思 の 上 
に 移動 し て か ら 腕 力 を 回 復 さ せよ う 


その 他 の 倒し 方 

間欠 泉 を 利用 し な い 限 り 、 巨 像 の 琶 
点 に 到達 する こと は で き な い 。 そこ 
で 、 こ こ で は 巨像 が 光 弾 を 発射 し な 
く な る 埋 法 を 伝授 。 巨像 か ら 訣 れ た 
あと 、 横 乗り を 駆使 し て アグ ロ の 陰 
に 胡 れる と 、 巨 像 が ワン ダ を 見 失っ 
て 光 弾 を 発射 し な く な る の だ 


ンダ と 目 信 右 え の 入 


預 立 し た 夏 岳 友 と と も に 大 地 を 


人 


当 見 せ ぬ 幸 時 


司 特徴 と 対策 


蛇 の よ うな 長い 体 を 持ち 、 地 中 を 移動 し て フワ ンダ に い か か 
る 。 背中 は 一 面体 毛 で 覆 わ れ て いる が 、 動き を 止め な い 限り 
は し が みつ く こ と が で き な い 。 巨大 な 目 が 最大 の 特徴 だ 。 


Ox 語 - 昌 昌 】 


巨像 の 急所 と 点 


層 点 は 育 中 に 2 
る 。 背中 は 体毛 で 種 わ 
れ て いる の で 、 巨 像 の 動 
き を 止め ある こと が で きれ 
ば 、 選 点 を 攻撃 する の は た 
や すい 。 尻 尾 側 と 頭 側 、 ど 
8 点 か ら 攻 撃 し て も 
問題 は な い 。 ま た 、 急 所 
は な い が 巨 像 の 目 を 
矢 で 射 抜く と 、 巨 像 は 
真っ すぐ に し か 進ま 
な く な る 。 直 進 し 続け 
て 巨大 な 柱 や 周囲 の 壁 に 
ぶつ か る と 、 地 面 か ら 飛 
び 出 し て 動き が 止ま る の 
で 、 型 点 を 放 撃 する 隙 を 作 
出せ る 。 た だ し 、 ア グロ 
に 騎乗 し な が ら 戦 わな けれ 
ば 勝機 は な い 


ステ ー ジ 
洞窟 内 に ある 、 砂 で 竹 わ れ た 円 形 の 広場 。 地 面 の 凹凸 は ほとん ど な く 
いく つか の 巨大 な 岩 が ある だ 視界 を 遮る も の も 和 皆無 
し て いる 小さ な 岩 は 、 巨 像 が ぶつ か っ た だ け で 簡単 に 砕 7 


行動 パタ ー ン 


ワン ダ が 広場 に いる と き は 、 ど ん な 場所 に いて 
も ワン ダ の 位置 を 感知 し て 追い か け て くる 。 地 
中 を 移動 する スピ ー ド は 荻 異 的 で 、 ア グロ に 騎 
乗 し て 最高 速 で 移動 し な けれ ば 簡単 に 追い つ 
か れ て し まう 。 大 き な 岩 の 近く に ワン ダ が いる 
場合 は 、 岩 を 避け る よう に 周囲 を 旋回 し 続け る 
の で 、 体 力 を 回 復 する と き に 活用 し よう 


【 面 】 


【 側面 】 


攻撃 方 法 

巨像 の 攻撃 方 法 は 単純 明快 。 ワ ンダ を 追い か 
け て 体 当たり を 仕掛 け て くる だ け だ 。 移 動 自 体 
が 攻撃 方 法 と いえ る 。 進行 方向 に 小さ な 岩 が 
あっ て も 、 岩 を 砕き な が ら 移 動 を 行う 。 こ の と 
き 、 移 動 速 度 が 落ち る こと は な い 。 ア グロ に 馬 
乗 し て 移動 し て いる 場合 、 あ る 程度 時 間 が 経過 
する と 、 口 を 開い て 飛び か か っ て くる 


ワン タダ と 区 信吉 え の 間 和 


地 中 に 潜ん で いる 珍し い 巨 像 。 ワ ンダ を 追い 
か ける よう に 地 中 を 動き 回 っ て いる た め 、 全 
身 像 を 把握 で きる 横 会 は 少な を い 。 た だ し 、 目 
を 射る と 壁 に 衝突 し て 、 無 防備 に 背中 を 地上 
に 出す 。 激 突 後 は 動き を 止め る の で 、 翌 点 を 
攻撃 する こと が で きる よう に な る 。 地 上 に 出 
て いる と き は 、 と き 折 り 大 きく 動く こと が あ 
る た め 、 頭 側 の 席 点 付近 に いる 場合 は 注意 が 
必要 だ 。 ま た 、 頭 側 は 巨像 の 動き が 激しい の 
で 、 中 央 側 に 位置 取る よう に 心がけ よう 


振り 落と し 行動 一 覧 
生生 を 大 きく お に 押 る 
半 伯 各 に 間 突 し た あと 


対処 法 


どん な に 機 往 な 動き を 行っ て も 、 ア グロ に 時 
乗 し な い 限り 、 巨 像 の 追跡 を か わす こと は で 
き な い 。 巨像 は 、 疾 走 中 の アグ ロ に 近づく と 
地 中 か ら 顔 を 覗か せる の で 、 目 を 射 抜く チャ 
ンス が 生ま れる 。 急 角 度 で 障害 物 に ぶつ か ら 
な けれ ば 、 ア グロ は 自動 で 走り 続け る の で 
移動 は アグ ロ に 任せ て 攻撃 に 集中 する こと 


巨像 攻略 法 


1 一 4 アグ ロ に 騎乗 し た 状態 で 待機 し つつ 、 巨 像 注視 を 使っ て 巨像 の 位置 を 確認 。 巨 像 が 近づい 
て きた の を 確認 し た ら 、 急 発進 を 使っ て 走り 出 そ う 。 巨像 の 目 を 射る た め に は 、 あ る 程度 巨像 を 
引き つけ る 必要 が ある 。 巨 像 注視 を 使い な が ら 速 度 調 筋 を 行え ば 、 体 当たり を 食らう こと な く 巨 
像 を 引き つけ られ る 。 巨 像 の 目 を 射 抜く と き は 、 ま ず 巨 像 注視 を 使っ た まま 弓 を 橋 え る こと 。 こ 
の あと 、 巨 像 の 余 に 照準 が 合っ た と き に 琉 還 ボタ ン か ら 手 を 離せ ば 、 簡 単に 狙い を 定め る こと が 
で きる 。 無事 に 巨 信 の 目 を 射 抜い た ら 、 巨 像 の 正面 か ら 回 避 し て お く と いい 。5 一 7 巨像 が 壁 に 
衝突 し た ら 、 ア グロ に 騎乗 し た まま 巨像 の 背中 へ ジャ ンプ 。 ま ず は 尻尾 側 の 型 点 に 力 を 最大 まで 
溜め て 剣 を 突き 刺 そう 。 融点 の 紋様 が 消え る と 、 巨 像 は 地 中 へ と 戻っ て いく 。8 一 13 あと は こ 
れ ま で の 行動 を ぐり 返し 、 ふ た つの 双 点 の 紋様 が 消え る まで 刻 を 突き 刺す だ け だ 。 


いつ エコ | 

万 点 の 数 と 位置 に 変化 は な い 。 た だ 
し 、 巨像 の 攻撃 力 が 高く な っ て いる の 
で 、 巨像 の 目 を 射る まで は 慎重 な 操作 
が 求め られ る 。 体 力も 増え て いる た め 
攻撃 に 時 間 は か か る も の の 、 巨 像 が 
地面 に 潜る 前 に 紋様 が 消え る まで 半 を 
突き 刺 せ る の で 、 焦 る 必要 は な い 」 


その 他 の 倒し 方 

古 像 の 目 を 射る 際 、 じ つ は 目 を 閉じ 
て いる と き に 矢 を 射 っ て も 、 巨 像 の 
視界 を 宝 い 、 壁 に 激突 させ る こと が 
で きる 。 目 印 と を る も の が な い の で 
矢 を 当て る の は 難し い が 、 地 上 に 
を 出し た と き に いつ で も 狙え る と い 
う 利 点 が ある の で 試す 価値 は ある 


四面 図 外 殻 を 剥が すこ と が で きれ ば 、 背 中 に ある 体 
毛 に つか まれ る よう に な る 。 ワ ンダ が 巨像 に 
つか まる と 、 巨 像 は 細か く 体 を 和 
の と き 、 大 きく 揺れ て いる 尻尾 
吹き 飛ば され て し まう の で 要 注 意 。 背 中 に し 
が みつ いて し ば らく する と 、 巨 像 は 必ず 走 
出す 。 療 走 中 も し が みつ き 状 態 を 維持 で きる 
が 、 体 勢 を 大 きく 月 され て し まう 。 た だ し 
世 像 に 対し て 横 6 よう に 位置 取れ ば 、 巨 
像 が 動い て いて も 体勢 を 崩さ ず に 攻撃 で きる 


振り 落と し 行動 一 覧 


人 を 想 か く 左右 に 括る 
【 右 側面 】 【 和 面 系 作 ワン ダ が 下 像 に 角 れ て いる 
行動 バタ ー ン 攻撃 方 対処 法 
は 、 ワ ンダ に 向かっ て 突進 攻撃 を 仕 。 攻撃 方 法 は ワン ダ と の 距離 に 応じ て 変化 。 距 巨像 を 区 火 の あ 
て くる 。 ワ ンダ が 近 距 離 に いる 場合 は 、 璧 が 苑 れ て いる 場合 は 突進 、 距 離 が 近い 場合 ら 松 明 が 落下 
か く よ う な 攻撃 を 繰り 出す 。 ま た 、 は 前 足 の 爪 で ひっ か く よ う な 攻撃 を 繰り 出す 明 を 捨 うこ と が 


を 灯 し た 松明 を 持っ て いる 場合 は 注意 すべ き は 突進 で 、 食 ら うと 吹き 飛ば され て ボタ ン か 人 ポタ ン を 押す と 
一 定 距 離 以 上 は 近づこ うと せ ず 、 徐 々 に 後 ず し ば らく 倒れ た まま と な っ て し まう 。 倒 れ た 際 
さり し て いく 。 痛 中 に し が みつ く と 、 周 辺 を ボタ ン を 連打 し な が ら 左 ステ ィ ッ ク を 素早 く 動 
走り 回 っ て ワン ダ を 振り 落と そう と する か す と 、 立 ち 上 が る まで の 時 間 が 短縮 で きる 


が VRE 

春 点 は ノー マル モー ド と 変わ ら ず 、 背 
中 に ひと つ あ る の み 。 攻略 法 に 変化 
は な く 、 外 享 を 利 が し て 選 点 を 攻撃 
する だ け だ 。 最 大 まで 力 を 溜め て 3 
回 刻 を 突き 着せ ば トド メ を 刺す こと 
が で きる 。 記 に 自信 が ある の な ら ば 、 
台 庫 か ら 下 突き を 識 す の も 一 筐 だ 


その 他 の 倒し 方 

巨 條 を 谷底 に 落と し た と き に 、 巨像 
が 起き 上 が る の を 待た ず 、 飛 び 降 り 
て 例 点 を 攻撃 する 方 法 も ある 。 た だ 
の 体 か ら 落 ち て し まう と 
段差 が な を いた め に 再び 育 中 
非常 に 財 可 と な る 。 相 応 
の 覚 信 を 持っ て 抵 ん で ほし い 


湖 に 浮か ぶ 楽 園 …… い か ず ち を 持つ 静か な る モノ 


巨像 の 急所 と 駿 点 


層 点 は 肢 部 に ある 1 ヵ所 の 
み 。 だ が 、 胸 部 は 水中 に 
隠れ て いる た め 、 巨 像 
の 体勢 を 変え な い 限 
り 、 攻 撃 す る こと は 
で き な い 。 巨像 の 
背後 か ら 体 に し 
が みつ き 、 満 に 
点 在 する 足場 の 
屋根 へ と ジャ ン 
プ 。 その 後 、 巨 像 
が 前 足 を 上 げ る 攻撃 

を 誘発 させ る こと で 弄 
点 へ の 攻撃 が 可能 と な る 。 
また 、 急 所 で は な い が 、 
頭 部 に 生え て いる 微か に 
光る 岩 の よ うな 突起 物 を 
剣 で 攻撃 する と 、 巨 像 の 
動き を 制御 で きる 。 ハー 
ドモ ー ド で も 刷 点 の 数 と 位 
置 に 変化 は な い 。 


ステ ー ジ 
浦 の 奥 に 広がる 美しい 湖 が 戦い の 碁 台 と な る 。 湖 に は 5 つの 足場 が 点 在 し 


て お り 、 そ の うち の 3 つ に は 屋根 が つい て いる 。 屋 根 つ き の 足 場 は 柱 や 人 台 
座 と いっ た 障害 物 が 多い た め 、 巨 像 の 攻撃 を 回 避 す る と き に も 重宝 する 。 


四面 図 


合え の 生 


頭 部 、 そ し て 背中 は 体毛 で 種 われ て 


いる が 、 手 


が 大 きく 体 を 左右 に 動か す 。 また 
ヒ き に は 頭 を 振り 上 げ て 暴れ る ほか 、 旋 回 時 に 
も 体勢 を 月 され が ある の で 注意 が 必要 
だ 。 頭 部 に あ は 前 面 と 左右 に 生え て 
『 面 を 叩く と 巨像 が 、 左 右 を 叩く と 


巨像 が 叩い た 方 向 に 向き を 変え る 


振り 落と し 行動 一 覧 
本 枯 を 上 に 括る 
系 全 ワン ダケ 頭 、 原 に 航 れ て いる 


| 休 を 大 きく 左右 に 無 る 
科 作 ワン ダ が 背中 に 触れ て いる 


対処 法 

まず 、 水 中 を 移動 し て 巨像 の 背後 へ 。 背 後 か 
ら 体毛 を よじ 登り 、 頭 部 の 突起 物 を 剣 で 叩い 
て 巨像 を 屋根 の ある 足場 へ と 誘導 。 足 場 の 手 
前 まで 巨像 を 誘導 させ た ら 、 屋 根 に 向かっ て 
び 移 り 、 中 央 に あ 盾 に し て 交 弾 を 回 
巨像 が 前 足 を 振り 上 げた と き に 胸 
プ し て し が みつ け ば 、 層 点 を 攻撃 で きる 
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その 他 の 倒し 方 

突起 物 を 叩い て 巨 便 を 誘導 し な く て 

も 、 足 場 の 屋根 に 飛び 移る こと が 可 

能 だ 。 巨像 の 人体 に し が みつ いた あと 

頭 部 に は 移動 せ ず に 背中 で 待 林 。 巨 

像 が 足 増 に 近づい た ら 頭 部 へ 移動 し 

て 、 頭 を 振り 上 げた 購 間 に ジャ ンプ も 
これ で 一 気 に 屋根 へ 飛び 移 れる の だ 


し て 
重度 は 高 

き 間 が 大 幅 に 

で きる の で 試す 価値 は 十分 ある 


【 和 弟 13 の 巨像 


巨像 の 急所 と 点 


【 を 仙 面 】 


急所 が 3 ヵ所 も あり 、 腹 部 に ある 白く 膨らん だ 浮き 袋 の よう な 部 位 は すべ て 
急所 と な っ て いる 。 こ の 急所 は 、 弓 を 当て る と 黒く 変色 。 す べ て の 急所 を 射 
抜く こと で 巨像 の 高度 を 下げ る こと が で きる 。 玉 点 は 、 急 所 と 同じ く 3 ヵ所 
あり 、 背 中 に ある 蓋 の よう な 部 位 の 根本 に それ ぞ れ ある 。 蓋 の よう な 部 位 は 、 
世 像 が 地面 に 潜る と き に 閉じ て し まう た め 、 飛 行 中 に し か 攻撃 する こと は で 
き な い 。 ハ ー ド モー ド で も 、 急 所 と 事 点 の 数 と 位置 に 変更 は な い 。 


ステ ー ジ 
広大 な 砂漠 で 巨像 と 戦う こと に な る 。 岩 山 や 障害 物 が ある も の の 、 ア グ 


口 に 乗っ て 巨像 を 追い か ける 分 に は 、 ほ と ん ど 那 魔 に な ら な い 。 巨像 か 
ら ダ メー ジ を 食らう こと は な い の で 、 落 ち 着 いて 対応 する と いい だ ろう 


= = ーー hi 


【 前 面 】 


行動 パタ ー ン 


ワン ダ を 追い か ける わけ で も な く 、 上 空 を 悠 
状 と 飛行 し 続け て いる 。 移 動 速度 は アグ ロ の 
最高 速 と 同 程度 。 ア グロ に 騎乗 し て 巨像 を 追 
いか けれ ば 、 急 所 を 射 抜く こと は た や すい 。 
た だ し 、 巨 像 と の 距離 を 克 め る た め に は 、 巨 
像 の 動き を 把握 し て 、 移 動 方 向 を 予測 し て 近 
づく 必要 が ある 。 巨像 注視 を 活用 する こと 。 


【 後 面 


【 右 仙 面 】 


攻撃 方 法 


ワン ダ に 対し て 攻撃 を 仕掛 け て くる こと は な 
い 。 ダメ ー ジ を 食らう こと が ある の は 、 巨 像 
の 体 か ら 落下 し た と きだ け だ 。 巨 像 の 体 に し 
が みつ いた あと 、 一 定時 間 が 経過 する と 巨像 
は 地 中 に 潜る と いう 性 質 が ある 。 こ の 際 、 巨 
像 の 体 に まつ か る と ダメ ー ジ を 食らう の で 、 
地面 に 潜る 直前 に わざ と 落下 する の も 手 だ 。 
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背中 が 一 面体 毛 に 竹 わ れ て いる た め 、 巨 像 の 
体 に し が みつ く こ と が で きれ ば 、 落 下 の 危 険 
は ほとん ど な い 。 ま た 、 巨 像 が 体 を 大 きく 畠 
ら す こと は な い の で 、 体勢 を 月 され る こと も 
皆無 だ 。 た だ し 、 事 点 の 紋様 が 消え た と き に 
巨像 は 左右 に 傾い た あと 回 転 す る の で 、 こ の 
と きだ け は し っ か り と 体毛 に し が みつ く こと 。 
胴体 部 分 へ 移動 し た あと に 地面 へ 落ち て し ま 
うと 、 急 所 へ の 攻撃 か ら や り 直 し に な っ て し 
まう の で 情 重 に 行動 し よう 。 


振り 落と し 行動 一 覧 


還 天 | 全体 を 右 回 り で 一 回 転 させ る 
上 条 作 いずれ か の 入 点 の 旨 が 消え る 


対処 法 


急所 を すべ て 矢 で 射 抜く と 、 巨 像 は 低空 を 飛 
行 す る よう に な る 。 巨 像 は 、 鋼 が 地面 に 接地 
する よう に 飛行 する の で 、 ア グロ に 騎乗 し て 
近づき 、 タ イミ ング を 見 計ら っ て 夏 へ と 飛び 
移 ろ う 。 夏 に し が みつ く と 、 巨 像 は 有 を 広げ 
て 上 空 へ と 飛び 立つ 。 夏 か ら 背中 へ 飛び 移 れ 
ば 、 隊 点 を 攻撃 で きる よう に な る 。 


ムコ た て 
旬 所 と 葬 点 の 数 と 位置 は 変わ ら な い の 
で 、 ノーマ ルモード の 攻略 法 が 通用 す 
る 。 巨像 か ら ダ メー ジ を 食らう こと は 
な い の で 、 注 意 点 は 皆無 。 ち な み に 、 
玉 点 の 紋様 を 消す た め に は 刻 を 3 回 突 
き 刺 す 必 要 が ある の で 、 巨 像 が 地 中 
に 潜る まで に 倒す こと は で き な い 。 


ワン タ と 区 信 右 え の 


巨像 攻略 法 


1 一 5 効率 よく 3 ヵ所 の 急所 を 射 抜 くに は 、 ア グロ に 騎乗 し て 近づく の が 
いち ば ん 。 巨像 の 進行 方 向 を 予測 し な が ら 矢 を 射る と 、 さ ら に 命中 率 は ア 
ッ プ する 。 拓 所 を 攻撃 する 際 に 制限 時 間 は な い の で 、 落 ち 落 いて 行動 する 
よう に 心がけ よう 。6 一 7 急所 を 射 抜く と 巨像 の 高度 が 下がる 。 ア グロ に 
騎乗 し て 近づき 、 巨 像 の 夏 へ と 飛び 移 ろ う 。 尻 尾 側 の 騙 点 か ら 攻 撃 す る と 
効率 が いい の で 、 後 方 に ある 四 に し が みつ く と 無駄 が な い 。8 一 15 夏 に 
つか まっ て し ば らく する と 、 巨 像 は 上 空 へ 移動 する 。 背中 に 飛び 移っ た ら 、 
まず は 尻尾 側 の 憧 点 を 攻撃 。 そ の あと 頭 部 へ 向かっ て 移動 し な が ら 、 育 中 
の 中 心 と 頭 部 近く に ある 編 点 を 攻撃 し よう 。 ち な み に 、 ジ ャ ンプ も を 多 用 し 
な が ら 風 の 勢い を 利用 し て 移動 し な い 限 り 、 巨 像 が 地 中 に 潜る まで に すべ 
て の 形 点 を 攻撃 する こと は 不可 能 。 巨 像 が 地 中 に 潜っ た あと は 、 姿 を 現す 
まで 待機 し 、 再 び 体 に よじ 登っ て 残り の 民 点 に 剣 を 突き 刺 そう 


その 他 の 倒し 方 

世 像 の 急所 を 射 捧 いた と まき 、 ご く 稀 に 
地面 まで 高度 を 下げ る と き が ある 。 こ 
の 状態 の と き は 、 胴 体 部 分 に 直接 飛 
び 移 る こと が で きる の で 、 机 退 時 間 を 
大 幅 に 短縮 する こと が 可能 だ 。 た だ 
し 、 巨像 は すぐ に 高度 を 上 げ て し まう 
の で 、 一 瞬 の 原 を 見 逃さ な いこ と 。 


【 第 14 の 芯 低 】 


特徴 と 対策 


第 11 の 巨像 と 似 た よう な 大 き さ の 小型 巨像 。 獅 子 の よう な 
交 を し て いて 、 全 身 を 堅い 外 殻 で 覆 わ れ て いる 。 移動 速度 
が 高く 、 俊 敏 な 動き で ワン ダ に 襲い か か っ て くる 。 


巨像 の 急所 と 台 点 


品 ロロ 


四面 図 


振り 落と し 行動 一 覧 
生生 を 本 め くだ 
条件 


巨像 攻略 法 


18 円 柱 を 巨像 に 倒さ せな が ら 、 奥 を 目指 し て 進ん で いく 。 巨像 は 一 度 円 柱 に 突進 し た あと は 
みず か ら 2 回 目 の 突 進 を 仕掛 け て くる こと は な い 。 そ の た め 、 円 柱 の 上 に 立っ た 状態 で 矢 を 当て 、 
突進 を 誘発 させ る 必要 が ある 。2 回 目 の 突進 が ぶつ か る と き は 、 円 柱 側面 の 出っ張り に つか まっ て 
お く と 、 円 柱 か ら 落 ちる 心配 が な い の で 安心 だ 。6 本 目 の 円柱 が 倒れ る と 、 壁 が 月 れ て 天井 の ある 
広場 へ と 進め る よう に な る 。 9 一 14 崩れ た 壁 の 正面 に ある 壁 を 登り 、 天 井 へ と 移動 。 巨像 に 矢 
を 当て て 突進 を 誘 え ば 、 天 井 の 一 部 が 崩れ て 瓦 確 が 巨人 の 上 に 落下 する 。 こ の 衝撃 に より 、 巨 像 
の 外 殻 を 剥ぐ こと が で きる 。 こ の あと 、 段 差 の ある 足場 の 上 に 立ち 、 再 び 突 進 を 誘発 させ よう 。 
足場 に 突進 し た 巨像 は し ば らく 動き を 止め る の で 、 こ の 隙 に 背中 に し が みつ いて 太 点 を 攻撃 。 こ 
の 動作 を 繰り 返せ ば 、 手 て ず る こと な く 巨 像 に トド メ を 刺す こと が で きる 。 


124 東和 


ハー ドモ ー ド 

攻略 法 は ノー マル モー ド と 同様 。 恒 
点 の 数 や 位置 に 変化 は な い が 、 ノ ー マ 
ルモード と 比べ て 攻撃 力 が 高く な っ て 
いる の で 、 突 進攻 撃 を 連続 で 食らわ 
な いよ うに 注意 する こと 。 また 、 体力 
も 増加 し て いる た め 、 剣 を 突き 刺す 
回 数 が 多く な る こと も お 忘れ な く 


その 他 の 倒し 方 

撃退 法 で は な い が 、 天 井 の ある 広場 
か ら れ ね て し まっ た と き に 、 水 路 を 
活用 する と 安全 に 戻れ る 。 万 が 一 の 
と き に 役立つ の で 、 覚 えて お いて 失 
は な を い 。 ち な み に 、 容 快感 を 求め る 
な ら ば 、 足 場 か ら 飛 び 降り る 際 、 下 
突き で 玖 点 を 突き 制す と いい だ ろう 


議 特徴 と 対策 


右手 に 剣 を 携え た 人 型 の 巨像 。 剣 に 鋭さ は な いも の の 、 橋 
を 叩き 壊す ほど の 破壊 力 が ある 。 第 1 の 巨像 や 第 6 の 巨像 と 
姿 は 似 て いる が 、 遥 か に 体格 が 大 きく 、 攻 撃 力 も 高い 。 


128 四 計 : 生 人 


巨像 の 急所 と 騙 点 


急所 は 右 肘 に ひと つ あ り 、 頭 部 と 右腕 の 掌 に それ ぞ れ 械 点 が ある 
し 、 右 腕 の 掌 は 人 刻 を 握っ て いる た め 、 掌 か ら 剣 を 落と さ な い 限り 
を 攻撃 する こと は で き な い 。 握 っ た 剣 を 離さ せ 右 肘 の 急所 を 攻 
撃 する 必要 が ある 。 撃 退 の 手順 と し て は 、 ま ず 豆 
その あと に 右腕 へ 移動 。 右 肘 の 急所 を 突き 刺し 
を 目指 すこ と に な る 。 ハ ー ド モー ド で は 、 左 


ステ ー ジ 


左右 を 建造 物 に 挟ま れ た 石 量 の 広場 。 巨 大 な 建造 物 は 、 ふ 
が れ て いる 。 神秘 的 な 雰囲気 を 漂わ せる 建 巨像 
撃 を 利用 する こと で よじ 登る こと が 可能 で 、 上 階 へ も 移動 で きる 


【 仙 】 


行動 パタ ー ン 
世 体 を 感じ させ な い ほ ど 移 動 速度 が 高い た め 
巨像 か ら 次 を 隠す の は 至 苑 の 葉 。 基 本 的 に は 
ワン ダ を 追い か ける よう に 移動 を 繰り 返す 。 歩 
いる と き に 近づく と 振動 で ダメ ー ジ を 食 ら 
正 聞 に 近寄ら な いこ と 。 剣 を 
右腕 を 地面 に 叩き つけ る 
に な る 


攻撃 方 


ワン ダ が 近く に いる 場合 は 、 左右 の 足 に よる 路 
みつ け 攻 撃 を 繰り 出す 。 遠 くに いる 場合 は 、 剣 
を 振り 下ろ す 攻 撃 を 仕掛 け て くる 。 また 、 ワ ン 
ダ が 雄 造 物 の 中 に いる と き は 、 腕 を 水平 に 振り 
回 し て 建造 物 を 殴り つけ て くる 。 さ ら に 、 橋 の 
上 に いる と き は 、 刻 を 叩き つけ て 橋 自 体 を 破壊 
する 。 攻撃 方 法 に 富ん だ 巨像 だ 


ワンダ と 草 さえ の 電 


足 に は 体毛 が 生え て いな い 、 飛びつい て よ 
じ 登 る こと は で き な い 。 た だ し 、 上 半身 の ほ と 
ん ど は 体毛 で 種 わ れ て いる 。 巨 像 の 動き で 注 
意 が 必要 な の は 、 右 腕 の 常に し が みつ いて い 
る と き 。 巨 像 が 歩く だ け で 大 きく 揺れ 、 手 を 顔 
の 近く まで 振り 上 げ て か ら 上 下 に 激しく 振る こ 
と も ある か ら だ 。 な か な か 創 を 突き 刺す 隙 が 生 
まれ ず 、 た と え 刻 を 突き 刺し て も 、 動 き を 止め 
る こと は で き な い 。 巨 像 の 動き を 把握 し 、 ワ ン 
ダ の 体勢 が 崩れ る まえ に 剣 を 刺 そ う 。 


振り 落と し 行動 一 覧 
還 章 Mi 還 み か 5、 世 を 全 ろ に 大 きく 反 る 
し 抹 作 ワンダ が 頭 、 首 に 般 れ て いる 


還 | 人 刀 み に な り 、 貞 を だ 交互 突き 出す よう に 振る 
し 失 作 ワン ダ 、 育 中 に 秀 れ て いる 


還 用 を 大 きく 円 を 済 く よ うに 生か す 
し 条 作 ワン ダ が 右記 に 秀 れ て いる 


策 天 | 須 を 大 きく 円 を 拉 く よう に 動か す 
し 麻 作 ワン ダ が 左 必 に 艇 れ て いる 


困 硬 和 を 前 か ら 後 ろ に 勢い よく 引く 
上 条 作 ワン ダ が 可 計 、 右 手 に 秀 れ て いる 


策 天 | を 項 の 高 さま で 上 げ 、 上下 に 振る 
し 和 作 天 還 を 落と し た 状 馬 で ワン ダ ザ 右 対 、 右 手 に 触れ て いる 


還 馬 | 左 迷 を 前 か ら 往 ろ に 勢い よく 引く 
し 和 作 ワン ダ が 左 交 に 秀 れ て いる 


対処 法 

まず は 建造 物 前 の 石 崇 で 、 踏 みつ け 攻 撃 を 待 
つ 。 巨像 の 足 が 石 量 を 踏む と 、 石 量 が 跳ね 上 
が り 、 下 造 物 に よじ 登れ る よう に な る 。 こ の あ 
と 、 建 造物 内 で 巨像 の 攻撃 を 誘発 させ る と 衝撃 
で 壁 が 崩れ 、 上 階 へ 移動 可能 に 。 橋 で 待機 し 
つつ 、 わ ざと 橋 を 破壊 させ れ ば 、 那 び 降り る だ 
け で 巨像 の 体 に しがみつく こと が で きる 


巨像 攻略 


1 一 8 最初 に 、 左 右 に ある 石 旦 へ 移動 し て 巨像 の 踏み つ 
か ら 建 造物 に よじ 登 ろ う 。 つ ぎ に 、 建 造物 内 か ら 矢 を 射 っ て 巨像 の 攻撃 を 誘発 
撃 が 建造 物 に 当たる と 、 壁 が 崩れ て 上 階 へ 移動 で 
巨像 が 橋 を 叩き 壊す 。9 一 14 橋 が 破 接 され 
よう に な る の で 、 顕 部 を 目 が け て 飛び 降り よう 。 巨 像 が 頭 を 振り 上 げ る 動作 は 
刺す こと で 動き を 止め る こと が で きる 。 紋 様 が 消え 


確認 し た ら 、 痛 中 で 腕力 を 回 復 。 こ 
の あと 、 右 肩 か ら 肘 の 急所 へ と 移動 し よう 。 急 所 を 攻撃 する と き は 力 を 溜め る 必要 は な い の で 
すぐ に 剣 を 突き 刺し て し まっ て か まわ な い 。 巨 像 が 剣 を 落と し た ら 地面 へ と 落下 し て 、 右 胸 の 振 


巨像 が 足 を 乗せ て 傾 
させ る 

よう に な る 。 そ の まま 進み 、 橋 の 
、 巨 像 が 至近 距離 まで 近 


あと は 掌 に し が みつ き 、 創 を 突き 刺す だ け だ 


7 コドモ oi ド 
巨像 の 体 に し が みつ いた ら 、 最 初 に 
追加 され た 左 胸 の 点 を 攻撃 する こ 
と 。 左 胸 に し が みつ いて いる と き は 
巨像 が 大 きく 揺れ 動く た め 、 ワ ンダ 
の 体勢 が 安定 し に くい 。 そ の た め 、 
胸 力 に 余 拾 が ある と き に 攻撃 を 行っ 
た ほう が 効率 が いい か ら だ 


その 他 の 倒し 方 
建造 物 で は 死 朋 が 多い た め 、 巨 像 か 
ら 身 を 隠し や すい 。 身 を 還 し た まま 、 
硬 像 が 橋 の 下 まで 移動 する の を 待っ 
て いれ ば 、 橋 を 破壊 する こと な く 互 
像 に 飛び 移る こと も 可能 だ 。 見 つか 
て し まう と 巨像 が 移動 し て し まう 
の で 、 橋 か ら 衣 れる 前 に 飛び 移 ろ う 


も 叶う だ ろう 
械 いる … 時 間 は 残り 少な い 


巨像 の 急所 と 双 点 


玉 点 は 頭 部 に ある 1 ヵ所 。 雪 
所 は 3 ヵ所 あり 、 育 中 、 左 腕 、 
左肩 に それ ぞ れ ひと つ ず つ 
ある 。 女 所 を 攻撃 する こと 
で 巨 父 の 体 替 が 変化 し て 、 
憶 点 へ の ルー ト が 確保 で き 
る 。 また 、 急 所 で は な い が 、 
巨像 の 手 に 剣 を 突き 刺す と 、 
手の甲 を 上 に し て 巨像 の 動 
き が 一 定時 間 停 止 する 。 左 
肩 の 急所 を 攻撃 する と き に 
は 欠か せな い の で 、 覚 えて 
お く こ と 。 ハ ー ド モー ド で 
も 急所 の 数 と 位置 、 突 き 刺 
し た と き の 効 果 に 変化 は な 
い 。 同様 に 、 玉 点 の 数 と 位 
置 に も 変わ り は な い 。 


ステ ー ジ 


高き 塔 の 上 。 購 園 に 竹 わ れ た 要 寒 の よう な 最終 決戦 場 。 ま ず は 、 地 形 を 
利用 し な が ら 光 弾 を か わし 、 巨 像 に 近づく 必要 が ある 。 強 風 が 吹い て い 
る た め 、 と き 折 り 風 に 煽 ら れる が 、 ワ ンダ の 体勢 が 崩れ る こと は な い 。 


ワン ダ と 区 人 


下半身 に は 体毛 が 一 切 生え て いな い 。 上 半身 
は 体毛 で 種 わ れ た 部 位 が 多い も の の 、 左 上 腕 
部 や 右手 首 な どの 黄色 く 発光 し た 部 位 は 、 触 れ 
た だ け で 吹っ飛ば され て し まう の で 注意 。 また 
頭 部 に ある 弱点 に 剣 を 突き 刺す と 、 巨 像 が 大 
きく 頭 を 振る た め 、 腕 力 を 大 きく 消耗 し て し ま 
う 。 そ の た め 、 ワ ンダ の 位置 に よっ て は 、 ま っ 
た く 攻 撃 で き な い こと も ある 。 各 点 の 紋様 に ワ 
ンダ の 手 が 煎 れる よう に 後頭 部 側 に 位置 取り 
体勢 が 安定 させ て 攻撃 を 行 お う 


【 和 面 1 【 左 仙 画 】 


振り 落と し 行動 一 覧 
生還 に な り 、 肌 で 大き く 円 を 振 ( よ うに 動か す 
し 抹 作 ワン タダ が 要 、 大 に 多 れ て 攻 連 する 


生生 休 を に 避 し く 振る 
系 作 ワン ダグ が 、 導 前 、 鹿 に 秀 れ て いる 


右手 を 上 下 に 振る 
条件 ワン ダ ザ 右 負 右手 に 艦 れ て いる 
条 重 手 を 上 下 に 振る 

【 誠 仙 面 】 【 よ 部 】 季 作 ワン ダ が 左前 、 左手 に 悪 れ で いる 


対処 法 

く 移動 し な いた め 、 接 近 す る まで は 左手 左手 か ら 光 弾 を 発射 する 。 光 弾 は 、 当 た る と 大 葉 像 の 足元 まで は 、 地 下 に 伸び る 通路 を 利用 
し て 進む こと に な る 。 地 上 に は 、 障 害 物 が 等 
た か わす 間隔 に 配置 され て いる の で 、 こ れ を 盾 に し な 
で 、 無 駄 な 行動 は 控え る こと 。 互 像 の 両 腕 は 体 こと は で き な い の で 、 接 近 す る まで は お と な し が ら 先 へ 進 も う 。 障 害 物 間 の 移動 に は 、 前 転 
毛 が 生え て いる の で し が みつ く こ と は 簡単 。 だ く 地形 を 利用 する 連続 で 光 弾 が 発射 され 回 避 が 重宝 する 。 巨 像 の 上 半身 に 到達 後 、 腕 
が 、 腕 の 位置 や 角度 は 刻 一 刻 と 変化 する の で る こと も ある 発射 音 を 聞き 逃さ な いよ う 力 を 回 復 さ せ た い と き は 、 巨 像 の 右手 を 突き 
まず は 巨像 の 動き を 見 極め る 必要 が ある に し て 、 慎重 に 行動 する の が 得策 だ 刺し て 手の甲 で 休む か 、 肩 で 待機 する と いい 


行動 パタ ー ン 攻撃 方 

っ た 

か ら 放 た れる 光 弾 に だ け 気 を つけ れ ば いい きく 吹き 飛ば され る た め 、 障 害 物 を 盾 6 
し 、 巨像 を 攻撃 する と 光 弾 が 発射 され る の  。 れ ば 回避 は ほぼ 不可 能 。 前 転回 


ICOE に リド 

玉 点 の 数 と 位置 は 変わ ら な い の で 、 ノ 
ー マ ル モー ド と 同じ 攻略 法 で 問題 は 
な い 。 巨像 の 体力 が 増え て いる た め 、 
玉 点 を 攻撃 し て いる 途中 で 腕力 が 残 
り 少 なく な っ た と き は 、 肩 に 移動 し 
て 腕力 を 回 複 する こと 。 体 毛 が 生え 
て いる の で 、 安 心して 休め る 


その 他 の 倒し 方 

じつは 、 巨 像 の 右手 か ら は 左肩 に あ 
る 候 所 を 攻撃 し な く て も 、 胸 へ 飛び 
移る こと が で きる 。 右 手 は 、 も っ と 
も 高い 場所 に 移動 し た と き に 、 親 指 
倒 が 上 に な る 。 誤 度 は 高い が 、 こ の 
間 に 右手 か ら ジ ャ ンプ すれ ば 、 巨 
像 の 胸 に 飛び 移る こと が 可能 だ 
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フワ ンタ と 正信 え の 介 和 


巨像 攻略 法 1 


1 一 5 巨像 登場 ムー ビー が 流れ た あと 、 右 に 見 える 穴 か ら 地 下 通路 へ 。 倒 れ て いる 柱 を 盾 に し て 
光 弾 を か わし 、 穴 に 飛び 込 も う 。 通 路 を 抜け る と 、 正 面 に 等 間隔 に 5 つ 並ん だ 育 の 低い 壁 が 見 えて 
くる 。 壁 の 後ろ で 待機 し な が ら 光 型 を 誘発 さ 光 弾 が 壁 に 当たっ た ら 、 つ ぎの 光 弾 が 発射 さ 
れる 前 に すぐ に 奥 に ある 壁 の 後ろ へ と 進む 。 奥 に は 地下 通路 へ の 入口 が ある の で 、 そ の まま 穴 へ 
も う 。6 一 8 地下 通路 を 抜け る と 、 さ き ほ ど と 同様 の 壁 が 4 つ 並 ん で いる 。 この 場所 に あ 
間隔 が 微妙 に 広い た め 、 あ る 程度 走っ た あと に 前 転回 避 を 行わ な いと 光 弾 を か わす こと 

な し 離れ る と 光 弾 が 発射 され る の で 、 う まく タイ ミン グ を 合わ せ て 勇気 を 持 
っ て 移動 する こと 。9 一 14 巨像 の 足元 か ら 腰 部 の 出っ張り まで は 、 ど の よう に 登っ て も 問題 は 
な い 。 つ か まれ る 部 分 は 豊富 に ある の で 、 自 分 が 登り や すい ルー ト を 進 も う 


巨像 攻略 法 2 
15 一 19 腰部 に ある 出っ張り に 立ち 、 背 中 の 急所 に 向かっ て 球 を 振る 。 す る と 、 巨 像 の 左腕 が 近 づ 
いて くる の で 、 ジ ャ ンプ し て し が みつ こう 。 左手 か まっ た ら 、 小指 側 か ら 手 の 甲 に 向 か 移動 
首 に 移動 し て 、 上 腕 部 に ある 急所 を 目指 手の甲 を 攻撃 する と 動き が 止ま る の で 、 こ の 隙 に 
を 移動 する と いい 。20 一 24 左腕 の 急所 を 攻撃 する と 、 今 度 は 右手 が 近づい て くる 。 急所 を 
攻撃 し た 場所 に し が みつ いた まま 、 後 ろ を 向い て 右手 に ジャ ンプ 。 無 事 、 右手 に 
指 側 か ら 手の甲 へ 。 手の甲 に 移動 し 剣 を 突き 刺し て 巨像 の 動き が 止め る こと 。 右手 の 動き が 
止ま っ た ら 、 手 の 甲 の 上 に 立ち 上 が り 、 左 肩 に ある 急所 を 弓 で 射 抜 こ う 。25 一 28 左肩 の 急所 を 射 
抜く と 、 右 手 が 肩 に 近づく よう に な る 。 タ グ を 合わ せ て 頭 部 へ と 移動 。 頭 
部 で は 、 や や 後頭 部 寄り に 位置 取る よ 層 点 を 攻撃 を 突き 刺し た あと 、 す ぐに 
力 を 溜め 始め る こと 。 な ぜ な ら 、 刻 を 構え て いれ ば 巨像 が 頭 を 下げ て も 体勢 が 月 され る 
ら だ 。 力 を 最大 まで 溜め て 剣 を 4 回 突き 刺 せ ば 、 巨 像 を 倒す こと が で きる 


が みつ いた ら 、 小 


は な いか 


1 箇 


出現 する 順番 で 呼ば れ て いる 巨像 。 ディ レク ター の 上 田 氏 に よ 
る と 、 正式 な 名 称 は な いと の こと 。 そこ で 、 開発 時 に 名 づけ て い 
た 巨像 の 愛称 と 、 巨像 の 大 き さ を 上 田 氏 に 答え て いた だ いた 。 


第 1 の 巨像 


ミノ タウ ロス と 呼ん で いた 巨像 
す 。 第 6、 第 15 の 巨像 と と も 
ノ タ ウロ ス 3 兄 弟 と 呼ん で まし た 。 


本 当 に 初期 に 作っ た 巨像 で すね 
と も と は 、 も っ と 毛 が 多く て 両 
足 に も 毛 が 生 えて いま し た 


第 2 の 巨像 


通称 、 マ ン モ ス で す 。 アグ ロ を 絡め 
た 攻略 法 を 考え て いた ん で す が 、 わ 
か りや すさ を 優先 し て 弓 を 使っ 
略 に 絞り まし た 。 肛 点 は 頭 だ け に 
ある も の で は な いこ と を 伝え る た 
め 、 斑 点 を ふた つ 設 定 し て ます 


第 3 の 巨像 


当初 は 、 天 板 を 叩か せる ほか 、 足 
で 路 ま せる こと で 首 回 り の 鎧 が 月 
れる よう に し て まし た 。 騎 士 と 呼 
ん で いた 巨像 で すね 。 序 盤 に 剣 を 
駆け 上 が る アイ デア を 見 せ た か っ 
た の で 、3 体 目 に 配置 し て ます 


第 4 の 巨像 


勲 鹿 と 呼ん で いま し た 。 キ リン で は 
な く て 本 本 。 こ の 巨像 は 僕 が デザ 
イン 画 を 描い て いて 、 当 初 は 2 番目 
に 登場 させ る 予定 で し た 。 地 形 は 
関係 な く 、 腕 の 毛 か ら よじ 登る と い 
う 攻 略 法 を 考え て いま し た 
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第 5 の 巨像 


ひね り が な いん で す が 、 鳥 と 呼ん 
で まし た ( 笑 ) 。 羽ばたき で 風 を 起 
こす た め 、 水 中 に 潜 ら な いと 近 づ 
け な い と いう 攻略 法 を 当初 は 考え 
て いて 。 尻尾 か ら 登 れる と いう 仕 
様 だ っ た た め 、 尻 尾 が 長い ん で す 


第 6 の 巨像 


1 体 目 か ら 派 生 し た 巨像 で 、 ミ ノ 
タウ ロス B と 呼ん で まし た 。 人 型 
は 柔 軟 性 が あり 、 い ろ い ろ な 行動 
を 取ら せる こと が で きる の で 、 ア 
イデ ア が 出 や すい ん で す 。 開 発 初 
期 で は 武器 を 持た せ て まし た 


第 7 の 巨像 


通称 、 ウ ナギ で す 。 水 の 中 の 戦い 
を 描き た く て 。 水 中 で し が みつ い 
て 動け な いと いう 絵 が 見 せ た か っ 
た と いう の が 根底 に あり ます 。 こ 
の 巨像 は 、 大 きい の で 制御 的 に 難 
し か っ た 思い 出 が あり ます 


第 8 の 巨像 


ヤモリ と 呼ん で いた 巨像 で す 。 当 
初 は 壁 に 張り つい た と き の 和 角度 を 
重要 視 し て まし た 。 じ つ は 似 
イプ の 巨像 が も う 1 体 いた ん で す 
が 、 同 じ も の を 見 せる の は 意味 が 
な いと 考え 、1 体 に 絞り まし た 


第 9 の 巨像 
この 巨像 も 大 
で 制御 に 苦労 し た 思 が 
アイ デア は 


ら あ っ た の で す が 、 開 発 当 
初 は ツノ を 叩い て 巨像 を 移動 させ 
て 誘 治す る と いう 仕様 で し た 


第 10 の 巨像 


通称 、 ナ ー ガ 。 最 初 は 目 が な く て 
音 に 反応 する と いう 仕様 で し た 
足音 を 聞か せ て お びき 寄せ て 、 柱 
つけ る と いう 攻略 法 を 考え て 
で す 。 馬 を 使っ た 戦闘 は も 
と 入れ た か っ た ん で すけ ど ね 


第 11 の 巨像 


レオ 。 鞭 子 と 呼ぶ スタ ッ フ も いま 
す 。 当 初 は 地形 に 水 が あ り 、 水 へ 
落と し て 動き が 鈍っ た 隙 を つい て 
倒す と いう 仕様 で 。 し か も 、 時 間 制 
松明 の アイ デ 


鏡 点 を 弓 で 射る と い 
仕様 を 考え 


第 13 の 巨像 


通称 、 ヘ ビ 。 巨 像 の 中 で いち ば ん 
大 きく て 、200 メ ー ト ル く らい あり ま 
す 。 馬 か ら ジ ャ ンプ し て つか まる と 
いう 攻略 を や り た か っ た ん で す 
最初 は 詳 点 の ある 開く 部 位 の 筋 を 
斬っ て 倒す と いう 仕様 で し た 


第 14 の 巨像 


ケル ベロ ス と 呼 
ど 仕様 が 変わ ら な か っ た 巨像 で す 
が 、 制 御 に 関し て は いち ば ん 苦労 
し た か も ( 笑 ) 。 制 御方 法 が 難し く 、 
12 時 間 も 会 講 を ! 完成 ま 
で 時 間 の か か っ た 巨像 で すね 


ほとん 


第 15 の 巨像 


ミノ タウ ロス C で す 。 ミ ノ タ ウル ス 3 
兄弟 の 中 で 最後 に 登場 する の で 、 
難度 を 上 げ め に 手のひら に 翌 
点 を 設 た 。 攻略 に 関係 あ 
る と 勘違い され な いよ う 、 剣 は 起 
伏 の な い デ ザイ ン 


第 16 の 巨像 


イー ビス と 呼 
強大 な カカ に 立 ー 
ム で 反 体 制 的 だ ね と いう 話題 が 出 
て 。 反 体制 と いえ ば ロッ ク 。 その 
神様 は …… と 考え 、 あ る ミ 


ャ ン の 名 前 を も じ り ま し た ( 笑 


と 還 合 さえ の 仁和 


禁忌 を 犯し た 者 降り 注ぐ 
深淵 を 覗く と き 深淵 も また 
最果て の 地 に 広がる 汚れ な を き ひ と つの 想い 


学 ヾ 


人 放 の 地 へ 足 を 踏み 入れ る 青年 


古 え の 地 へ と 向かう ワン ダ と アグ ロ 。 胸 に 秘め た 静か な 想い 。 
ここ で は 、 エ ン デ ィング まで の 全 ム ー ビ ー を 公開 し て いく 。 


ワン ダ と 臣 像 さえ の 介 


仮面 が 語る 、 忌 むべ きか の 地 の 言 い 伝え 


「 そ の 地 は …… 点 と 点 た ち が 当 た っ た 響き より 始ま り …… 

すべ て は 無 と 有 に 置き 換え られ 、 石 に 焼 か れ た 記憶 、 血 と 若草 と 空 

そし て 光 で 織り 成す 像 を 操る 技 を 持つ 者 …… 

その 世界 で は 望め ば 死者 の 魂 を 取り 戻せ る と 伝え 聞く …… 

"し か し その 地 に 足 を 踏み 入れ る こと は 固く 禁じ る 」 

月 夜 の 森 、 雨 降る 草原 を 越え て 歩き 続け る 日 々 

ワン ダ が た どり 着い た の は 、 時 間 の 止ま っ た 古 え の 地 

細く 長い 橋 を 渡り 、 偶 像 が 立ち 並 の 奈 壇 に 少女 を 預け る 

湧き 出る 黒い 影 。 ひ と 振り の 刻 が 褐 々 し き 存 在 を 浄化 させ た と き 声 が 故 く 
光 と と も に 天 か ら 結 く 声 。 ド ルミ ン と 名 乗る 声 は 、 ワ ンダ に 悠然 と 語り か ける 
い と 代償 。 願い を 叶え よう と する と き 、 人 は 代 債 を 払わ な く て は な ら な い の だ ろう 


【 物 語 2 


" 抗 え ぬ 禁忌 の 代償 


巨像 の 体 か ら 湧き 出る 漆黒 の 帯 に 買 か れ 、 気 を 失い 闇 に 飲み 込 
まれ て いく ワン ダ 。 暫 い を 果たす た びに 刻ま れる 、 傷 と 焦燥 。 


悪 も る 療 も な い 、 憎 し み の な い 戦 い は 続く 


ワン ダ を 取り 囲む 黒い 影 は 、 巨 像 を 倒す ど と に その 数 を 増し て いく 

愚直 な ほど 真っ すぐ な 想い 。 少 女 の 姿 を 見 つめ 、 力 を 奮い立た せる ワン ダ 

主人 を 気遣う 愛馬 。 ワ ンダ の 想い 、 少 女 の 想 い 。 そ し て 、 ア グロ の 想い … 
支払 われ る 代償 。 約束 を 果たす た びに 着衣 は 痛み 、 傷 は 体 に 深く 刻み 込ま れる 
少女 に 夫 れ る ワン ダ 。 ワ ンダ を 止め る 少女 の 声 。 望む 者 と 望ま め 者 の 交錯 する 想い 
希望 を 断ち 切る は さ み 。 世 の 理 を 守る 執政 官 。 そ れ は 古 え の 地 に 現れ た 侵入 者 
ワン ダ を 追う 侵入 者 。 侵入 者 を 率い る エモ ン 。 エ モン を 憎む ドル 
目的 を 達成 すべ く 突 き 進む ワン ダ を 妥 う 、 大 切な 友 と の 別れ 
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て =: 
呪 わ れ た 命 の 目覚 め 
語ら れる 悲し き 物 語 。 迎え る 終 疾 。 始 まり へ と 繋が る 結末 。 変 
わり 果て た 青年 と 目 を 覚まし た 少女 に 、 再 び 時 は 流れ る 。 


14 条 本 


ワン ダ と 臣 便 さえ の 介 


ワン ダ を 待ち 受け る 宿命 

月 れ 去 る 偶像 。 横たわる いけ に え の 少 女 

エモ ン が 目 に し た 恐る べき 光景 。 最 悪 の 事態 

目 に 映る の は 控 を 破っ て 禁 術 に 手 を 出し た ワン ダ 

き を 失っ た 目 。 そ し て 、 頭 か ら 生 えた 2 本 の 黒い 角 

愚か さ を 戒 め る エモ ン 。 ワ ンダ の 腕 に 突き 刺さ る 白い 刃 
立ち 寒 が る 道徳 、 菊 る 間 、 禁 忌 の 代 債 。 人 で ある こと へ の 決別 

ワン ダ の 体 を 触媒 と し て 目覚 め た の は 、 か つて この 地 に 封印 され た 者 
慕っ た ドル ミン 。 少 女 へ の 想い が 呪 われ し 者 へ の 唯一 の 抗い 

大 し く 、 切 な く 、 偽 い 想い が 古 え の 地 を 包み 込む 


重い 


汚さ れ ぬ 青年 の 想い 、 動 き 出す 時 間 


泉 に 投げ 込ま れ た "いにしえ の 剣 "。 泉 に 吸い 込ま れ た ワン ダ 
聖なる 力 で 浄化 され る ドル ミン 。 月 れ 去 る 巨大 な アー チ 橋 
静寂 の 中 で 目覚 め た 少女 。 果 た され た ワン ダ の 奪い 
立ち 上 が っ た 少女 は 、 す べ て を 理解 する 

主人 の 代わ り に 傷つい た 足 で 少女 に 寄り 添う アグ ロ 

ふた り は 引き 寄せ られ る よう に 弓 の 奥 へ と 進む 

角 の 生え た 赤ん坊 を 抱き か か え 、 歩 き 出す 少女 

訪れ た 庭園 。 差 し 込む 木漏れ日 。3 人 を 出迎え る 小動物 た ち 
動き 出し た 時 間 を 身 に 浴び る よう に 


150 本 


豆 が 天 高く 飛び 立っ て いく …… 


ワン タ と 区 信二 え の 人 


次 を 変え る ワン ダ 


16 体 目 の 巨像 を 倒し 、 古 え の 詞 へ と 戻っ た ワン ダ 。 そこで 待ち 受け て 
いた の は 、 エ モン 率い る 村 か ら の 追っ 手 た ち 。 ワ ンダ の 胸 に 創 が 突き 刺 
さっ た と き 、 か つて この 地 に 封印 され て いた 間 の 存在 、 ド ルミ ン が ワン 
ダ の 体 を 借り て 欧 る 。 だ が 、 ワ ンダ の 体 は 完全 に 乗っ 取ら れ た わけ で は 
な く 、 反 応 が 鈍い な が ら も プレ イヤ ー の 意思 で 任意 に 操作 で きる の だ 


ドル ミン の 操作 

代 ボ タン を 押す と 右 拳 を 地面 に 叩き つけ 、g ボ タン を 押す と 青白 い 炎 を 
口 か ら 吐 き 出 すこ と が で きる 。 ま た 、 画 主 ボ タン を 押す こと で し ゃ が む 
こと も 可能 だ 。 た だ し 、 攻 撃 を 当て て も エモ ン た ち を 倒す こと は で きず 
どん な 行動 を 取っ て も 訪れ る 間 し き 未 来 は 変わ ら な い 。 一定 時間 が 経過 
する と 、 エ モン た ち は 必 ず 古 え の 弓 の 入口 へ と 逃げ 去っ て し まう 。 
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すべ て の 巨像 を 倒し た ワン ダ 。 降 り 注ぐ 余り に も 重い 代償 。 
黒い 影 は ワン ダ の 次 を 異形 の モノ へ と 変え て いく 。 どの 姿 で 
も 操作 が 可能 だ が 、 ど ん な に 抗 っ て も 結末 が 覆 る こと は な い 。 


ワン タ と 臣 信 語 え の 次 


MTT 生 


県 上 本 光 2 拉 人 

ワン ダ ほ 再び 次 を 変え 、 黒 い 影 と な る 。 こ の と き 、 泉 の 中 心から 引力 が 和 
何 も 行動 を 起こ さ な い と 吸い 込ま れ て し まう 。 前 転 や ジャ ンプ と いっ 

た すべ て の 移動 アク ショ ン が 可能 で 、 段 差 や 泉 の 緑 を つか むこ と も で きる 

低空 ジャ ンプ を 繰り 返せ ば 、 あ る 程度 少女 に 近づく こと は で きる も の の 

旧 え ない カ が 働い て いる た め 、 少 女 の 目 の 前 まで 移動 する こと は 不可 能 
な 絡 的 に は 必ず 泉 に 吸い 込ま れ て し まう 


| 赤ん坊 の 操作 
| 赤ん坊 の 姿 が 画面 に 映し 出さ れる と 、 任意 に 操作 が 可能 と な る 。 と いっ 
て も 、 移 動 は 一 切 で きず 、 手 足 を バタ つか せ て こと し か で き な い 


⑯ ポ タン 、@ ボ タン 、 全 ボタ ン 、 ボ タン 、 男 ボ タン を 押す と 泣く こ 
と が 可能 だ 。 操 作 で きる と いう こと は 、 こ の 赤ん坊 が ワン ダ で ある こと 


| を 示し 、 会 話 は で き な い な が ら も 泣く こと で 少女 に 章 思 を 伝え られ る と 
いう こと 。 救い を 感じ る 通 間 な の で 、 思 う 存 分 泣き 叫ぶ と いい だ ろう ス 


ひと つの 旅 の 終わ り ひと つの 冒険 の 終わ り 
目 の 前 に 広がる 新た な 世界 新た な 道具 
青年 と 駿 馬 の 冒険 は まだ 終 


往 - 


クリ アー 後 の 世 界 


ゲー ム を クリ アー し た か ら と いっ て 、 ワ ンダ の 冒険 が 終わ 
る わけ で は な い 。2 週 目 以降 の プレ イ で は 、 隠 され た アイ 
テム が 手 に 入る ほか 、 さ ま ざ ま な 隅 し 要素 が 解放 され る 。 


制限 時 間 内 に 巨像 を 倒す タイ ム ア タ ッ ク 


エン ディ ング 終了 化 、 記 録 を 保存 。 そ の 記録 褒 コ ド 才 る ど 則 2 週 目 
の プレ イ が 可能 と な る 。2 週 目 で は 、 吉 の 再 結 近 並 傷 催 の 前 
⑯ ボ タン を 押す と 、 制 限 時 間 内 に 巨像 を 倒 請 罰 タク に 挟 埋 
きる 。 制 限 時 間 内 に 巨像 を 倒せ れ ば 、2 体 仙 語 話 選 に 抹 に 用 2 
ム が 出現 。 た だ し 、 タイ ム ア タッ ク 中 は 、 ワ ジ 有 の 体力 ど 有力 決め 
られ て お り 、 居 し アイ テム を 装備 する こと も で き 不 。 


難度 の 高い ハー ドモ ー ド 


クリ アー 後 の 記録 を 保存 し て いる メモ リー カー ド を 挿し た 状態 訂 
ゲー ム を 始め る と 、 通 常 より も 難度 が 上 昇 し た ハー ドモ ー ド で の 
プレ イ が 可能 と な る 。 巨像 の 攻撃 力 と 防御 カ が 増加 し て お り 、 顕 
点 の 数 が 増え て いる 巨像 も いる 。 ハ ー ド モー ド の 2 週 目 で は 、 タ 軸 
ム ア タ ッ ク の 制限 時 間 と 入手 で きる 隠し アイ テム の 一 部 が 異な 人 
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馬 し アイ テム は メニ ュー 画 
面 で 装備 で きる 。 入 手 に は 
角 が 折れ る が 、 ど れ も 針 了 
で 役立つ も の ば か り だ 


2 週 目 移 行 に 引き 継が れる 内 容 


2 周 目 を 始め る 際 、1 週 目 クリ アー 時 の 体力 と 腕 カ メー ター の 最大 値 が 引き 
継が れる と いう 特典 が ある 。 また 、3 周 目 以降 は タイ ム ア タ ッ ク を すべ て クリ 
アー し て いる と 、 各 巨像 の クリ アー タイ ム と 入手 し た 隠し アイ テム が 引き 継 
が れる 。 た だ し 、 隠 し アイ テム を すべ て 入手 し て いな いと 巨像 撃 数 は 初期 
化 さ れ て し まう の で 、 全 巨像 を 規定 時 間 内 に 倒し て お く こ と 。 そ うし な いと 
つぎ の 周 で は 最初 か ら タ イム アタ ッ ク を や り 直 すこ と に な る の で 注意 


アグ ロ の 体 の 色 を 変更 

ノー マル モー ド で 、 す べ て の 隠し アイ テム を 手 に 入れ る と 、 アグ ロ の 毛色 
を 茶色 に 変更 で きる よう に な る 。 ま た 、 両 モー ド で すべ て の 隠し アイ テム 
を 入手 する と 、 ア グロ の 毛色 を 白 に 変更 可能 と な る 。 条 件 を 満た し た 状 
態 で 、 タ イト ル 画 面 で 働 ポ ボタ ン を 押し な が ら ゲ ー ム を 始め る と 鹿毛 、⑯ ボ 
タン を 押し な が ら ゲ ー ム を スタ ー ト させ る と 白 毛 と な る 。 ふ だ ん と は 邊 っ 
た 気持 ち で プレ イ で きる の で 、 ぜ ひ チ ャ レン ジ し て ほし い 。 


クリ アー を 繰り 返す と 到達 可能 と な る 場所 


じつは 、 古 の 詞 は 頂上 まで 登る こと が で きる 。 し 、 登 りき る た 
は 、 控 カメ ー タ ー の 最大 値 を 限界 近く まで 増加 させ て お く 必 要 が ある 
光る トカ ゲ の 尻尾 を 集め な が ら ク リア ー し て いく の も 手 だ が 、 尻 尾 を 集 
め る の に は 時 間 が か か る 。 尻 尾 を ひと つも 入手 し て いな く て も 、4 週 目 
で 第 11 の 巨 側 ま で を 倒せ ば 腕 カ メー ター は ほぼ 最大 値 に 達する 。 短 時 
間 で 頂上 を 目指 し た い 人 は 、 ク リア ー を 繰り 返す の が 得策 だ 


ワン タ と 医 信 杏 え の 電 


屋 し アイ テム を 凌 信 し た 状 台 
で ゲー ム を クリ アー する と 
つぎ の 周 で は アイ テム を 装備 
た まま スタ ー ト する , 


自 い 畠 を な び 

る アグ ロ 。 ち な み に 、 

色 が 変わ る だ け で 条 重 速度 
や 旋回 能力 に 変化 は な い 


古 の 同 の 頂上 に ある 、 庭 園 
と 呼ば れる 神 答 的 な 場所 
庭 国 ま で の 登り 方 と 詳細 | 

Pi68 を 参照 し て で ほしい, 


、 


思 し 要 素 2] 


隠し アイ テム と タイ ム ア タ 


鐘 の 矢 
入手 末 作 = ノー マル モー ド 是 像 を 2 人 
音 を 発し な が ら 飛 び 、 放 っ た 
に 巨像 の 注意 を 向け られ る 
ワン ダ が 巨像 に 見 つか 
き に は 意味 が な い の で 
難し い 。 威 力 は 通常 の 矢 と 変わ ら 
ず 、 構 える まで の 時 間 や 射る 速度 
性 旧 


和 能 が 増し て いる こと も な い 


に 


活力 の 前 掛け 


件 ノー マル モー ド 是 像 を 4 人 


装備 する と 、 翌 点 を 攻撃 し た と き に 
与え られ る ダメ ー ジ が 増幅 する 前 
け 。 動き が 鈍く な る な ど 、 不 利 に 
と は な い の で 、 入 手 後 は す 
装備 し て お く と いい 。 ち な み 
と れ て いる 模様 の 柄 が 
異な っ た も の と な り 、 色 も 異な る 


カカ の 仮面 


入手 素人 ノーマ ルモード 是 信 を 6 人 


装備 する だ 
に 与え る ダメ ー ジ を 増幅 し 
仮面 。 エ モン が 


タイ ム ア タッ ク に 挑戦 し 、 規 定時 間 内 に 巨人 を 伺 す こと で 入手 
ツク で きる 数 々 の 隠し アイ テム 。 全 陽 し アイ テム の 入手 条件 と 能 
そし て タイ ム ア タッ ク の クリ アー 法 を 解説 し て いく 。 


トカ ゲ の 感知 石 


ノー マル モー ド 臣 像 を 8 人 


件 ハー ドモ ー ド 巨像 を 10 人 
光る 万 尾 を な い 

備 する と いる 光る 尻尾 
を 持つ トカ ゲ の 位置 が マッ プ に 表 
示さ れる よ た だ し 、 明 


確 に トカ ゲ の 居場所 が 表示 され る 
わけ で は な い の で 過信 は 禁物 だ 
ちな み に 、 ノ ー マ ル モー ド と ハー 
ドモ ー ド で 性能 に 遣い は な い 


果樹 の 地図 


ノー マル モー ド 互 像 を 1 人選 
ハー ドモ ー ド 臣 條 を 6 人 


入手 和 件 
マッ プ に 表示 
装備 す 古 え の 地 に ある | 
すべ て の 果樹 の 位置 が マッ プ に 表 
示さ れる よう に な る 。 果 樹 に 実っ 
5 果物 を 採り きる と 、 マ ッ プ 
か ら そ の 果樹 の マー ク は 消え る 
トカ ゲ の 感知 石 と 同様 、 モ ー ド の 
條 い に よる 性 能 の 差 は な い 


剛力 の 仮面 


和孝 条 作 = ノー マル モー ド 巨像 を 12 人 本 


その 名 の と お り 攻 撃 力 が 上 昇 


装備 する こと で 巨像 に 与え る ダメ ー 
ジ が 増幅 され る 仮面 。 カ の 仮面 と 
の 併用 は で き な い 。 カ の 仮面 より 
も 与え る ダメ ー ジ が 大 きく な る の 
入手 し た ら 装 備 の 変更 を 志 れ 
ず に 。 活力 の 前 掛け と 併用 すれ ば 
圧倒 的 な ダメ ー ジ を 与え られ る 


紛れ の 前 掛け 


系 作 ノー マル モー ド 巨像 を 14 体 人 


り 、 装 備 す る と ワン 


て 、 巨 像 が ワン ダ を 


得 ら れ な い 


矢 を 射 っ た あと 、 対 象 物 に 矢 が 接 
す る と 爆発 する 
攻撃 カ が 非常 


は 攻撃 不可 能 な 急 有 
で きる 。 巨像 に 対し て は 爆 
ダメ ー ジ 効果 が な いも の 


いか ず ち の 殺 


和夫 作 ハー ドモ ー ド 曰 信 を 2 人 


数 に 制限 は な く 
色 げ て も 問題 は な い 。 通 常 の 
比べ 、 与 えら れる ダメ ー ジ が 


重宝 する 場面 は 多い 


太陽 の 合 


系 作 ハー ドモ ー ド 是 信 を 4 人 委 週 


か げた 除 、 陽 の 光 が 届 か な 
も 光 を 反射 で きる 便利 な 
が 届か ず 迷 い が ち な 礎 の 中 
と き で も 、 巨 像 が いる 方 向 を 
見 失わ ず に 済む 。 ま た 、 交 が 届か 
な い 場 有 こと に な る 巨像 の 


や 玉 点 を 調べ る こと も 可能 だ 


シャ ー マ ン の 前 掛け 


系 作 。 ハード モー ド 目 像 を 8 人 


装備 する と 巨像 か ら 食らう ダメ ー ジ 
を 軽減 する 前 掛け 。 また 、 落 下 時 の 
ダメ ー ジ も 軽減 する 。 ハ ー ド モー ド 
で は 巨像 の 攻撃 力 が 高い た め 、 さ 
ま ざ ま な 場面 で 重宝 する 。 ハ ー ド モ 
ー ド で 入手 で きる 前 掛け は こ 
な の で 、 随 時 装備 し て お く こ と 


シャ ー マ ン の 仮面 


系 人 = ハード モード 臣 像 を 12 体 


御 カ る 不 


痛み を 和らげ る 仮面 。 シ ャ 
掛け と 同じ く 、 装 備 す る と 巨像 
の 攻撃 や 落下 時 の ダメ ー ジ を 軽減 
する 。 シ ャ ー マ ン の 前 掛け と 併用 
する こと が 可能 な の で 、 両 アイ テム 
を 装備 すれ ば 、 食 ら う ダメ ー ジ を 最 
小 限 に 抑え る こと が で きる 


マン 


若 し の 布 


本 系 作 ハー ドモ ー ド 曰 像 を 14 侵 


ジャ ンプ し た と き や 空 中 に いる と 
き に 玉 較 ボ タン を 押す と 、 背 中 に 
ある 布 が 広がっ て ゆっ くり と 落下 
で きる 。 い わ ゆ る パラ シュ ー ト の 
よう な アイ テム 。 落 下す る と ゲー 
ム オ ー バ ー に な っ て し まう よう な 
さ で も 、 安 全 に 着地 が 可能 だ 


女王 の 剣 


本 素 作 | ハード モー ド 臣 信 を 16 人 


ICO」 に も 登場 し た 、 刀 身 が 白く 
輝く 女王 の 名 を 冠 し た 剣 。 巨 像 の 
玉 点 を 突き 刺し た 際 、 圧 倒 的 な ダ 
メー ジ を 与え られ る 最強 の 剣 だ 
力 を 最大 まで 溜め た 状態 で 剣 を 突 
き 刺 せ ば 、 ど の 巨像 に も 一 撃 で 致 
命 働 を 負わ せる こと が で きる 


タダ と 目 信 の 得 凍 


【 タ イム アタ ッ ク 】 
マル モー ド 2:30:00 ハー ドモ ー ド 2:50:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 

スタ ー ト 直後 は 巨 條 が ワン ダ に 気づい て お ら ず 、 奥 へ と 歩い て いっ て し ま 
う 。 口 箇 を 吹い て 注意 を 引け ば 巨像 の 歩み を 止め られ る の で 、 巨 便 に つ 
か まる まで の 時 間 が 短縮 で きる 。 左 足 に つか まっ た ら 急 所 を 攻撃 。 力 を 
溜め る 必要 は な い の で 、 つ か まっ た ら す ぐに 2 回 攻撃 し よう 。 巨像 が 膝 を 
つい た ら 太 股 に つか まり 、 腰 部 へ 。 頭 部 の 玉 点 を 攻撃 する と き は 、 や や 背 
中 寄り に 位置 取る と いい 。 頭 の 振り は 剣 を 突き 刺 せ ば 止め られ る の で 
巨像 が 頭 を 下げ た ら す ぐに 剣 を 突き 刺し て し まう と いい 。 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

規定 時 間 は ノー マル と 同じ だ が 、 右 肘 に 玉 点 が 追加 され て いる 。 まず は 、 ノ 
ー マ ル モー ド と 同じ 要領 で 頭 部 の 型 点 を 攻撃 。 頭 部 の 玉 点 を 攻撃 し 終え た 
ら 、 背 中 に 戻っ て 腕力 を 回 復 。 そ の 後 、 右 肩 か ら 落 ち て 玉 点 へ と 移動 し よ 
う 。 右 腕 の 振り は 頭 部 と は 異な り 、 攻 撃 し て も 止ま ら な い 。 た だ し 、 腕 を 振 
り 終わ っ た あと に 力 を 溜め 始め れ ば 、 つ ぎ に 腕 を 振り 始め る まえ に 十分 に 
力 を 溜め て 攻撃 で きる 。 規 定時 間 に は 余裕 が ある の で 、 右 肘 を 攻撃 中 に 落 
下 し た 場合 で も 、 諦 め ず に 再び 巨像 に 登っ て 攻撃 を 仕掛 け よう 


【 タ イム アタ ッ ク 】 
ノーマ ルモード 4:00:00 ハー ドモ ー ド 4:30:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 

後ろ 足 の 急所 を 射 抜 き 、 後 ろ 足 か ら 登っ て いけ ば 効率 よく 斑点 を 攻撃 で 
きる 。 ま ず は 和 腎 部 の 玉 点 を 攻撃 し 、 そ の あと に 頭 部 の 薦 点 を 目指 す と 無駄 
が な い 。 戦 闘 開始 直後 、 弓 に 装備 を 切り 替え つつ 、 真 っ すぐ に 巨像 の 育 
後 へ と 進む 。 あ る 程度 近づい た ら 、 片 方 の 足 に 狙い を 定め て 、 後 ろ 足 の 急 
所 を 射 抜 こ う 。 巨 像 が 膝 を つい た ら 、 体 毛 を よじ 登っ て 皿 部 の 玉 点 へ 。 覧 
部 の 形 点 を 攻撃 し 終え た ら 、 背 中 の 右側 を 走り 抜け て 頭 部 へ と 移動 。 巨 
像 が 頭 を 振り 終え た ら 力 を 溜め 始め 、 暴 れる 前 に 剣 を 突き 刺 そ う 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

月 体 の 左 論 腹 に 型 点 が 追加 され る 。 ノ ー マ ル モー ド と 同じ 手順 で 天 所 を 
射 抜き 、 腎 部 、 頭 部 、 左 脇腹 の 順に 攻撃 し よう 。 左 脇腹 に ある 弱点 へ は 背 
中 か ら 落 下 し 、 展 点 周 辺 の 体毛 に つか まる よう に 移動 する と 、 径 早く た ど 
り 着け る 。 背中 の 左側 に ある 突起 物 か ら 落 下す れ ば 、 確 実に 玉 点 周辺 の 
体毛 を つか むこ と が で きる 。 ワ ンダ が 左 脇腹 に 航 れ て いる と き は 巨像 の 提 
れ は 激しく な い の で 、 最 大 まで 力 を 溜め て 剣 を 突き 刺す と いい だ ろう 。 ノ 
ー マ ル モー ド よ り も 規定 時 間 が 長い の で 、 手 て ずる こと は な い は ず だ 


ORFE HLI 


最大 まで 力 を 溜め て 剣 を 3 回 突き 刺 せ ば 、 巨像 を 倒す こと が で き 
る 。 登り 始め て か ら 落 ちず に 弱点 に 到達 で きれ ば 、 余裕 を 持っ 
て 倒す こと が で きる は ず だ 。 通常 の 攻略 と は 異な り 、 背中 の 出 っ 
張り で 腕力 を 回 復 させ ず 、 一 気 に 頭 部 を 目指 し て 登る こと 。 


ワン ダ の 両足 ば 剣 を 恒 え る こと が 


弱点 に 到達 する に は 、 まず 足 の 裏 に ある 急所 を 弓 で 射 抜く 必要 
が ある 。 い か に 素早 く 急 所 を 攻撃 で きる か 、 ど れ だ け 迅 速 に 巨像 
に 登り 始め られ る か が 、 規定 時 間 内 の 撃退 を 目指 すう え で 重要 な 
要素 と な る 。 巨像 の 動き を 把握 し て 、 的 確 に 急所 を 射 抜く こと 。 


【 タ イム アタ ッ ク 】 
フー マル モー ド 6:00:00 ハー ドモ ー ド 5:00:00 


店 ノー マル モー ド の 倒し 方 

石版 を 叩か せ て 右腕 に ある 鎧 を 破壊 する に は 時 間 が か か る た め 、 鉛 を 壊 
さ ず に 右 肘 ま で 登る 方 法 を 選択 。 戦 闘 開始 直後 、 真 っ すぐ 巨像 に 近づき 、 
巨像 が 2 歩 進 ん だ ら 止ま る 。 こ うす る こと で 、 最短 時 間 で 右腕 の 振り 下ろ 
し 攻撃 が 誘発 で きる 。 振 り 下ろ し 攻撃 を 避け て 剣 の 部 分 に 登っ た ら 、 落 
下 し な いよ うに 待機 。 こ の あと 、 巨 像 が 右腕 を 大 きく 下げ た 瞬間 に 前 方 へ 
ジャ ンプ 。 す る と 、 鎧 を 飛び 越え て 右 肘 部 分 に 到達 で きる 。 あ と は 頭 部 の 
笠 点 を 攻撃 し 、 背 中 か ら 腰 に 落ち て 腹部 の 詳 点 を 攻撃 する だ け だ 。 


思 ハ ー ド モー ド の 倒し 方 

ハー ドモ ー ド で は 左 肘 に 玉 点 が 追加 され る ほか が か 、 規 定時 間 が 1 分 も 短く な 
っ て いる 。 も っ と も 重要 と な る の は 、 体 勢 を 月 さ ず に 連続 し て 点 を 攻撃 
する こと 。 ノ ー マ ル モー ド と 同じ 方 法 で 右 肘 ま で よじ 登り 、 ま は 頭 部 に 
ある 斑点 を 攻撃 。 頭 部 の 型 点 を 攻撃 し 終え た ら 、 背 中 で 腕力 を 回 復 し て 
左 肘 へ と 移動 する 。 左 肘 に ある 形 点 を 攻撃 する と き は 、 巨 像 が 左腕 を 振 
る 動作 を 終え た 購 間 に 力 を 溜め 始め る と いい 。 こ の あと 、 背 中 か ら 落 下 し 
て 尾部 へ と 移動 。 腹 部 に 回 り 込 ん で 入 点 に 剣 を 突き 刺 そ う 。 


【 タ イム アタ ッ ク 】 


第 4 の 巨 


時 ノー マル モー ド の 倒し 方 


スタ ー ト 直後 、 巨 像 か ら も っ と も 遠い 丘 へ と 移動 。 矢 を 当て る と 巨像 の 移 
動 速度 を 高め られ る が 、 ワ ンダ を 見 失う と 周囲 を 見 渡す た め 時 間 の ロス と 
な る 。 そ の た め 、 弓 は 使わ な い ほ うがい い 。 巨像 が 丘 の 上 に 近づい た ら 、 
地下 へ 入っ て 反対 側 の 階段 へ と 移動 。 隠れ な が ら 巨 像 の 動き を 観察 し 、 
前 足 を 地面 に 突き 刺し た 民間 に 巨像 へ 近づこ う 。 尻 尾 が 下がっ た ら 登り 
始め 、 真 っ すぐ 首 ま で 進ん で 急所 を 攻撃 。 力 を 溜め ず に 剣 を 2 回 突き 刺し 、 
体勢 が 変わ っ た ら 頭 部 へ 移動 し て 一 気 に 瑞 点 を 攻撃 し よう 。 


ハー ドモ ー ド 5:00:00 


條 ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

ノー マル モー ド よ り も 規定 時 間 が 30 秒 知 く な っ て いる が 、 巨 像 を うま く 誘 導 
で きれ ば 問題 は な い 。 両 前 足 の 付け 根 に 弱点 が 追加 され て いる の で 、 巨 
像 の 体 に よじ 登っ た ら こ の 形 点 か ら 攻撃 する こと 。 体 毛 が 生 えて いる ギリ 
ギリ の 場所 に 玉 点 が ある た め 、 立 っ て 移動 し て いる と 落下 の 危険 が ある の 
で 気 を つけ よう 。 ふ た つの 形 点 を 攻撃 し 終え た ら 、 首 に ある 急所 を 攻撃 し 
て 頭 部 へ 移動 。 ワ ンダ が 頭 部 に いる 場合 、 巨 像 は 頭 を 横 に 振る の で 、 巨 
像 の 顔 の 向き に 対し て 垂直 に 位置 取る と 体勢 が 安定 し や すい 。 


ワン ダ と 世 信 さえ の 間 


タイ ム ア タ ッ ク 中 、 も っ と も 難度 が 高い 。 巨像 の 右腕 に ある 鎧 を 
壊し て 弱点 を 目指 す 場 合 、 右 腕 の 振り 下ろ し 攻撃 を 誘発 させ る 
必要 が ある た め 、 ど うし て も 時 間 が か か っ て し まう 。 まず は 、 鎧 を 
壊さ ず に 弱点 へ 到達 する 方 法 を 習得 し て お く と いい だ ろう 。 


写真 の 位置 右腕 が 上 げ る まで 待機 。 右腕 が 下 
が る 遇 間 に 、 前 方 へ 向かっ て ジャ ンプ 。 


頸 に ある 玉 点 を 攻撃 する 攻 、 価 勢 が 明 れ て し ま 
う よ う な ら ば 、 冬 部 側 に 位置 取る と いい . 


迅速 に 巨像 を 丘 の 上 まで お びき 寄せ る 必要 が ある 。 さら に 、 いか に 
素早 く 巨像 の 背後 へ 回 り 込み か が 、 規定 時 間 内 クリ アー を 目指 す 
うえ で は 重要 と な る 。 下 に まとめ た 攻略 法 ど お り に プレ イ す れ ば 1 
分 20 秒 ほど で 巨像 に 登り 始め られ る の で 、 焦ら ず に 行動 する こと 。 


アグ ロ の 操作 に 慣れ て いな い 場合 は 、 地 下 へ の 
入口 まで 走っ て 移動 し て も 問題 は な い 、 


価 勢 を 崩さ ず に 侯 を 突き 刺す た め 、 巨像 の 顔 の 
条 向き に 対し て 垂直 に 位 軒 取 る よう に し よう 。 


笑 


【 タ イム アタ ッ ク 】 


第 5 の 巨像 


ノーマ ルモード 5:30:00 ハー ドモ ー ド 5:30:00 
ノー マル モー ド の 倒し 方 

まず は 、 ス ター ト 地 点 の 右 斜め 前 に ある 足場 が 3 つ 並 ん だ 場所 へ 。 この 際 
必ず 潜水 し て 移動 する こと 。 つ ぎ に 、 中 央 に ある 足場 に 立っ て 巨像 注視 を 
使い な が ら 矢 を 放つ 。 近 づい て きた 巨像 に し が みつ き 、 両 舞 の 翌 点 を 攻 
撃 し た あと に 尻尾 に ある 蝶 点 を 攻撃 し よう 。 胡 の 先端 に 移動 する と き は 
前 転回 避 を 使う と 体毛 が な い 部 分 を 一 気 に 移 動 で きる 。 前 転回 必 後 
男 還 ボタ ン を 一 度 苑 し て か ら 再 び ポ タン を 押し て 体毛 に つか まろ う 。 こ の 
方 法 を 使え ば 、 巨 像 の 旋回 方 向 に 関係 な く 玉 点 に た どり 着け る 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

望 点 の 数 と 位置 は ノー マル モー ド と 店 わら な い の で 、 基 本 的 な 攻略 法 に 変 
化 は な だ し 、 買 に ある 点 の 紋様 を 消す 剣 を 2 回 突き 刺さ な 
けれ ば な ら な い の で 注意 が 必要 だ 。 局 点 攻 撃 後 、 巨 像 が 回 転 す る あい だ 
に も う 一 度 攻 撃 で きれ ば タイ ム は 大 幅 に 短縮 で きる 。 ワ ンダ の 体勢 が 安定 
ら 、 す ぐに カカ を 溜め て 攻撃 を 行う こと 。 巨 像 が 回 転 し た あと に ば た 
礎 、 腕 力 が 残り 少な い 場合 は 回 転 中 に 胴体 に 向かっ て 飛び 降り て し 
まう の も 手 だ 。 タ イミ ング さえ つか め ば 、 成 功 率 は 高い 


【 タ イム アタ ッ ク 】 
ノーマ ルモード 3:30:00 Ak 6:30:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 

スタ ー ト 直後 、 委 に ある 建造 物 を 目指 し て 真っ すぐ 進む 。 巨 像 が 出現 する 
デモ シー ン を スキ ッ プ し て し まう と 、 巨像 の スタ ー ト 位置 が ワン ダ に 近く な 
て し まう の で 、 デ モ シ ー ン は スキ ッ プ し な いこ と 。 建造 物 到達 後 、 巨 像 
が 覗き 込ん だ 隙 に 損 に つか まる 。 こ の と き 、 髪 の 右 側 に 移動 し て お く と 巨 
像 っ た と き に 左肩 に 移動 し や ゃ すく な る 。 名 か ら 直 接頭 部 を 目指 
す と 激しく 揺れ る の で 、 左肩 か ら 頭 部 へ と 移動 し よう 。 頭 部 に ある 展 点 を 
攻撃 し 終え た ら 、 背 中 へ と 滑り 落ち る よう に 移動 する と いい 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

左手 の 甲 に 斑点 が 追加 され て いる も の の 、 規 定時 間 が ノー マル モー ド に 比 
いる の を 持っ て 行動 で きる 。 ス ター ト 後 、 ノ ー 
こま ず は 奥 の 建造 物 へ 。 巨像 が 建造 物 を 覗き 込ん 
つく の で 、 手の甲 に こし が みつ いて 憧 点 を 攻撃 。 巨 像 
の で 、 剣 を 突き 刺し た あと に 再度 建造 物 へ 戻り 
さき ほど と 同じ 方 法 で 弱点 を 攻撃 する と いい 。 展 点 の 紋様 が 消え た ら 、 可 
か ら 巨 像 の 体 を よじ 登り 、 頭 部 、 背 中 の 順に 点 を 攻撃 する だ け だ 


べ て 3 分 も 長 


マル モー ド と 同じ よ 


巨像 に つか まる まで に 時 間 が か か る た め 、 一度 で も 巨像 の 体 か 
ら 落 ち て し まう と 規定 時 間 内 に クリ アー する の は 困難 と な る 。 腕 
カカ が 尽き な いよ うに 巨像 の 体 を 移動 する こと が クリ アー の 鍵 を 握 
る 。 田 に ある 弱点 へ 移動 する と き は 慎重 に 行動 する こと 。 


移動 や 攻撃 に 手間 取っ て いる と 、 規 定時 間 を オー バー し て し ま 
う 。 巨像 の 体 に し が みつ いて いる と き は 、 巨像 が 歩く だ け で も 大 
きく 揺れ る 。 そ の た め 、 弱 点 へ の 最短 ルー ト を 移動 する より も 、 
安全 な ルー ト を よじ 登る よう に 心がけ た ほう が 無難 だ 。 


【 タ イム アタ ッ ク 】 
フー マル モー ド 12:00:00 ハー ドモ ー ド 8:00:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 

戦闘 開始 直後 、 に 進む と 巨像 が 攻撃 を 仕掛 け て くる 。 まず は 、 痛 
ビレ の 電撃 ら 尻 尾 に し が みつ こう 。 巨 像 の 体 が 水面 に 出 た ら 
すぐ に 移動 を 開始 。 巨 像 の 体 が 水中 に 沈み 込む 直前 まで 進み 続け る こと 
背 ビ レ の 急所 は 、 ワ ンダ が か け 声 を 上 げ る 程度 に 力 を 溜め れ ば 電撃 を 止 
ジャ ンプ か ら の 下 突き を 決め る の も 手 だ 。 巨像 が 潜水 
し 始め た ら す ぐに 手 を 離し 、 水 面 に 巨像 が 現れ る の を 待 と う 。 電 撃 に 注意 
応戦 すれ ば 、 規 定時 間 を オー バー する こと は ほとん ど な い 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

基本 的 に は 、 ノ ルモード と 同じ 方 法 で 規定 時 間 内 クリ アー が 可能 。 た 
だ し 、 電 撃 を 食らう と 大 幅 に 体力 を 圧 わ れ て し まう の で 注意 する こと 。 頭 
部 に ある 玉 点 を 目指 し て 進 いる と 、 通 常 は 3 つ 目 の 背 ビレ に ある 急所 
を 攻撃 し 終え た と き に 巨像 が 潜水 を 始め て し まう 。 だ が 、3 つ 目 の 背 ビレ 
に ある 急所 を 攻撃 する 際 、 ギ リ ギ リ ま で 頭 部 に 近づい て 攻撃 を 行う と 、 巨 
像 が 潜水 を 行わ ず に 頭 部 を 振る 行動 を 優先 させ る 。 巨像 の 体 か ら 手 を 離 
すこ と な く 倒 せる の で 、 タ イム の 大 幅 な 短縮 が 可能 と な る 


【 タイ ム ア タ ッ ク 】 
ノー マル モー ド 8:00:00 ハー ドモ ー ド 7:30:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 

スタ ー ト 直後 は 巨像 が ワン ダ に 気づい て お ら ず 、 地 上 を 歩き 回 っ て いる 
まず は 、 巨 像 を 壁 に 誘導 させ る た め 、 口 笛 を 吹い て 巨像 の 注意 を 引き つ 
け よ う 。 戦 上 闘 開始 直後 に 口笛 を 吹け ば 、 巨 像 の 姿 は 目視 で き な い も の の 
必ず 巨像 が 壁 を 登る 。 弓 に 装備 を 切り 替え な が ら 最上 階 へ 移動 し 、 巨 像 
の 次 が 確認 で きる 格子 へ 。 前 転回 避 で 格子 の 外 に 立ち 、 急 所 を 素早 く 射 
抜 こ う 。 巨像 が 最上 階 より も 高い 位置 に いる と き に 急所 を 射 抜く こと が で 
きれ ば 、 長 時 間 転 倒し 続け る の で 一 気 に ト ド メ を 刺す こと も 可能 だ 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

の 数 と 位置 は ノー マル モー ド と 同じ だ が 、 巨 像 の 体力 が 増え て いる 
め 、 一 度 巨像 を 落と し で は トド メ を 刺す こと は で き な い 。 と は 
いえ 、 最上 陵 以 上 の 位置 か ら 巨像 を 落下 させ れ ば 、2 回 加 り 返す だ け で 倒 
すこ と が で きる 。 ノ ー マ ル モー ド と 同様 の 対処 法 で 挑め ば 、 規 定時 間 内 の 
クリ アー が 可能 だ 。 た だ し 、 光 弾 に よる ガス に は 細心 の 注意 が 必要 。 ガ ス 
に 数 秒 近 だ け で も 、 あ っ と いう ま に 体 力 が ゼロ に な っ て し まう 。 ガ 
ス を か わす こと を 最 優先 に 考え て 行動 する こと 


ワン ダ と 臣 像 さえ の 介 


規定 時 間 に 余裕 が ある た め 、 弱 点 に た どり 着く まで の 時 間 は 気 
に し な く て も いい 。 背 ビレ の 電撃 を 食らっ て 巨像 か ら 手 を 離し て 
し まわ な い 限 り 、 苦戦 する こと は な い だ ろ う 。 ハ ー ド モー ド で は 
規定 時 間 が 大 幅 に 短く な る が 、 焦ら ず に 行動 すれ ば 問題 な い 。 


足 に ある 2 ヵ所 の 急所 を 射 抜い た 際 、 巨像 が 地面 に 落ち て 転倒 し 
て いる 時 間 は 、 落下 し た 高 さ に 比例 し て 長く な る 。 高 所 まで スム 
ー ズ に 巨像 を 誘導 し 、 迅速 に 急所 を 射 抜く こと が タイ ム 短 縮 の 鍵 
を 握る 。 的 確 に 急所 を 射 抜 ける よう に 弓 の 腕 を 磨い て お こう 。 


判 す と き 


【 タイムアタック 】 
ディ zscF | 7:30:00 ハー ドモ ー ド 5:30:00 


畔 ノー マル モー ド の 倒し 方 

巨像 が 登場 する デモ シー ン が 流れ が 始め た ら 、 す ぐに スタ ー ト ボタ ン を 押 
し て スキ ッ プ する こと 。 右 ステ ィ ッ ク で 視点 を アグ ロ が いる 方 向 に 事前 に 
合わ せ て お き 、 動 ける よう に な っ た ら ア グロ に 飛び 乗っ て すぐ に 走り 出 そ 
う 。 巨 像 を お びき 寄せ る の は 、 ス ター ト 時 に アグ ロ が いた 方 向 に 見 える 間 
欠 泉 。 巨 像 と 間欠 泉 が 直線 上 に 位置 取る よう に 移動 し 、 間 欠 泉 が 吹き 出 
た ら U タ ー ン し て 巨像 に 近づこ う 。 間欠 泉 が 巨像 に 当たっ と を 確認 し 
た ら 、 急 所 を 弓 で 射 拓 い て 体 に よじ 登り 遇 点 を 攻撃 する だ け だ 


時 ハー ドモ ー ド の 国 し 方 

間欠 泉 ま で スム ー ズ に お びき 寄せ れ ば 、 苦 労 す る こと は な い 。 ノ ー マ ル モ 
ー ド と 同じ 対処 法 で 、 問 題 な く ク リア ー で きる 。 た 巨像 の 体 カ が 増 
えて いる た め 、 効 率 よく 玉 点 を 攻撃 する 必要 が ある 。 頭 部 に た どり 着く と 、 
巨像 は 大 きく 頭 を 振り 上 げ る 。 体 勢 を 月 され な いた め に は 、 巨 像 が 頭 を 
振り 終え た ら す ぐに 力 を 溜め 始め 、 巨 像 が 再び 頭 を 振り 始め る まえ に 剣 
を 突き 刺す と いい 。 巨 像 は 体力 が 半分 以下 に な る と 頭 を 横 に 振る よう に 
な る の で 、 必ず 巨 像 の 顔 の 向き に 対し て 垂直 に 位置 取る こと 


【 タ イム アタ ッ ク 】 
フー マル モー ド 6:00:00 ハー ドモ ー ド 5:00:00 


罰 ノ ー マ ル モー ド の 倒し 方 

戦闘 開始 直後 、 ア グロ に 騎乗 し て その 場 で 待機 。 巨 像 が 近づい て きた ら 、 
一 定 の 距離 を 保つ よう に 走り 出 そ う 。 ア グロ が 最高 速 に 達し た あと は 、 人 g 
ボタ ン を 押し 続け て いる と 最高 速 が 維持 で きる 。 急 発進 が 苦手 な 人 は 、 
この 操作 方 法 を 覚え て お く と いい だ ろう 。 目 を 射 抜い た あと 、 巨 像 が 壁 に 
衝突 する デモ シー ン が 流れ る 。 じつは 、 こ の デモ シー ン 中 も アグ ロ が 走っ 
た まま に な っ て いる の で 、 巨 像 か ら 離 れ て し まわ な いよ うに 急 停止 し て お 
く と 安全 巨像 の 背中 に つか まる と き は 、 ア グロ か ら 直 接 飛び 移る こと 。 


中 ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

ノー マル モー ド と 比べ て 、 規 定時 間 が 1 分 拓く な っ て いる 。 だ が 、 時 間 に 余 
容 が ある の で 対 負 法 を 変え る 必要 は な い 。 巨 像 が 壁 に 衝突 し た あと に 弄 
京 を 攻撃 する 際 、 紋様 が 消え る と 巨像 は 地 中 に 潜っ て いく 習性 が ある 。 ハ 
ー ド モー ド で は 、 最 大 まで 力 を 溜め て 創 を 5 回 突き 刺す と 玉 点 の 紋様 が 消 
える の で 、 ま ず は 尻尾 側 の 層 点 を 4 回 攻撃 。 そ の あと に 頭 部 側 に ある 訪 点 
を 攻撃 し よう 。 時 間 短縮 に は な ら な い が 、 こ うす る こと で 再び 巨像 を 壁 に 
街 突 さ せ た と き に 、 確 実に トド メ が 刺 せ る よう に な る 。 


104 到 還 : 還 本 


巨像 に 間欠 泉 を 当て る まで の 行動 を バタ ー ン 化し て し まえ ば 、 規 
定時 間 内 クリ アー は 簡単 だ 。 た だ し 、 間欠 泉 が 吹き 出る タイ ミン 
グ は 、 巨像 が 登場 する デモ シー ン を どこ で スキ ッ プ させ る か に よ 
っ て 変化 する 。 プレ イ を 繰り 返し 、 タ イミ ング を 覚え て お く こと 。 


アグ ロ に 騎乗 し た ら 、 光 弾 を 食らわ な いよ うに 
⑯ ボ タン を 押し て すぐ に 走り 出す こと 


ノー マル モー ド と の 違い は 、 憶 点 を 攻撃 する 回 
数 が 増え る だ け 。 連続 で 佑 を 突き 割 そう 


アグ ロ に 騎乗 し な が ら 、 いか に 素早 く 巨像 の 目 を 射 抜く か が 時 間 
短縮 の ポイ ント と な る 。 重要 と な る の は 、 巨像 注視 の 使い 方 と 弓 
の 扱い 方 。 巨像 の 接近 に 合わ せ て 巨像 注視 を 使い な が ら 弓 を 構 
え 、 迅速 か っ 確実 に 巨像 の 目 を 狙う よう に 行動 する こと 。 


、| アグ ロ 購 灯 中 、@ ポ タン を 回 打 し な く て も 、 ボ ポタ 
| ン を 押し 続け て いれ ば 電 高 速 に 違 する 


但 g を 恒 え て いる と き に 最大 まで 力 を 潤 め ず 、 矢 
を 吉 続 で 笛 っ て 目 を 通う の も 手 だ 


1 タイ ム ア タ ッ ク 】 
フー マル モー ド 5:30:00 ハー ドモ ー ド 5:30:00 


言 ノ ー マ ル モー ド の 倒し 方 

戦闘 が 始ま っ た ら 、 す ぐに 右側 に ある 台座 の 上 へ 移動 。 素手 の 状態 と な り 
巨像 が 台座 に 突進 する の を 待 と う 。 巨 像 の 突進 に 合わ せ て 地面 へ と ジャ 
ンプ し 、 地 面 に 落ち た 松明 の も と へ 。 松 明 は 、 近 づい て ⑱ ボ ポタ ン を 連打 
すれ ば 拾う こと が で きる 。 松 明 を 手 に 入れ た ら 素 早く 谷 側 に ある 台座 へ 移 
動 し 、 台 座 に 登っ て 松明 に 火 を 灯 そ う 。 火 を 灯す と き は 、 待 火 の 前 で 代 ポ 
タン を 押す の が 確実 だ 。 巨像 を 谷底 に 落下 させ た ら 崖 の 上 か ら 矢 を 射 り 
巨像 を スタ ー ト 地点 まで お びき 寄せ て か ら 科 点 を 攻撃 する こと 


皿 ハ ー ド モー ド の 倒し 方 

規定 時 間 が ノー マル モー ド と 同じ た め 、 巨 像 を 谷底 に 落と すま で に 手間 取 
る と 規定 時 間 内 クリ アー は 困難 と な る 。 谷 底 に 落と すま で に 時 間 が か か 
っ て し まっ た 場合 は 、 ス ター ト 地 点 ま で お びき 寄せ ず 、 摩 下 に 飛び 降り て 
処 点 を 攻撃 する の も 手 だ 。 巨像 の 背中 に 向かっ て 飛び 降り る こと が で き 
れ ば 、 そ の まま し が みつ いて 弱点 に 刻 を 突き 刺す こと が で きる 。 ワ ンダ が 
背中 に し が みつ いて いる と 巨像 は 激しく 暴れ る が 、 巨 像 の 進行 方 向 に 対し 
て 垂直 に 位置 取っ て いれ ば 、 体 勢 を 崩さ れる こと は な い 


[1 タイムアタック 
フー マル モー ド 9:30:00 ハー ドモ ー ド 


時 ノー マル モー ド の 倒し 方 

巨像 の 頭 部 へ と 移動 する 際 、 背 中 か ら よじ 登 ろ うと する と 移動 に 手間 取る 
た め 、 大 幅 に 時 間 を 口 ス し て し まう 。 そ こ で オス ス メ な の が 、 足 場 か ら 頭 部 
へ と 飛び 移る 方 法 。 江 闘 が 始ま っ た ら す ぐに 装備 を 弓 に 切り 替え 、 ど の 部 
位 で も 構わ な い の で 巨像 に 矢 を 当て る 。 す る と 、 巨 像 は 光 弾 を 発射 し た 
あと に 前 足 を 足場 に 乗せ る 。 こ の 隙 に 足場 か ら 顔 に 向かっ て 人 那 び 移 れ ば 、 
顔 に つか まる こと が 可能 な の だ 。 あ と は 顔 か ら 頭 の 上 に よじ 登り 、 突 起 物 
を 剣 で 叩い て 屋根 つき の 足場 へ と 誘導 させ る だ け だ 


因 ハ ー ド モー ド の 倒し 方 

身 点 の 数 と 位置 は ノー マル モー ド と 変わ ら な いた め 、 基 本 的 な 対処 法 に も 
変化 は な い 。 た だ し 、 笛 点 に 剣 を 突き 刺す 回 数 が 増え る の で 、 ダ メー ジ を 
与え た と き の 巨像 の 習性 を 理解 し て お く こ と 。 巨像 は 、 体 力 が 半分 以上 小 
る と 、 足場 の 屋根 を 体 当 た り で 破壊 する 。 ま た 、 形 点 を 攻撃 する 際 、 最 大 
まで を 溜め て か ら 剣 を 2 回 突き 素 す と 、 水 中 に 潜水 する 習性 が ある 。 剣 
を 2 回 究 き 刺し た あと に 再び を 溜め 始め 、 巨 像 が 水中 に 潜る 骨 間 に 突き 
刺し 、 少 し で も ダメ ー ジ を 与え る よう に 行動 する こと 


ワン ダ と 区 重き え の 間 


時 間 短 縮 の ポイ ント と な る の は 、 松明 を 拾う と き と 巨 像 を 谷底 に 
落と す と き 。 何 より も 重要 と な る の が 、 巨像 の 攻撃 を 食らわ な い 
よう に 行動 する こと 。 巨像 の 体力 は 少な い の で 、 短 時 間 で 外 殻 を 
剥が せれ ば 、 余 拾 を 持っ て 規定 時 間 内 に クリ アー で きる 。 


世 像 を 谷底 に 落と す と き は 、 近づき すぎ な いこ 
を 押し な が ら 近 づく と いし 


世 居 注視 を 使い な が ら 巨 側 の 背中 へ 。 朱 下地 


の で 、 よ り 確実 に 汗 地 で きる , 


巨像 の 頭 部 に 登り 、 突起 物 を 攻撃 し て 進行 方 向 を 選択 。 屋 根 つ 
き の 足 場 に 飛び 移っ た あと 、 巨像 の 体勢 が 変わ る まで 待た な け 
れ ば な ら な いた め 、 忌 点 を 攻撃 する まで に 時 間 が か か る 。 規定 
時 間 は 長い の で 、 焦ら ず 落 ち 着 いて 行動 する よう に 心がけ よう 。 


世 像 が 前 足 を 乗せ た ら 5 足場 か ら 請 に 向かっ て ジ 
ャ ンプ 。 顔 の 出っ張り に し が みつ こう 


巨 側が 近づい て いる 場合 は 、 写 真 の 位置 か ら ジ 
ャ ンプ する と に つか まる こと が で きる 。 


発 = 


【 タ イム アタ ッ ク 】 
フー マル モー ド 12:00:00 ハー ドモ ー ド 13:00:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 

スタ ー ト 直後 、 す ぐに 装 備 を 弓 に 切り 替え て 意 所 を 射 抜 こ う 。 巨像 注視 を 
使い つつ 、 動 き を 予想 し な が ら 矢 を 放つ と 当たり や すい 。 急 所 を 射 抜い 
て 巨像 の 高度 が 下がっ た ら 、 ア グロ に 騎乗 し た まま 舞 の 近く へ 。 飛 び 移 る 
の は 後方 に ある 夏 。 し が みつ いた あと は 、 夏 の 傾き が 水平 位置 に 戻る 前 
に 根本 まで よじ 登っ て お く と いい だ ろう 。 胴 体 に 移動 し た ら 、 す ぐに 慌 点 
を 攻撃 。 青 点 の 紋様 が 消え る と 巨像 は 回 転 す る の で 、 傾 き に 気 を つけ な 
が ら 体毛 が 生え て いる 部 分 を 進み 、 落下 の 危険 を 回 避 す る こと 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

災 に し が みつ くま で の 対処 法 は 、 ノ ー マ ル モー ド と 同じ 。 た だ し 、 ハ ー ド モ 
ー ド で は 巨像 の 体 カ が 増え て いる た め 、 ふ た つ 目 の 笠 点 を 攻撃 し て いる 途 
中 に 巨像 は 地 中 へ 潜っ て し まう 。 巨像 が 地 中 に 潜っ た あと は 、 す ぐに アグ 
口 へ 騎乗 。 巨 像 注視 を 使い な が ら 、 地 中 か ら 出 て くる と ころ を 待ち 伏せ し 
よう 。 待 機場 所 の 目 の 前 に 巨像 が 現れ れ ば 、 簡 単に 急所 を 射 抜け る 。 層 
点 を 攻撃 する の に 手間 取っ た 場合 、 何 度 も 巨像 の 体 に よじ 登る こと に な 
る が 、3 回 まで な ら ば 規定 時 間 内 に 倒す こと が 可能 だ 


【 タ イム アタ ッ ク 】 
ノー マル モー ド 9:00:00 ハー ドモ ー ド 9:00:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 

通常 の 攻略 法 と 同じ よう に 、 円 柱 に 登っ て 巨像 へ 矢 を 射 り 、 突 進 を 誘発 さ 
せる 。 円 柱 に 登る と き に は 、 力 を 7 割 程度 まで 溜め て か ら 垂 直 に ジャ ンプ 
する と 、2 段 ずつ 登っ て いく こと が 可能 だ 。 円 柱 が 倒れ る と き は 、 完 全 に 倒 
れ て し まう 前 に つぎ の 足場 へ と 飛び 移り 、 少 し で も 時 間 を 短縮 する よう に 
行動 し た い 。 ま た 、 才 中 で 挿入 され る デモ シー ン 中 も 移動 で きる こと を 覚 
えて お く こ と 。 と くに 、 最後 の 円 柱 が 倒れ る デモ シー ン 中 に 壁 の 自 へ と 移 
動 す れ ば 、 巨 像 と の 理 離 を 稼ぐ こと が で きる の で 重宝 する 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

層 点 を 攻撃 する と き に 若干 の 注意 が 必要 と な る が 、 基 本 的 な 対処 法 は ノー 
マル モー ド と 変わ ら な い 。 巨像 の 外 殻 を 剥 が し た あと 、 青 中 に 乗っ た と き 
に 連続 で 攻撃 で きる か どう か が 、 ク リア ー の 成 知 を 左右 する 。 刷 点 を 攻撃 
する と き は 、 必 ず 巨 像 の 進行 方 向 に 対し て 横 に な る よう に し が みつ く こ と 
この 体勢 が 誰 持 で きれ ば 、 剣 を 突き 刺 そ うと 力 を 溜め て いる と き に 体勢 が 
崩さ れる 心配 は な い 。 巨像 が 体 を 小刻み に 震わせ た と き や 、 走 り 出 し た と 
きも 体勢 は 崩れ ず 、 安心 し て 剣 を 突き 刺す こと が で きる 


ET ELIN TI 


腹部 の 急所 を いか に 素早 く 射 抜け る か が 、 規定 時 間 内 クリ アー 
の 成否 を 分 ける 。 た だ し 、 規 定時 間 に は 余 拾 が ある の で 多少 時 
間 が か か っ た か ら と いっ て すぐ に 諦め な いこ と 。 巨像 が 地 中 か ら 
現れ る と き は 急所 を 狙い や すい の で 、 この 隙 を 逃さ な いよ うに 。 


層間 給 直 後 の 巨像 の 動 
急所 を 射 技 け る よう に 練 


コン トロ ー ラ ー が 振動 する と 巨 條 は 地 中 か ら 誠 
を 現す 。 出現 位置 予測 し て \ よ う 


巨像 の 外 殻 を 剥が すま で の 移動 を 無駄 な く 行う こと が タイ ム 短 縮 
に つなが る 。 巨像 の 動き は 気 に せ ず 、 ス ムー ズ に 移動 する よう に 
心がけ よう 。 外 殻 を 剥が せる 天井 の ある 広場 まで 5 分 以内 に 到達 
で きれ ば 、 余裕 を 持っ て 倒す こと が で きる は ず だ 。 


流れ る よう な 動き で 移動 。 丁寧 
動 すれ ば 、 規 定時 間 内 に クリ アー で きる 


巨 備 が どん な に 鼻 れ 


れ な いよ うに し が み 


【 タイ ム ア タ ッ ク 1 
フー マル モー ド 10:00:00 ハー ドモ ー ド 11:30:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 

スタ ー ト 直後 、 左 側 に ある 建造 物 を 目指 し て 移動 
に ある 石 量 の 上 で 、 巨 像 が 踏み つけ 攻撃 を 仕掛 け て くる の を 
つけ 攻撃 で 石 量 が 傾 か な か っ た 場合 は 、 割 り 切っ て や り 直 す の も 手 だ 
橋 の 上 で 巨像 の 攻撃 を 誘発 させ る 際 、 デ モ シ ー ン 徹 に 誤っ て 転 
うがい い 。 頭 部 に ある 箕 点 を 攻撃 し 終 
を 落と す デ モ シ ー ン が 流れ た ら 地 面 に 降 


世 像 の 
追加 さ 
まっ て いる と 、 巨 像 は 大 きく の け 反 っ た あと に 左右 に 体 を 振る わせ る 。 腕 
の 消費 は も ちろ ん 、 時 間 の ロス と な っ て し まう の で 、 巨 像 が 動き 出す 前 
に 必ず 剣 を 突き 突き 刺す こと 。 左 肢 の 玉 点 を 攻撃 し 終え た ら 、 ノ ー マ ル モ 
ド と 同じ 手順 で 型 点 と 女 所 を 攻撃 し て いけ ば いい 。 左 胸 の 翌 点 を 攻撃 
する の に 手間 取ら な けれ ば 、 問 題 な く 規定 時 間 内 に クリ アー で きる 


体 に つか まる 


れ て いる の 


【 タイ ム ア タ ッ ク ] 
フー マル モー ド 9:30:00 ハー ドモ ー ド 13:00:00 


ノー マル モー ド の 倒し 方 
ず 、 慎 重 に 行動 する こと が 何より も 重要 と な る 。 光 弾 は 基本 的 に 単発 
で 発射 され る が 、 ご く 笑 に 連続 で 発射 され る こと も ある の 

隠れ 巨像 は 光 弾 を 発射 する こ 。 


ハー ドモ ー ド の 倒し 方 

障 点 の 位置 と 数 は ノー マル モー ド と 変わ ら な い 。 ま だ た 
ルモード と 比べ て 3 分 30 秒 も 長く な っ て いる の で 焦る 必要 は な い 。 肥 点 を 
攻撃 する と き に 安定 し た 体勢 を 維持 で きれ ば 、 問 題 な く 規定 時 間 内 に クリ 
アー で きる 。 肝 点 を 攻撃 する と 、 巨 像 は 前 の め り に な っ て 頭 を 振り 回 す 
後頭 部 側 に し が みつ いて いれ ば 体勢 を 崩さ れる こと は な い の で 、 巨 像 が 
頭 を 振り 回 し て いる あい だ に 廊 を 突き 刺す こと が 可能 だ 。 胸 力 を 回 復 さ 
せ た い と き は 、 育 中 の 体毛 が 生え て いる 場所 で 休む と いい 


規定 時 間 が ノー マ 


ウン タダ と 四 信吉 え の 糧 生 


ノー マル 、 ハード モー ド と も に 規定 時 間 が 長い た め 、 余裕 を 持っ 
て プレ イ で きる 。 移動 ルー ト を パタ ー ン 化 さ せれ ば 、 苦労 する こ 
と は な い だ ろ う 。 し 、 巨像 の 体 に し が みつ いて いる と き は 播 
れ が 激しい の で 、 ワ ンダ の 体勢 を つね に 確認 する よう に 。 


巨像 の 足元 に た どり 着く まで の 道のり が 長い た め 、 光 弾 を 食らう 
と 大 幅 に 時 間 を ロス し て し まう 。 巨像 の 足元 か 弱点 に 到達 する 
まで は それ ほど 時 間 が か か ら な い の で 、 い か に 攻撃 を 食らわ ず 
に 巨像 の 足元 まで 進む ひか が クリ アー の 成否 を 左右 する 。 


巨像 が 光 弾 を 発 
に する < 


/ 


し 要 業 2] 


古 の 洞 の 上 に ある 庭 


168 東証 


緑 に 覆 わ れ 、 暖 か い 光 が 差し 込む 庭園 。 だ が 、 庭 園 に た どり 
着く に は 、 事 前 に 到達 ルー ト を 知っ て お く 必 要 が ある 。 こ の 
に ある 情報 を 頭 に 叩き 込み 、 安 全 に 庭園 を 目指 そう 。 


まず 、 掘 カメー ター の 最大 値 を 画面 か ら は み 出 る ほど 増加 させ る 。 余 裕 を 持た せ た い な ら ば 、4 週 
目 ま で クリ アー し て お く と いい 。 登 り 始め る の は 、 弓 の 北東 に ある 壁 に コケ の 生え た 場所 。 ほ か に 
も 登れ る 場所 は ある が 、 頂 上 に 到達 で きる の は この 場所 だ け だ 。 登 り 始 め て コケ の 生え た 最上 部 に 
到達 し た ら 、 右 に ある 出っ張り へ 。 そ の まま さら に 右 に 移動 する と 、 背 中 越し に コケ の 生え た 壁 が 
ある の で 、 後 ろ を 向い て ジャ ンプ で 飛び つこ うう 。 飛び つい た あと は 所 力 の 節約 の た め 、 回 か ら 手 を 
離し て 下部 へ 移動 し 、 右 側 に ある 出っ張り を つか むこ と 。 右 へ 進み 、 出 っ 張り の 行き 止ま りか ら 右 
側 の 壁 へ ジャ ンプ 。 右 上 へ よじ 登り 、 再 び 右側 に ある 出っ張り を つか み 、 そ の まま 右 へ と 移動 。 痛 
後に コケ の 生え た 柱 が 見 えて くる の で 、 後 ろ を 向い て 柱 へ ジャ ンプ し て 飛び つく こと 。 こ の あと 柱 
を 登り 続け 、 最 上 部 で ジャ ンプ を 行え ば 、 庭 園 に た どり 着く こと が で きる 。 途 中 、 腕 力 を 回 復 で き 
る 場所 は な く 、 一 定 の 高 さま で 登っ た あと は 落下 する と ゲー ム オ ー バ ー と な っ て し まう 。 慣 れ な い 
うち は 、 カ メラ を 動か し な が ら ど こ に つか まれ る の か 観察 し な が ら 進 むと いい だ ろう 


美しき 風景 が 広がる 


頂上 到着 後 、 左 側 へ 道 な り に 進む と 水 と 緑 と 光 の コン トラ スト が 美しい 
庭園 に た どり 着く 。 ち な み に 、 右 側 へ 進む と アー チ 橋 の 上 に 進む こと が 
で きる 。 古 え の 地 の 外 に 出る こと は で き な い が 、 ア ー チ 橋 か ら の 眺め は 
絶景 な の で 、 庭 園 へ 向かう まえ に 立ち 寄っ て お く と いい だ 


庭園 に 実る 禁断 の 果実 


庭 国 に は 、 入 手 す る と 体 カ メー ター と 握 カ メー ター の 最大 値 の 減る 果実 が 
37 個 実っ て いる 。 意味 深 な 感じ を 受け る が 、 入 手 し た か ら と いっ て 物語 や エ 
ン デ ィング 内 容 に 変化 が 表れ る こと は な い 。 手 に 入れ た あと に 地上 へ 戻り 
記録 を 保存 し て し まう と 、 悔 や ん で も 悔やみ きれ な く な る の で 注意 し て ほし い 


制作 現場 か 5 


点 は 線 と な り 線 は 面 を 作る 
東 縛 さ れず 安住 し な い 
る 意思 は 奇跡 の よう な 作品 を 生み 出し た 


完 r 


設定 イラ スト 


膨大 な 設定 画 か ら 紡 ぎ 出さ れ た 「 ワ ンダ と 巨像 」 の 世界 。 ここ で 
は 、 開発 チー ム か ら 特 別に お 借り し た 秘蔵 の 設定 イラ スト や スケ 
ッ チ を ディ レク ター 上 田 氏 の コメ ント と と も に 公開 し て いく 。 


第 3 の 巨像 の ステ ー ジ スケ ッ チ で | 
す 。 か な り 初 期 の も の で すね 。 
172 人 電 か ち 


ワン ダ と 臣 信 古 え の 旬間 


トー 
ダ の スケ ッ チ で す 。 当 初 か ら 瑞 を 長く する 予定 で し た 。 


少女 の スケ ッ チ で す 。 
TICO」 に 登場 し た ヨル ダ 
と の 対比 を 考え 、 髪 の 長 
い 女 性 に し て いま す 。 


シャ ー マ ン の スケ ッ チ で す 。 
作 面 は 複 委 の デザ イン 案 が あり まし た 。 


キム o マ 1 
(eet Ne) 


[ 
NN\M 


1 人 


っ. 


1 人 
9 

MC 由 

プ の 旨 避 【 


「!CO』 で も 基 に し た マン ト に 描か れ て いる 和 様 で す 。 文字 で も 柄 で も な い 、 ほ か に は な い デ ザイ ン 
を イメ ー ジ し て いま す 


セー ププ レー ト の 初期 デザ イン で す 。 最初 は 単価 
で 置く つも り で し た 


セー ブ し た 回 数 分 、 石 が 積ま れる (上 限 有 り ) 


Io 二 3 La TH 


ウン ダ と 臣 全 右 え の 地 


N 
人 NN Ni 2 
Ns 0 ルー ルカ 


第 1 の 巨像 の 初 基 デ ザイ ン で 
す 。 僕 が 描い た も の で すね 。 


攻 軸 仕様 を 反映 させ た 
第 3 の 巨像 の スケ ッ チ で す 。 


第 3 の 巨像 の 足 で す 。 初 若 の も の で すね 。 


ボス イメ ー ジ 
(マン モス カス タム ) 


ボス 仕様 


プレ イヤ ー 追 従 エ リア 


プレイ ヤー 探し エリ ア 

・ 10 秒 間 ( 箇 定 ) 移動 を 中止 
ブレ イヤ ー を 探索 する モー ショ ン 

ーー この 後 、 必 ず 前 進 モ ーション X n 回 
( 合 を 通り 過ぎ る 程度 前 進 させ る ) 


第 4 の 巨像 の 仕様 書 で す 。 いま と は 仕様 は 異な っ て ます 。 


178 折半 人 電 か ら 


ワン タ と 皿 仁 さえ の 得 生 


水中 戦 を イメ ー ジ し た スケ ッ チ 画 で す 。 
水中 戦は ぜひ や り た か っ た 


第 7 の 巨像 の ステ ー ジ イラ スト で す 。 


往 - 


第 8 の 巨像 の スケ ッ チ で す 。 間 発 初期 は 、 
第 8 の 巨像 は 3 つの タイ プ が いた ん で す 。 
この ペー ジ に は すべ て の タイ ブ が 載っ 
て ます 。 タイ プ ご と に 点 の 位置 や 攻略 
の 仕様 が 異な っ て いま す 。 


180 下 大 : 前 他 末吉 か 5 ーー 


ウン ダ と 正信 さえ の 人 


弟 10 の 巨像 の スケ ッ チ で す 。 最 近 描い た も の で すね 。 攻略 の 
仕様 を 考え 、 騎 量 し な が ら 背後 に 弓 を 射る ワン ダ の スケ ッ チ 
を 失 い て ます 。 顔 の アッ プ は 初期 の デザ イン 案 で すね 。 


K、 


・ 獅 子 舞 +/ パ ツ ファ ロー+ 装甲 

(の リフ ィ ン カ スタ ム ) 

・ 体 は 装甲 で 履 わ れ て お り 、 

装甲 が 壊れ な い 限り 掴ま り 属性 は な し 。 
・ 装 甲 に エッ ジ 属 性 が 何 個 か 存在 。 


ニー テグ 
前 方 攻撃 範囲 90 度 : 5m( 暫 定 ) 


NN 内 


突進 範囲 6O 度 : 50m( 暫 定 ) 


没 = 突進 が プレ イヤ ー に ヒッ ト し た 場合 は 
再 突進 まで に 5 秒 (暫定 ) の 硬化 時 間 有り 。 


ボス 行動 パタ ー ン (た いま っ 点灯 時 ) 


の 


、 章 方 90 度 : 4m( 折 定 ) N 


! ン ヒ ー 右 後ろ 後ずさり 範囲 6O 度 : 7m( 暫 定 ) 
ン 


第 11 の 巨像 の 攻略 仕 様 で す 。 初期 に 考 


後方 後ずさり 範囲 0 度 : 7m( 匠 定 ) kn 
後 ず き り 範囲 0 度 : 7m (暫定 
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ランタ た 時 え の 
ボス 攻撃 

プレ イヤ ー に Ray が 通る と その 場所 に 両角 の 間 に 光 を 溜め て 射出 する 。 
(射出 時 に Ray が 通っ て な い 場合 は 最後 に Ray が 通っ た 場所 に 射出 ) 
溜め に 5 秒 (暫定 ) / 


ボス イメ ー ジ (カメ ボス カス タム ) 
PO 


通常 泳 ず 、 も し く は 浮い て る 場合 は Ray が 通り ます 。 
高速 泳ぎ (潜水 ) 中 は Ray が 通り ませ ん 。 
(水面 に ボス 視界 コリ ジョ ン を 用 意 ) 


大 ダメ ー ジ ポイ ント は 通常 時 、 水中 に ある 
胸部 の み で 、 右 図 の よう に カバ ー の よう な も の に 
覆 わ れ て いる 。 (角度 に よっ て ヒッ ト 可 ) 


( 例 ①) 大 メージ ポイ ント  ( 例 の ) 大 メージ ポ イン ト 


ヤー が A パ ー ツ 上 の 1 階 に いて ボス が 
モー ショ ン が 出せ る 時 、 5 秒 経過 し た ら 台 乗り モー ショ ン ハ へ 須 移 。 


第 12 の 巨像 の 攻 較 仕様 で す 。 この ころ の デザ イン に は 巨像 に 目 が ある ん で す 。 


惣 


S ヘビ ボス II ステ ー ジ 


中 砂漠 と 接する 部 分 は 必ず 清らか に 落 か る こと 


に 
タレ ラシー 
hg ご 


ーー 商 ジ 


第 13 の 巨 信 の ステ ー ジ …… で は な く て 、 第 10 の 巨 佑 の ステ ー ジ で す 。 Ai トー マー トー に 
5 宅 * 
砂 岬 の 面積 は この 絵 の 2 倍 く らい づ さ 


第 14 の 巨像 の スケ ッ チ で 
す 。 この 互 像 は 初期 に デ 
ザイ ン が ま っ て いま し 
た 。 装 申 が は げた も の や 
細部 の ディ ティ ー ル も いま 
の も の に 近い で すね 


184 mi 時 


ワン ダ と 上 便 え の 利 


第 16 の 巨像 の デザ イン で す 。 
本 当 は こい つが ラス ボス で は 
な か っ た ん で す が ……。 


項 16 の 巨像 の 攻略 仕様 で す 。 初 期 に 僕 が 描い た も の で すね . 


186 


プレ イヤ ー の 侵入 経路 
に ーー - 一 箇所 で も な く 、 ど こ か ら で も 可能 で も な く 
決ま っ た 場所 (7 箇所 くら い ) か ら 侵入 し ます 。 


ボス 起動 フラ サ 
(移動 開始 ) 


ボス の 攻撃 範囲 内 に は 
洞窟 の よう な 通路 が あり 
プレ イヤ ー は そこ で ボス の 
攻撃 を 避け て ボス の 背後 
& 足 元 に 近づく 。 


と ころ どこ ろ に 覗き 穴 が あり 、 ボス ター ゲッ ト 
も し く は 主観 カメ ラ で ボス の 状態 (方 向 ) な ど 
が 確認 で きる 。 吹っ飛び or 任意 で 覗き 穴 に 
落ち る こと も 有り 。 


洞窟 通路 の 大 き さ は カメ ラ の 移動 に 
支障 が な い 程 度 の 広 さ 。 


FES LTTYY1 


の | 
制作 初期 の イラ スト 0 


グリ フィ ン 、 ロ ッ ク 、 フ ェ ニ ックス ……。 開発 初期 に 生み 出さ 
れ た さま ざま な 巨像 た ち 。 プ レイ ヤー が 目 に する こと の な か っ 
た 、 幻 の 巨像 イラ スト を 上 田 氏 の 解説 つき で 一 挙 公開 する 。 


シソ 


同じ く 、 水 に 潜む 巨 側 の スケ ッ チ そ の 2 で す 。 


に : 王 -3 HLL ょ 1 


小 且 側 の スケ ッ チ で す 。 密度 が 足り な か 
っ た こと や は か の 巨像 と 攻略 の 仕様 が 重複 ) 
する 部 分 が あり 、 最終 的 に ボツ と し た ん で す 。 / 2 We *、 


島 型 巨像 の スケ ッ チ で す 。 鳥 巨像 は 当初 い 
くつ か の デザ イン 案 が あり まし た 。 


人 


第 13 の 巨像 の 原型 と な っ て いる スケ ッ チ で す 。 組 
か い デ ィ テ ィ ー ル まで デザ イン し て あり まし た が 、 攻 
隔 の 仕様 を 考え た と き に 削る こと に し まし た 


CUE ELL2 TL 


ワン タダ と 目 便 さえ の 得 


サル と 呼ん で いた 巨像 の スケ ッ チ で す 。 天井 に ぶら 下がっ て いて 、 
地面 に 落と し て 倒す と いう 攻略 の 仕様 で し た 


シリ ウス と 呼ん で いた 巨像 の スケ ッ チ で すね 。 攻略 の 仕様 が 


うま くい か ず . ボツ と な っ た 巨像 で す 。 


四 足 歩行 巨像 の スケ ッ チ で す 。 放 同 の 
仕様 は 、 弟 2 の 巨像 に 活か され て ます 。 


デビ ル と 呼ん で いた 巨像 の デザ イン 案 で 
す 。 も っ と も 小さ い 巨像 で し た 。 朋 を 使っ 
て 成 陽 し た り 、 章 に 基 れ て 近づき 、 育 中 
か ら 攻 撃 する と いう 攻略 仕様 で し た 。 


ラス ポス を 考え て いた と き の ス 
ケッ チ 、 デ ザイ ン 案 で すね 。 


ワン ダ と 臣 便 さえ の 季 


これ は サル 型 巨像 の デザ イ 
ン バ パリ エー ショ ン で す 


^ 
生み 5 3 


秘蔵 スナ ッ プ ショ ッ ト 


イラ スト か ら ゲ ー ム の 中 へ 。 命 を 吹き 込ま れ た も の の 、 さまざま 
な 理由 か ら 登場 が で 叶わ な か っ た 巨像 が 存在 する 。 上田 氏 に ひと 
つ ず っ つ 解説 し て も らい な が ら 、 秘 蔵 ス ナッ プシ ョ ッ ト を 完全 公開 。 


水辺 か 陸地 に 醒 滞 きせ る と いう 攻 還 の 仕様 で し た 


7 二 ES Rd TE 


ワン ダ た 区 全 右 え の 間 


像 の 別 パタ ー ン モデ 


人 ム 


ショ ッ ト で す 。 花 の 糸 根 


し が みつ き の テ スト ショ ッ ト で す 、 


た DC ET 


サル に つか まっ て いる と き の テ スト ショ ッ ト で す 


C: 証 3 LT 


寺 物 内 を 覗き 込む テス トシ ョ ッ ト で すね 


当初 は 空 の エフ ェクト が いま と は 異な る も の で し た 。 


ジャ ンプ テス ト 中 の スナ ッ プシ ョ ッ ト で す 


万 の 質感 の テス トシ ョ ッ ト で す 。 メー ター も 初期 の も の て 


攻撃 モー ショ ン の テス トシ ョ ッ ト で す み つけ 攻撃 の テス トシ ョ ッ ト で す 


ヤモリ A の 初期 スナ ッ プシ ョ ッ ト で す 


ワン タダ と 皿 合 さえ の 得 


シリ ウス と の 障 闘 で 使う は ず だ っ た 岩 で すね 


初期 の まん 坊 シ ョ ッ ト で す : 


ワン ダ と 巨像 ] を 作っ て いて 、 これ は 会 心 作 に 
な る 、 と 感じ た の は どん な と き で すか ? 


物 か 生き 物 か わか ら 
きり 生き 物 
な り ま す 


ワン ダダ と 巨像] を 語る うえ で 欠か すこ と が で き な い 、 15 人 の 作り 手 た ち 。 ま 
ず は メイ ン で 制作 指揮 を 執っ た 上 田 文人 氏 、 海道 賢 仁氏 の 声 を 、 週刊 ファ ミ 
通 2005 年 12 月 2 日 号 に 掲載 され た イン タビ ュー に 加筆 修正 し て お 届け する 


198 素敵 昌 を 


を 軽く し つつ 、 密度 を 感じ られ る 表現 は な いも の か と 
考え た と き に 、 毛 が あれ ば 巨大 な 感じ が 出る 、 と 。「 ワ 
ンダ と 巨像 は 、 巨 像 も 世界 も 大 きい で すか ら 。 巨像 
が も っ と 密集 し て いて も いい ん で し ょ うけ ど 、 それ で は 
距離 感 が な く な っ て し まい ます し 


革 像 の 数 と ゲー ム の 密度 


巨像 の 数 は 最初 か ら 16 体 だ っ た の で すか ? 
上 田 じつは 最初 48 体 いま し た 。 仕様 的 に と いう か 、 
潰 然 と その 数 字 が 頭 に あっ て 。 で も 、 そん な に 出す 
の は 無理 だ と いう こと で 、 その 半分 の 24 体 に 絞り ま 
し た 。 そこ か ら 実際 に 、 巨 像 の モデ ル や 攻略 の アイ 
デア も 出し 始め て 。24 体 と いう 数 は 、 制 作 期間 
は 間に合う か も し れ な いけ ど 、1 体 1 体 の ウオ リティ 
ーー を 考え る と 実現 が 源 し いと いう こと で 、 現 在 の 16 
体 に 落ち 着い た ん で す 。 
その 取引 選択 の 基準 は 何で すか ? 

上 田 巨像 の 取捨 選択 を する と き は 、 そ の と き の 完 
成 度 や 攻略 方 法 が か ぶら な いよ うに し まし た 。 巨像 
の 攻略 の 手順 と し て は 、 序盤 に 出 て くる 巨像 は 地形 
な ど は 開 係 な く 倒せ る よう に 。 そ の うち に 周囲 の 地 
形 も 利用 し た り 、 巨像 自体 も トリ ッ キー な も の に し て 
いく ん で す が 、 その 中 で 同じ よう な 攻略 を する も の は 
削っ て いき まし た 

海道 2 体 が それ ぞ れ 持っ て いる 要素 を 1 体 に 集約 し 
た り 、 捨て る わけ で は な く 、 組み 合わ せる こと で 攻略 
の パズル を お も し ろく し て 

上 田 中 に は 、 つ か まっ て 倒さ な く て も いい 巨像 の ア 
イデ ア も 出 て きま し た が 、 わ ざわ ざこ の ゲー ム で や ら な 
く て も いい か な と 。 そう いう 意味 で 、 巨 像 じゃ な く て も 


ディ レク ター 


ゲ ダーム デ ザイ ン 、 プロット 、 総 コン テ な ど 、 作 
品 の あら ゆる 面 に 関わ る 。 好 き な 巨 像 は ミノ 
タウ ルス A (1 信 目 )。「 ゲ ー ム の つか み と な る 
重要 な 巨 俸 で すし 、 最初 か ら 作 っ て いま し た 
か ら 。 手間 も か か っ て いま す ] 


成り 立つ も の は すべ て 外し まし た 。 ゲ ー ム と し て は お 
も し ろく て も 、 こ の ゲー ム に 必要 ある の か な い の か を 
重視 し て 。 ワ ンダ と 巨像 の ガチ ンコ 勝負 も お も し ろか 
っ た ん で すけ ど 、 それ は この ゲー ム に 合わ な いと 
具体 的 に は どん な 巨像 が いた ん で し ょ うか 
上 田 「 ワ ンダ と 巨像 」 の 最初 の 発表 会 で 、 ブ レス 用 
に 配布 し た 資料 に も いく つか 巨像 が 写っ て いま す 。 鳥 
型 や クモ 型 は けっ こう 完成 度 が 高かっ た ん で す よ 。 ク 
モ 型 は 、 ア グロ に 乗り な が ら 剣 で 斬り つけ る と いう 攻略 
法 だ っ た ん で す が 、 こ の 巨像 の た め だ け に 入れ な けれ 
ば いけ な い モ ーション が ある の は 、 エレ ガン ト じ ゃ な い 
な と 思っ て 。 で も 、 こ の 攻略 の アイ デア は カメ (9 体 目 ) 
活か され て いま す 。 僕 は 、 ゲーム デザ イン と し て 筋 が 
通っ て いる か どう か 、 そし て それ が エレ ガン ト か どう か に 
比重 を 置い て し まう 傾向 が ある ん で す よ ね 。 クオ リティ 
を 高め る た め に は 、 植物 を 育て る と き の "間引き "じゃ 
な いで す が 、 ほか を 切る 必要 が あっ た ん で す 。 
海道 巨像 の 数 や 存在 自体 が デザ イン その も の だ と 
思う の で 、 数 が 増え た こと で ネタ を 使い 回 し た り 、 ゲ 
ー ム の 密度 が 薄く な る より は 、 少 し 食い 足り な いく ら 
い の ほう が いい ん で す よ ね 。 


を 合 性 "と "スタ ー ト ライ ン " 


一 数 を 減ら し て 、 ク オリ ティ ー を 高め た と 

海道 も ちろ ん 、 あと で 足す こと と は いく ら で も で きる の 
で 、 ま ず は 上 田 さ ん が 考え て る も の を 作っ て も ら お うと 
思い まし た 。 僕 的 に は 、 これ ぐら い 思 い 切 っ た こと を 
する と いう の が お も し ろく て 。 フォ ー マ ッ ト に 沿っ て 作 
る の は 楽 だ けど 、 た いし た も の に は な り ま せん 。 僕 と 
上 田 さ ん と は 考え 方 が 似 て いて 、 ほ か の ゲー ム で 当 た 


本 作 で は マネ ー ジ ャ ー と し て チー ム の チー ム 
マネ ー ジ メン ト を 務め る 。 好 き な 巨 傘 は ヤ モ 
リ (@ 体 目 )。「 鳥 5 体 目 ) も 好き な ん で すけ ど 、 
最新 トレ ンド と し て は ヤモリ 。 ペ ッ ト み た いな 
感じ と 吐き 出す ガス が いい 


ワン ダ と 皿 信 さえ の 介 


り 前 に や っ て る こと を 逆 に や ら な いと か 。 それ は 会 社 
的 に も すん な り と 通り まし : ら 僕 は 、 ゲー ム の 
中 身 に 対し て の 不安 は まっ た く な く て 。 むし ろ ス ケ ジ ュ 
ー ル や 予算 の ほう が 心配 で し た 。 上 田 さん が 目指 し て 
いる も の を 期間 内 に 作り きれ る の か が 不安 。 理想 の 
も の か ら 削 っ て いく と き 、 最終 的 に は 現場 の スタ ッ フ 
の が ん ば り で スケ ジュ ー ル を カバ ー し て も ら えま し た 
本 当 に うま くい っ て よかっ た な と 。 

上 田 どっ ちか と 言う と 、 僕 の ほう が 不安 で ……。 た 
と えば 、 ゲー ム の 中 に 何 か を 配置 する 場合 、 ど うし て 
も 僕 は 意味 を 求め て し まう ん で す 。 経験 値 や アイ テム 
を 入手 する た め だ け に 、 ザコ を 配置 する 意味 は ある の 
か と 。 ザコ を 倒し て 何 か を 手 に 入れ な いと 倒せ な い 巨 
像 が いて 、 巨像 と 出会っ た と き に 必要 な 要素 が 足り な 
いと わか っ た と き に 、 ま た フィ ー ル ド を 行き 来 させ る こ 
と は 優 に は 許せ な か っ た ん で す 。 た と えば 、 アイ テム で 
ワー プ で きた と し て も 、 その 場合 は 広大 な フィ ー ル ド が 
無駄 に な っ て し まう わけ で すか ら 。 巨像 に つか まっ て 
倒す と いう アイ デア が あり 、 広 大 な フィ ー ル ド が ある 。 
あら ゆる と ころ で 整合 性 を 考え た と き に 、 いま の 形 に 
な ら 5 ざる を えな か っ た ん だ と 思い ます 。 

海道 "最初 に 思い 描い た も の を や り 抜く "と いう の 
が 、 ゲ ー ム を 作る と き の 鉄則 と いう か 。 も ちろ ん 、 作 
っ て る あい だ に 迷っ た り も する ん で す が 。 その と き は 
必ず スタ ー ト ライ ン に 戻っ て みる 。 最初 に や り た か 
っ た こと は 何 な の か を 見 詰め 直す 。 それ が 最終 的 に 
いい 結果 に 結び つく ん で す よ ね 。 この こと を 忘れ た 
り 曲 げた りす る と 、 途 端 に 迷走 し て 、 完成 し て も ま と 
まっ た も の に は な り ま せん 。 僕たち の 場合 は 、 最 初 
に 作っ た パイ ロッ トム ー ビ ー を 見 れ ば 、 そ の つど 初心 
を 再 確認 で きる の で 。 


グラ フィ ッ ク デ ザイ ナー の 素 訪 


プレ イヤ ー を ゲー ム 世 界 に 引き 込む 巨像 や 古 え の 地 の グ ラフ ィ ッ ク 。 


一 部 の 隙 も な い 臨 場 感 を も た らし た 作り 手 た ちの 素顔 と は ・ 


ya、 作る 、 遊 ぶ 、 直 す の くり 返し 


ーー も と も と ワン ダ を 始め と する キャ ラク ター が さき 
に 作ら れ て いた ん で し ょ うか . 

上 田 形 と し て あっ た の は キャ ラク ター で すね 。 で も 、 最 
終 的 に 完成 し た の は 巨像 が さき で し た 。 人物 は 最後 
で 僕 が 担当 し まし た が 、 巨像 を 3D モ デル に 起こ す 作業 
は スタ ッ フ に お 願い し て いま す 。 

斑 鹿 アイ デア を 上 田 さん か らし て 、 そこ か ら 
僕たち で 広げ て いき まし た 。 巨像 の 形状 に よっ て 、 と 
の よう な ステ ー ジ が 必要 に な る か と いう 問題 も ある 
の で 、 キ ャ ラク ター チー ム と フィ ー ル ド チ ー ム で 同時 
に 制作 を 始め て いく と いう 。 
肉 木 最初 は デザ イン が と 
な が らい ま の 形 に な っ た よう な 
上 田 巨像 は 、 デ ザイ ン が 攻略 と 密接 に 関係 し て い 
る の で 、 デザ イン と し て 合格 で も ゲー ム と し て ちゃ ん 
と し て いる か は 、 モ デル を 作っ て 実際 に 動か し て み 
る まで わか ら な い の で 。 

玉 憶 遊ん で みて 、 う まく いか な い の で 形状 を 変え 
た ら 、 ス テー ジ ま で 変え な くち ゃ いけ な く な っ て 。 だ 
か ら 、 フィー ルド チー ム と の や り と り は 頻繁 に あり ま 
し た 。 ほん の 少し の 僕ら の ミス で 、 ほ か の と ころ に 
大 き な 障 害 が 出 た り も し まし た ね 。 

ーー と ん な 手順 で デザ イン され た ん で すか - 

鈴木 巨像 の 体 の どの あたり が 登っ て いけ る と か 、 形 
状 と 毛 が 生 えて いて 登れ る 部 分 だ けが 書か れ た シン プ 
ル な 資料 と 、 攻 略 の 流れ や ステ ー ジ の 情報 を も と に 作 
り まし た 。 デザ イン も 、 こ うい う デ ザイ ン じ ゃ な きゃ だ め と 
いう 決ま り も な く て 。 上 田 さん が 最低 限 必要 だ と 言っ て 
いた の は 、 巨像 の 巨大 さと か 画面 の 密度 だ っ た の で 、 そ 


く て 、 手探り で 作り 


巨像 、 ア イ テ ム 、 小 動物 の 
モデ リン グ を 担当 。 好き な 
世 昼 は へ ビ (13 休 目 )。「 サ イ 
ズ が 大 まい の で メモ リー 内 
に 収め る の に 若 労 し まし た 」 


200 軒 : 開 和 下 か ち 


近 


れ を 守っ て いれ ば 、 け っ こう 自由 に 作ら せ て も ら えま し た 。 
丹羽 初期 の デザ イン を 見 る と 、 
いる ん で す が 、 生き 物 か そう で な いか の どちら に も と 
れる パラ ンス と いう の は 、 作 り 込 みな が ら だ ん だ ん 
見 えて きた こと な の で 。 

鈴木 最初 の ころ は 、 ど こま で や れる の か わか ら な 
いま ま 作っ て いま し た か ら 。 巨 像 が モノ を 投げ る と か 、 
ロー プ に つか まっ て 登っ て いく と か と いう 仕様 も あっ 
て 、 それ も いっ た ん 作る ん で すけ ど 、 問 題 が た くさ ん 
生じ て 実現 し な く て 。 ソフ ト の 完成 直前 まで そこ を 詰 
め る こと ば か りや っ て いま し た 。 

上 田 形状 的 に は スケ ー ル 感 や 画面 の 密度 を 上 げ 
る た め に どん どん パー ツ を つけ られ る ん で す が 、 全 部 
プレ イヤ ー が つか め な いと 整合 性 が 取れ な い 。 つ か 
まる 対象 と し て は で きる だ け シ ンプ ル な ほう が 問題 
も 起き な いん で す が 、 絵 と し て 見 る と 密度 や スケ ー 
ル 感 が な く て 。 その パラ ンス が 難し い 。 

鈴木 けっ きょく は 遊ば な いと わか ら な い の で 、 作っ て 
遊ん で 、 直 し て 遊ん で の 繰り 返し で し た ね 。 あと 、 決 め 
られ た 攻略 を し な いと 倒せ な いと いう こと が 満た され て 
な いと いけ な いん で す が 、 けっ こう 別 の 攻略 で 倒せ て し 
まっ た りす る ん で すね 。 通 れ な いよ うに し て いる は ず な 
の に 、 巨 像 が 動く こと で 通れ て し まっ た り と か 。 その へ 
ん を 通過 で き な いよ うに 修正 する こと も 苦労 し まし た 。 
ー と ちら か と 言う と 、 盛 り 込ん で いた も の を 削る こと の 
ほう が 多かっ た の で すか . 

鈴木 そう で すね 。 巨像 に よっ て は どん どん 痩せ て いっ 
た り し まし た し ……。 

上 田 太っ て いっ た 巨像 も いま す よ 。 ミノ タウ ロス A 
な ど は 、 完成 形 より も 体 が 逆 三角 形 だ っ た けど 、 上 
か ら 落 ちる と ひっ か か ら ず に 下 ま で 落ち て し まう の 


で 、 リ トラ イ が た い へ ん に な っ て し まう 。 それ を な くす 
届 体 を 太ら せま し た か ら 。 

鈴木 凶 三 角形 の ほう が か っ こよ か っ た ん で すけ ど 
ね 。 だ けど 、 泣 く 泣く お 腹 を 出し た り ( 笑 ) 。 

斑 鹿 そう いう 意味 で は 寸胴 に な っ た 巨像 は 多い か 
も し れ ま せん ね 。 攻略 を 考え る と 、 できるだけ 反り 反 
っ た 部 分 を な くす よう に し な きゃ いけ な い 。 と な る と 、 
デザ イン が 限定 され て し まう の で 。 

替 木 で も 、 そ うい う デ ザイ ナー 的 な こだわ り は 薄れ ま 
し た 。 大 事 な の は 臣 場 感 な の で 、 それ が 満た され て い 
れ ば 、 形 を 気 に し な く て も ひど く な ら な いと 作り な が ら 思 
いま し た 。 だ か ら 作 業 後半 は 、 攻略 に 必要 な スト ッ パ ー 
も 、 けっ こう 簡単 に 加え ちゃ っ た り し て ( 笑 )。 作業 が 進 
ん で いく うち に 大 腸 に な れ て 、 効率 も よく な り ま し た 。 

全体 的 に 巨像 の デザ イン に は 一 貫 性 が あり ます 
が その た め に 気 を つけ て いた こと は あり ます か . 

鈴木 巨像 は 悪者 じゃ な いと いう 設定 が あっ た の で 、 頂 
く な ら な いよ うに し まし た 。 あと は 、 パッ と 見 た と き の 印 象 
や 、 角度 に よっ て 怖く 見 えた りか わい く 見 えた りす る こと 
を 目指 し まし た 。 自分 の 好み を 入れ た り せ ず に それ を 高 
め て いっ た の で 、 統 一 感 が 出 た ん じゃ な いか と 思い ます 。 
丹羽 租 蹴 の 写真 を いく つも 見 た り 、 そ の 模様 を 参 
考 に し た り 、 実際 に 巨像 に 模様 を つけ た と き に 、 ど の 
くら い の 大 き さ な ら 模 様 と 認識 され る か と か 、 そう いう 
バラ ンス を 見 な が ら テ クス チャ ー を 作っ て 。 始め の う 
ち は 別々 に モデ ル を 作っ て いた ん で す が 、 途 中 で モデ 
リン グ と テク スチ ャ ー を ふた り で 分 担 し て 作る よう に な 
り まし た 。 だ か ら 、 テク スチ ャ ー に は 僕 の 、 モ デリ ング 
に は 鈴木 さん の 色 が 出 て いる よう な 気 が し て いま す 。 
ーー 小道具 は 具体 的 に 何 を 作っ た ん で すか . 

丹羽 弓 や ボウ ガン 、 鳥 な どの 小動物 や 果物 の モデ 


巨 側 デ ザイ ン と モデ リン グ 
を 担当 。 好 き な 互 像 
タウ ロス B (6 体 目 )。「 ス テ 
| ジ に 光 が 差 し 込ん で いて 、 
『 場 の 肝 囲 気 も 含 め て 好き 」 


f ・ 長 

キャ ラク ター フィ ー ル ド g 川 
デザ イン デザ イン 諸 
戸 


フィ ー ル ド デ ザ イン を 担当 


好き な 巨像 は ミノ タウ ロス A 
(1 体 目 )。「 ッ ク と い 
うか 、 いち ば ん 最初 に 会 うこ 


と も あり ます の で ] 


ワン ダ た 区 信二 え の 地 和 


ル で すね 。 タ イム アタ ッ ク モ ー ド で も ら え る アイ テム 
も 全部 。 小 動物 は 上 田 さん が 作っ た ペー ス を も と に 
作り 込ん で いっ た と いう 感じ で す 。 僕 は 牛 も 作り 
か っ た ん で すけ ど 
上 田 牛 は 作っ て も 出し ませ ん ( 笑 )。 

一 問 ( 笑 )。 

丹羽 あと 、 森 に は た くさ ん 鳥 が いた ん で す が 、 い ず 
れ も メ モリ ー の 関係 で 削っ た ん で す よね 。 残念 で す 。 


談 大 な 古 え の 地 を 表現 する と いう こと 


ゲー ム の 世界 に 空気 感 を 感じ る ん で す が 、 具体 的 
に と うい っ た 作業 を され た ん で し ょ うか . 
長谷 川 モデ リン グ 自 体 は ほか の ゲー ム と 変わ ら な い 
と 思う ん で す が 、 そこ に フォ グ が 乗っ て 、 と くに 突飛 な 風 
景 も な い 自然 な 感じ と 相まって 究 囲 気 が 出せ た と 思っ 
て いま す 。 か な り 遠 く の 風 景 ま で 描画 も され て いる の で 、 
総合 的 に 独特 な 空気 感 が 出せ た ん じゃ な いで し ょ うか 。 
一 吉 え の 地 は どの よう に 作ら れ た ん で すか 
長谷 川 最初 に 巨像 ス が あっ て 、 広大 な フィ 
ー ル ド の 中 で それ を どこ に 置く か を 考え まし た 。 ス テ 
ー ジ 間 を どう つなぐ か で 広 さ が 決ま っ た と いう こと も 
あっ て 、 最初 は 24 体 だ っ た の で か な り 広 か っ た ん で 
す が 、 最終 的 に 16 体 に 落ち 着い て 少し 縮小 し て いま 
の 形 に 収まっ て いま す 。 

それ で も 十分 広い で す よ ね . そし て . どこ へ 行っ て も 
シー ムレ ス な の が すご いで すね 
長谷 川 いま の 形状 が 見 えて くる まで 、 け っ こう な 時 
間 が か か り まし た 。 最初 は 各 景 モデ ギル が な か っ た ん で 
す が 、 そう する と ほん の 数 百 メー トル 先 ま で し か 見 えな 
いん で す 。 わり と 制作 期間 の あと の ほう 


フィ ー ル ド 
デザ イン 


エフ ェクト 
デザ イン 


景 モデ ル が 入っ て 。 調整 を 重ね て いく うち に 、 ひょっと 
し て これ は 広大 な も の も ちゃ ん と 表現 で き て いる ん じ 
ゃ な いか 7? と いう 手応え が つか め ま し た 。 

彰 景 は どん な 桶 成 で 成り 立っ て いる ん で すか . 
長谷 川 プレ イヤ ー が 歩い て いる 近辺 は 統 密 な ポリ 
ゴン モデ ル で 、 あ る 程度 各 く の も の は それ より 少な 
い ポ リ ゴ ン モデ ル 。 その 先 に 、 さ ら に も の すご く 少 な 
い ポ ボリ ゴン 数 の 遠景 モデ ギル が あり ます 。 遠景 モデ ル 
の ほとん ど は 崖 や 地面 で すね 。 そ れ ら も 端 か ら 端 ま 
で 描画 され る わけ じゃ な く て 、 ある 程度 の 距離 で 消え 
る 。 で も 、 見 晴らし の いい と ころ は 多め に 表示 し た 
り 、 メモ リー の 厳し いと ころ は 少な め に 表示 し て 工夫 
し まし た 。 あ と 、 ふつ う の ゲ ー ム だ っ た ら 、 行け な い 
と こ は っ きり し た 壁 を 作る ん で す が 、 そ れ は な 
し に し て 。 行け そう な と ころ は と こと ん 行こ うと 。 

光 の 表現 も 印 旬 的 だ っ た の で す が : 

上 田 あの 世界 に は 本 当 は 夜 も あっ て 。 時 間 や 天候 
の 変化 は 、「ICO」 の と きか ら や り た か っ た ん で す が 、 
これ も メモ リー の 問題 で な く な り まし た 。 

長谷 川 で も 、 そ れ に よっ て 太陽 の 光 の 射す 方 向 が 決 
め ら れ た の で 、 全体 的 に 一 体感 を 出す こと に つなが り ま 
し た 。 厳密 に 言う と 、 エリ ア に よっ て 若干 違う 設定 を し て 
いる と ころ も あり ます が 。 で きた も の を 上 田 さん の チェ ッ 
ク に 出す と 、 だ いた い 「 も っ と 白く 飛ば し て 、 テク スチ ャ ー 
の 彩 度 と 學 度 を 上 げ て ] と 言わ れる ん で す ( 笑 )。 や りす 
ぎ た か な 7 と 思う くら い が 、 上 田 さん の 納得 の いく と こ 
ろだ っ た り し て 。 光 の 当たる 場所 に 出る と 、 凡 し いと 思 
える 感覚 が 出 て 結果 的 に よかっ た で す 。 

梶田 さん が 苦労 され た 分 分 は ? 
梶田 単純 に 制作 量 が 半端 じゃ な か っ た ( 笑 )。 制作 後 
半 は 1 日 お き で 見 た 目 が 変わ る の が ザラ で 。 


フィ ー ル ド デ ザ イン を 担当 。 好 
き な 巨 像 は ミノ タウ ロス A(1 体 
肥 と へ ビ (13 価 目 )。 ミノ タウ 
ロス の 青 中 の 台 の 乗り 心地 
と 、 へ ビ か ら の 棄 望 が 好き 」 


ゲー ム 全般 の エフ ェクト 制作 
を 担当 。 好 き な 巨 便 は 過 衣 | 
(4 体 目 )。「 僕 が 最初 に 手 が 
けた 巨像 で す 。 すべ て を ひ 
っ くる め て ひと 目 ば れ ]」 


: 定 
: 介 


お も に アグ ロ の モー ショ ン 
と 、 デモ 部 分 を 担当 。 好き 
な 巨像 は へ ビ (13 休 目 )。「 全 
部 好き な ん で す が 、 見 た 目 と 
は へ ビ が いち ば ぼん] 


され て いる マッ プ が あっ た の で 、 シミ ュ レー ショ ン ゲー ム を 
見 て いる 感じ で ( 笑 )。 梶田 帝国 が 南 の 領土 を 占領 し て 。 
わあ 、 梶田 才 は いっ ぱい や っ て る な あと 感心 し た り ( 笑 )。 
長谷 川 デー タ は 一 括 し て 同じ と ころ に 置い て あっ 
て 、 誰 が 何 を いじ っ て も いい よう な 環境 だ っ た ん で す 
基本 的 な 担当 は いる ん で す が 、 梶田 さ ん が テク スチ 
ャ ー を ガン ガン 貼り 直し た り し て ( 笑 ) 
梶田 上 田 さん が 作っ た も の は ずい ぶん 刺激 に な り 
まし た 。「 よ し 、 こ れ 以 上 の も の を 作ろ う 」 と と いう 気 
持ち に な っ て 、 モチ ベー ショ ン が 上 が り ま し 

フィ ー ル ド を 制作 する に あたっ て 、 イメ ー ジ し た 国 や 
地域 は ある ん で すか ? 
長谷 川 個人 的 に は な いん で す が 、 リ アル な スケ ー 
ル 感 は 自転 車 で 通 動 す る と を き に 、 その へ ん に 建っ て 
る ビル を 参考 に し た り し まし た 。 
梶田 上 田 さ ん が 提示 し た イメ ー ジ が あっ た の で 、 あ 
と は 自分 の 頭 に ある 引き 出し を ……。 最初 は 上 田 さん 
が どう 思っ て る か わか ら な か っ た ん で す が 、 中 盤 ご ろ 
に わか っ て か ら は 、 思い 切っ て 作り まし た 。 

巨像 ステ ー ジ で の ご 苦労 は あり ます か ?. 
長谷 川 巨像 を 作る の と 同じ よう に 、 作 っ て 遊ん で 
修正 し て の 線 り 返 し で し た 。 
梶田 思い 出 深い の は 、 レ オ (11 体 目 ) エ リア で すね . 
完成 形 で 水 溜り が 残っ て いる よう な 部 分 は 、 以前 は まる 
ご と 湖 だ っ た ん で す 。 仕様 を 変え た ん じゃ な く て 、 昔 は も 
っ と 大 き な 湖 だ っ た ん だ よ 、 と いう ニュ アン ス を 残し て くだ 
さい と 上 田 さん に 言わ れ て 。 作っ て いて 楽し か っ た で す 。 
上 田 本 当 は 水 の 中 を 巨像 が 流 い で いた ん で す よ 
た だ 、 ワ ンダ の 泳ぐ 速度 に 合わ せる と 、 ま る で 測れ 
て いる よう に 見 える の で や め ま し た 。 


田 
: 中 
22:。 : 瑞 
伸 


巨像 や ワン ダ の モー ショ ン 
を メイ ン で 担当 。 好 き な 巨 
像 は ヤモリ (8 価 目 ) 。「 自 分 
が 大 きく 移動 する 、 ステ ー ジ 
全体 を 使っ た 部 び が 好き 」 


om 


リア ル な 條 囲 気 を か も し 出す エフ ェクト の 妙 


ゲー ム 全体 の エフ ェクト は 、 中 野 さん が すべ て 手がけ 
られ た ん で し ょ うか 
中 野 僕 と も う ひ と り で す 。 優 は 途中 参加 だ っ た の で 、 
上 田 さん が 作成 し た も の が ほぼ 揃っ て いま し た が 。 具 
体 的 に は 、 パー ティ クル を 使用 し た キャ ラク ター の リア 
クシ ョ ン の エフ ェクト と か 、 ステ ー ジ の フォ グ 、 あと は ス 
カイ グロ ウ を 担当 し まし 
海道 パー ティ クル と いう の は 、 雲 や 流体 を 表現 す 
る と き に 使う 一 般 的 な テク ノロ ジー の 名 前 で す 。 い 
ろ い ろ な 方 法 や シス テム が ある 中 で 、 ワ ンダ チー ム 
は オリ ジ ナ ル の ツー ル や 環境 を 作っ て 、 そ れ を 利用 
する こと で 気体 や 液体 、 煙 系 を 表現 し て いて 。 応用 
すれ ば 光 や "も や "も 表現 で きま す 
上 田 スカ イグ ロウ と いう の は 、 空 が ぼや ー っ と 光 
っ て 、 手 前 の 巨像 と か ぶっ て いる 処理 な ど で す 。 
海道 それ 以外 に アニ メー ショ ン も モデ ル を 使っ て 動か 
す 仕 組み と か 、 フォグ は さら に 違う 仕組 み で 取り 入れ で い 
て 。 これ ら を 組み 合わ せる と 、 少し 複雑 な 表現 も 可能 に 
な り ます 。 どの 部 分 で どの 技術 を 使う か は 、 各 セ クシ ョ ン 
の 人 が 集まっ て ミー ティ ング を し て 決め て いま す 。 

それ ら の ツー ル は 、『ICO| を 制作 し て いた ころ か 
ら あっ た も の な ん で し ょ うか . 
上 田 ツー ル の 制御 の 仕方 は だ いた い 同 じ で す が 、 
中 身 は イチ か ら す べ て 作り 直し て いま す 
中 野 エフ ェクト を 作っ て か ら 実 際 の 画面 に 乗せ る ま 
で の 作業 が 簡略 化 され て いる の で 、 デザ イナ ー が 好き 
に 作業 で きる と いう か 。 本 来 は 、 素 材 を 作っ て ブロ グ 
ラマ ー に 乗せ て も ら うと いう 手順 を 踏む ん で す が 、 そ 
の と き に 画像 や ムー ビー を 用 意 する な ど し て イメ ー ジ を 


制作 ルー ム の 風 折 


ソニ ー・ コ ンピュータ エン タテ イン メ 
ント ジャ パン の 一 角 に ある 制作 現場 
ら 5「 ワ ンダ と 臣 倫 ] は 生ま れ た 
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伝え る 手間 が 生じ る ん で すね 。 で も 、 今 回 は それ を 省 
路 で きま し た 。 あら か じ め デ ザイ ナー が 直感 的 に イメ ー 
ジ を 反映 し や すい よう に ツー ル や シス テム が 組ま れ て 
いま し た か ら 、 と て も 作業 し や すか っ た で す 
意 詳 し て 作っ た も の は あり ます か ? 
中 野 「ICOj」 も そう だ っ た ん で す が 、 すご < 空気 感 の ある 
世界 だ と いう の を 感じ て いて 。 や は り 、 上 田 さ ん の イメ ー ジ 
の 中 で も 空気 感 を 重要 視 し て いら し て 。 目 に 見 えな いけ ど 、 
も と も と 空気 は ある も の で すし 。 叩き 台 と し て すでに 作ら 
れ て いた も の に 空気 感 が 存在 し て いた の で 、 そ れ を 基本 
に イメ ー ジ を や が け ま し た 。 フォ グ が すご く 薄 か っ た り 、 空 
が 光っ て いな か ・ する ゲー ム が 多い 中 、 僕 自身 、 も っ 
と フォ グ が 濃かっ た ら 、 光 が あっ た ら と 思う 中 で 出会え た 
仕事 だ っ た の で 、 と こと ん 力 を 注ぐ こと が で きま し た 。 
上 上 田 エフ ェクト に 関し て は 、 締め 切り 直前 な の に 
無 基 な お 願い を し た の が ほとん ど で し た ね ( 笑 ) 。 
風雨 や 男 の エフ ェクト も 本 物 っ ぼ い で すね 
中 野 最後 の 巨像 の ステ ー ジ が エフ ェクト 三昧 だ っ 
た の で 、 島 も 楽し みな が ら 作り まし た 。 
班 到 あそこ は 、 エフ ェクト が 入っ て ずい ぶん よく な 
っ た ん で す よね 。「 お 一 、 変わ っ た ! 」 っ て 。 最初 は も 
の すご < く 天気 が よ か っ た ん で す よ ね ( 笑 )。 
上 田 暗 す ぎる と いう 意見 も あり まし た けど ね 。 


造形 物 に 命 を 吹き 込む な アニメーション 


アグ ロ の 動き は 本 物 っ ぼ い で す よ ね . 
福山 上 田 さん の 提案 で 、 チ ー ム で 1 日 乗馬 体験 に 
行っ た り し まし た し 、 動 き が 悪い と ころ は 何 度 も リ テ 


イク を 受け た り し まし た 。 
田中 言う こと の 聞か な さ 具 合 が 、 ま た お も し ろか っ 


た りす る ん じゃ な いか と 思う ん で す よね 。 
上 上田 も と も と の 仕様 で は 、 も っ と 言う こと を 聞か な 
か っ た ん で す よ 。 た と えば 、 全 遠 力 で 走っ て いて 急 
プレ ー キ を か ける と 2、3 回 必ず 暴れ る と か 。 実際 に 
遊ぶ と わずらわし い の で や め ま し た けど 。 

アグ ロ は オス で すか ? 
上 田 設定 で は メス で す 。 
福山 メス っ て は っ きり 答え た の は 、 い ま 初め て 閲 
きま し た ( 笑 ) 。 私 の 中 で は メス だ っ た ん で す が 、 上 
田 さ ん は は っ きり 言わ な い の で 。 
上 田 性 別 は と も か く 、 重 心 が 定まら な い 感 じ が 出 
れ ば いい と 思っ て 。 あ の 細い 足 で 、 重 い 胴体 を 支え 
て る ん で す よ ね 。 だ けど 力強い と いう 感じ が 。 
福山 最初 の イメ ー ジ で 最後 まで や っ た と いう 感じ 
で すね 。 走り は 何 回 も リテイク が あっ て 。 も っ と 歩幅 
を 大 きく し て と いう 注文 が あっ て 、 何 回 も 直し た ん で 
すけ ど や っ ぱり だ めで 。「 ち ょ っ と 貸し て ? 」 み た い に 
よく 取り 上 げ ら れる ん で す ( 笑 ) 。 
上 田 で も 、 ワ ンダ ほど で も な いか な ( 笑 )。 イコ は 無 凶 所 
な キャ ラク ター: で すけ ど . ワン ダ は か っ こい い 路線 
の キャ ラク ター だ と いう こと で 、 動き 自体 か っ こよ く な いと い 
りな い 。 そこ が けっ こう 離し か っ た と ころ じゃ な いか と 。 
田中 イコ に 比べ て 大 人 で すし 、 何 を や っ て も さま に 
な ら な いと いけ な い 。 で も 、 よ く コ ケ ま す よ ね ( 笑 ) 。 ワ 
ンダ は 、 弓 を 持っ た ら 地上 、 馬 、 巨像 の どの 上 に いて 
も 同じ 動き が で きる よう に する た め 、 そ の つど 専用 の 
モー ショ ン が 必要 に な っ て 大 変 で し た 。 ほか に も 、 組 
か い 動き の パリ エー ショ ン は 多かっ た り し ます し 。 
ー 巨像 の 動き を つけ る と き は 、 実 際 に 演技 な ども 
し た りす る ん で し ょ うか ? 
田中 重 さ の 表現 に 関し て は 、 柱 山 さ ん は よ < 自転 車 を 


ワン ダ と 臣 全 吉 え の 


持っ て 歩い て いま し た ( 笑 )。 あと 、 大 きい も の を 動か す と 
き に スロ ー モ ーション に する ん で す が 、 た だ 遅い だ 
け で な く 、 大 き さ も 表現 し な くち ゃ いけ な く て 。 これ 
は エフ ェクト や 背景 な ど 、 ト ー タ ル な も の で も 左右 さ 
れる ん で す が 、 カメ ラ アン グル ひと つ で 印象 が 変わ 
る の で 、 最終 的 に は 作り 込み 具合 が 重要 に な り ます 
福山 制作 初期 は 論 力 の 概念 が な く て 。 直接 プレ イ 
ヤー に 与え る 速度 と 加速 度 に よっ て 落ち る か どう か 
が 設定 され て た ん で すけ ど 。 ちょ っ と 作っ て は 遊ん で 、 
動き を 調整 し て 。 雑 し か っ た で すね 
田中 いろ いろ な 巨像 が いる の で 、 動 き を つけ る に 
し て も 基本 的 に ワン メイ ク で し た か ら 
上 田 開発 段階 の 巨像 は 、 ワ ンダ を 見 詰め て いな か 
っ た ん で す よ 。 ワ ンダ が 近く に いて も 、 あさ っ て の 方 
向 を 見 て いた 。 そ れ が ある タイ ミン グ で ワン ダ の ほ 
う へ 首 が 向く よう に な っ た ん で す 。 それ か ら で す 。 生 
き て いる よう な 感 が 出 た の は 

デモ の 制作 に つい て 教え て くだ さい 
福山 コン テ は 全部 上 田 さん が 書い て 、 私 た ち ア ニ 
メー ター は それ を も と に 作る ん で すね 。 最 初 コン テ 
を も ら っ た と き は 、「ICO」 と 同じ くら い の 量 だ と 思っ 
た ん で すけ ど 、 い ろ い ろ 増 えま し た ね 
上 田 カッ ト 数 は 変わ っ て な いと 思い ます が 。 護衛 
は 出せ る だ け 出 し て っ て お 願い し まし た ね , 
田中 村 の 人 々 や 黒い 影 で すね 。 けっ こう ギリ ギリ 
で 言わ れ た の で た い へ ん で し た ( 笑 
福山 エン ディ ング も 変わ り ま し た し 
上 田 その 責任 を 負う 意味 で 、 小 動物 の 動き を 僕 が 
全部 つけ て じつは トカ ゲ っ て 、『ICO」 で 出 そ う 
と 思っ て いた ん で す よ ね 。 魚 や コウ モリ も 、 出 そ うと 
思 出せ な か っ た も の で す 。 


ドル ミン は 、 スケ ー ル が 大 きい うえ に プレ イヤ ー 
が 動か せる か ら 菩 労 さ れ た の で は ? 
丹 鹿 ドル ミン を 作り 始め た の は まだ 巨像 が 24 体 い 
た ころ で 。 デ ザイ ン も 24 体 分 の 巨像 が 体 中 に くっ 
いて いる も の だ っ た ん で す 。 そ れ で ペー スモ デル ま 
で 作っ た ん で すけ ど 、 ポリ ゴン 数 が えら いこ と 
ちゃ っ て ( 笑 ) 。 巨像 の 数 が 途中 で 渡っ た の で 、 く っ 
つけ た も の を 外す の も また た い へ ん 
上 田 ドル ミン は 最後 に 出 て くる の で 、 想 像 を 絶 す 
る デザ イン じゃ な きゃ いけ な い 。 どう し よう か な あと 
思っ て 、 真っ 黒 に し ちゃ いま し た 
丹羽 真っ 黒 加減 は 上 田 さん と ずい ぶん 意見 を 交換 
し て 。 最後 は ぼく の 作 っ た ベー ス を も と に 、 上 田 さん 
に 加工 し て も ら う 形 で 作り まし た 
上 田 実 半 は され て いま せん が 、 基 本 的 に 巨像 も 全 
部 プレ イヤ ー が 動か せる ん で す よ コン トロ 
ー を つなぐ と 、 ふた り で 遊べ た ( 笑 
少女 は 最後 まで 寝 た ま まで す が 、 も っ と 動 
た か っ た と は 思い ませ ん で し た か る 
福山 ああ 、 そ れ ど ころ じゃ な か っ た で す 。 ず っ 
後 まで 寝 て て くだ さい っ て 思っ て まし た ( 笑 
上 田 少女 を 動か せ た ほ う が 、 当 然 お 客 さん は ぶ 
と 思う ん で す 。 そう 考え る と 、 すご < 苦労 し た 「ICO」 を 
も う 一 度 や ら な いと いけ な い 。 何 に 関し て も 整合 性 を 
取る の が いち ば ん た い へ ん で し た ね 。 た と えば 、 少女 
が 寝 て いる 人 台座 は 、 な ぜ 上 か ら 柱 が 落ち て き て る の か 
と いう と 、 プ レイ ヤー が 上 に 乗れ な を いよ うに する た め 
な ん で す よ ね 。 設定 と し て ある と いう より は 、 整合 性 を 
取る た め に は この 形 し か な いと いう も の が ほとん ど 
巨像 の デザ イン に し て も そう で すし 。 制約 の 中 で いか 
に いい ゲー ム を 作っ て いく か と いう の は 、 いち ば ん た い 


へ ん な と ころ で あり 。 お も し ろ い と ころ だ と 思い ます 


チー ム メ ン バ ー が 語る 「 ワ ンダ と 巨像 ] 


「 ワ ンダ と 巨像 ] の ここ を 見 て ほし い 、 こ ん な 途 
ぜ び か た を し て ほし いと いう 部 分 は あり ます か . 
中 野 や は り 、 空 気 感 に こだわ り ま し た の で 、 それ を 
感じ 取っ て ほし いで すね 
丹羽 休日 出勤 し た と き 、 制 作 途中 の ステ ー ジ の い 
ろ い ろ な アイ デア を 楽し ん で いた の で 、 皆 さん も ス 
テー ジ を 探検 し て 楽し ん で ほし いで す 。 
鶴 木 プレ イヤ ー が いち ば ん 見 る の は 巨像 を 見 上 げ 
る カッ ト だ と 思っ て 、 それ を 一 生 痢 命 作っ た の で 、 見 
上 げ て 怖がっ て も ら え た らい いで すね 
梶田 見 て ほし い の は 、 オ アシ ス で の アグ ロ の 
ズ 。 後ろ 足 を 石 の 上 に 乗せ る と か な り 変 で す 
福山 それ 言っ ちゃ ダメ だ っ た ら ( 笑 ) 梶田 さん アグ 
ズ を させ て 見 せ て くる ん で す よ 
梶田 予期 せ ぬ 発見 を 控 し て ほし いと いう か ( 笑 


自分 た ち で フィ ー ル ド を 作っ て いて も 、 こ うい うと こ 
ろ も ある ん で す よ っ て 言わ れ て 驚く の で , 
長谷 川 や っ ぱり 、 アグ ロ に 乗っ て フィ ー ル ド 全 体 を 


な る べく ゆっ く 見 て も らい た いで す 。 

田中 変 な 話 で すけ ど 、 プ レイ し 終わ っ た ら 「 い い 体 
験 し た な 」 と 、 実 世界 に 帰っ て これ る の で 、「 巨 條 っ て 
あの くら い の 大 き さ か な ? 」 と 、 実 隊 の スケ ー ル で 考 
えた り と か 。 ブ プレイ が 生活 の 中 の スパ イス に な れ ば 
いい と 思っ て いま す 。 

福山 1 回 全部 遊び 終わ っ て も 、 た ま に 「 ま た あの 世 
界 に 行こ うか な 」 と いう 感じ で 、 ま っ た り 遊 ん で も ら 
えた らい いな と 思い ます 。 


エン ジニ ア た ちの ひたむき な 挑戦 


動く 巨像 と の 戦い 。 た 


だ ひたすら に それ を 皇 め る た め 、 


己 が 持ち うる 技術 を 注ぎ 込ん だ 影 の 立役者 た ち 


ゲー ム を 構築 し た プロ グラ ミン グ 技 術 

"変形 コリ ジョ ン " に つい て お 聞き し た い の で す が . 
杉山 変形 コリ ジョ ン を 取り 入れ る こと で 、 プロ グラ 
ム 的 に 起き て ほし く な いこ と が 起き る の で 、 プロ グラ 
マー と し て は 避け た いこ と で 。 これ まで 、 や り た か っ た 
けど や れ な いと いう 感じ だ っ た ん じゃ な いか と 。 会 は 
あえ て それ に 挑戦 する ゲー ム を 作る と 聞い た と き に 、 
ぜひ や っ て みた いと 思い まし た 。 可能 か 不可 能 か も わ 
か ら な い の で 、 最初 は 技術 的 な 検証 を し た り 。 だ か ら 
お も し ろか っ た で すね 。1 枚 の 絵 を 措 面 する の に すご 
く 時 間 を か け て いい の で あれ ば 楽 な ん で すけ ど 、 そ れ 
を リア ル タ イ ム で ゲー ム に 落と し 込む こと を 技術 的 に 
クリ アー に する っ て いう の が すご < 離し か っ た で す 。 
上 田 最後 の 最後 まで 調整 し て まし た も ん ね 。 
秒 山 上 田 さ ん の 頭 の 中 に ある も の は 、 絵 と し て も 技術 と 
し て も 、 最 終 的 な 形 の か な り 上 の イメ ー ジ で 構成 され て る と 
思う ん で す よね 。 それ を 優 は な ん と か 実現 させ よう と 思っ て 。 

ー プ ログ ラマ ー の 腕 の 見 せ と どこ ろ で すね 

砂山 トラ イ & エ ラー で 、 いろ いろ な セク ショ ン の 人 
が 協力 し 合っ て で きた こと だ と 思い ます 。 と て も 僕 だ 
け じ ゃ で き な か っ た と 思い ます ね 。 
上 田 絵 と し て の 完成 度 や 密度 を 上 げ る た め に 、「 も っ 
と デコ レー ショ ン し て 」 と デザ イナ ー に 指示 し ます 。 で も 、 
それ に 対し て コリ ジョ ン を 考え る と 、 計算 的 に まず い 彩 
だ っ た りあ りえ な い 大 き さ だ っ た り し て 。 も ちろ ん 名 セ ク 
ショ ン で メモ リー も 取り 合っ て いま し た ( 笑 )。 で も 、 僕 
の 印象 で は コリ ジョ ン の 計算 より は 、 ワ ンダ の リア クシ 
ョ ン を 破綻 させ ず に 自然 に 出す ほう が た い へ ん だ っ た 
ん じゃ な いか と 思い ます 。 初期 の ころ は 、 腕 力 の 概念 
が な く て 、 コリ ジョ ン の 速度 と 加速 度 で ワン ダ が 振り 落 


と され る どう か 決ま っ て いた の で 。 
杉山 すべ て の モー ショ ン は 印象 で つけ る の で 、 物 
理 的 な も の で な い 場 合 が あり ます 。 そ れ を 実際 に 数 
字 に し て プレ イヤ ー の 動き に 反映 させ る と 、 簡 単に 
振り 落と され て し まっ た りす る の で うま く 叶 も 混ぜ て 
つじ つま を 合わ せな くち ゃ いけ な い 。 
細野 わり と リア ル に 物理 計算 を や っ て いる ん で す が 、 
リア ル に し すぎ る と 、 ゲー ム と し て 理不尽 に な っ て し まう の 
で 。 そ の さじ 加減 が 難し か っ た ん じゃ な いか な と 思い ます 。 

一 フィ ー ル ド 全 体 が シー ムレ ス と いう の は 、 あり そう で 
な か っ た 。 先 弁 け で すね 
上 田 「ICOI は 読み 込み が 早かっ た の で 、 こ ん ど は 
それ を ゼロ に し よう と それ ほど 苦労 する と は 
正直 思っ て な か っ た で す 。 
油谷 シー ムレ ス の 仕組 み は 、 制 作 開始 か ら 2 年 ほ 
ど た っ た と き に いろ いろ な 仕様 変更 に 耐え られ な く 
な っ て 。DVD の 読み 込み は これ 以上 早く し よう が な 
い の で 、 あ ちこ ち に 迷惑 を か け まし た 。 読 み 込み は 
最初 の 1 年 で な ん と か し て 、 以 降 は デザ イナ ー に 相談 
し て 試行 錯誤 で 作っ て いきま し た 。 

具体 的 に は どん な 仕様 で すか . 

油谷 すご く 多い で す ( 笑 )。 思い 出 深い の は 最後 の 
巨像 の 手前 。 橋 が 月 れ て アグ ロ と 別れ る シー ン が あ 
る ん で すけ ど 、 も う メ モリ ー が 残っ て な く て 。 し か し 、 
橋 を 駆け 抜け た 瞬間 に アグ ロ の デモ を 発動 させ な き 
ゃ いけ な い 。 だ か ら 、 あの 手前 で すご く イン チキ くさ 
いこ と を いろ いろ や っ て ます ( 笑 ) 。 
関 最後 の 2 年 は メモ リー と の 戦い で し た 。 
上 田 ひと つ ひ と つの デー タ が 軽 け れ ば 、 
か っ た ん で すけ ど ね 。 
賠 近 景 と 遠景 で デー タ 量 の 差 が 大 きく て 。 近 景 の 


何 も 問題 


ディ テー ル は か な り 求 め ら れる し 、 そ の うえ 遠く まで 見 
せな くち ゃ いけ な い 。 最終 的 に は 3 段階 の ポリ ゴン 数 
の モデ ル を 用 意 し た ん で す が 、 そ の 読み 込み の 速度 
に 影響 する こと が あっ て 。 あま り 差 を つけ すぎ る と 読 
み 込 み の 切り 替え が 激しく な っ て 描画 が 間に合わ な 
い の で 、 バラ ンス を 取る の に けっ こう 苦労 し まし た 。 
上 田 そう な ん で す よね 。 だ か ら 、 アグ ロ は あれ 以上 
足 を 早く で き な い ん で す 。 

関 徒歩 だ け だ と 余裕 で 作れ た と 思う ん で すけ ど 、 
シー ムレ ス と 馬 が ハー ドル を 高く し て いま すね 。 
上 田 時 速 60 一 70 キ ロメ ー ト ル く らい で すか ら 。 
油谷 制作 の 最後 の 最後 で 、「 こ の 馬 遅 くし て くれ 
ー!」 っ て 言っ た こと あり ます よ ( 笑 )。 

ーー ロー ド が 入る と ころ も ある けれ ど 、 短 く て テン ポ 
を 月 し て いな い 印 象 で す が 。 

油谷 シー ムレ ス だ と どう し て も 「ICO」 よ り 早く で き 
な か っ た の で 。 これ は 遅い と 思う ん で す が 。 

杉山 起動 直後 に 入る ロー ド の 時 間 が けっ こう か か 
る こと を 気 に し て いま し た よね 。 
関 それ が シー ムレ ス の 弊害 と いう か 
ーー デモ で も 視点 が 動か せる の は 、 た い へ ん 難し い 
仕様 だ と 思わ れ ま せん で し た か . 

関 それ は [ICO」 の と きか ら そ うだ っ た の で 、 サウ ンド 
の ほう が た い へ ん だ っ た と 思い ます 。 

北原 見 える 範囲 が 変わ っ て し まう と 、 そこ に 入っ て な い 
音 も 本 当 は 鳴っ て な いと いけ な く て 。 本 来 な ら カメ ラ が バ 
ン し た ら 音 も 動く の で す が 、 残念 な が ら 動か せま せん で し 
た 。 次 回 作 で 挑戦 で きれ ば いい な と 思い ます けど 。 
一 細野 さん は 全般 に 関わ られ た そう で す が 、 上 田 さ 
ん の 指示 で 難し か っ た こと は あり ます か . 

細野 区 し か っ た こと ……( 笑 )。 


UE HLLTTLT 


! : 導 i 関 
クコ 
ョ ン シ ス テム 日 
ショ ン シ ステ ム シス テム ポス ト エフ ェクト 。 放 右 
プロ グラ ミン グ プロ グラ ミン グ GUI プ ログ ラミ ング 
変形 コリ ジョ ン と モー ショ ン 全 広大 な フィ ー ル ド を シー ムレ スカ イグ ロウ や モー ショ ン ブ 
般 の 制御 を 担当 。 好 き な 巨 ス で 読み 込む シス テム を 情 ラー の 処理 を 担当 。 好き な 


條 は ミノ タウ ロス A(] 体 上 
「 こ の 巨像 で 、 く り 返し プレ イ 
ヤー の 動き を 見 まし た ] 


乗 。 好き な 巨像 は 
ス A(1 体 目 )。「 い い 
や な こと も 詰まっ て いま す 」 


世 像 は 鳥 (5 体 目 )。「 じ つ は 
ポセイドン (12 体 目 ) を 倒し 
た ば か りな ん で す …… 


ワン タダ と 正信 えり 得 生 


上 田 と くに な いよ ね 7? 僕 と 細野 君 は 同じ 大 学 で 
バイ ト 先 も 同じ で 、 ずっ と いっ し ょ だ っ た し 」 
細野 そう で すね 。 だ か ら 僕 は ある 程度 予想 が で き 
る と いう か 。 新しく 入っ た 人 は 、 上 田 さん の 志 が 高い 
の で 戸惑う ん じゃ な いか な あ ( 笑 ) 

「ICO」 で 作っ た も の で 、「 ワ ンダ と 巨像 ] で 活か 
し た と いう も の は あり ます か 
細野 いや 、 な いで す 。 け っ きょく 
現す る た め に 全部 作り 直し まし た . 


シー ムレ ス を 実 


サウ ンド に 施さ れ た 数 々 の 工夫 


ー「 ワ ンダ と 巨像 の 登場 人 物 が 使う 言葉 は 、 どん 
な 風 に 決め られ た ん で すか 
山口 上 田 さん と 、 カ タカ ナ で パチ ッ と 言え て し まう 
も の に は し な いと 決め て 。 音 か に あっ 
の よう な イメ ー ジ で と 声優 さん に お 願い し て 、 極力 油 
ら か に 演じ て も らい まし た 

「ICO」 の 言語 と は 違う ん で す よね ? 
上 田 若干 造 いま す 。 た だ 、『ICO』 に 登場 し た ヨル ダ の 
言葉 が ペー ス に な っ て ます ね 。 イメ ー ジ と し て は 別 で す が 

巨像 を 倒し た あと に 途切れ 達 切れ で 聞こ える 少女 
の 言葉 は 解読 で きる ん で し ょ うか ? 
山口 「ICO」 の 言葉 は 逆 回 転 する と 日 本 語 に な っ た 
ん で す 。 日 本 語 で 録 っ た も の を 逆 回 転 し た わけ で は 
な いん で す が 。 今回 は 新しい ロジ ッ ク で 作っ た の で 
台本 を 見 な いこ と に は 解読 で きま せん . 

効果 音 に 関し て の ご 苦労 は あり ます か . 
北原 シー ムレ ス と いう こと も あっ て 、 基本 的 に 音 の デ 
ー タ の 読み 替え を し て いな い 部 分 は 苦労 し まし た 。 じ つ 
は 、 気 づか な いと ころ で た くさ ん の 音 が 陣 っ て いて 、 空 


プラ ン ニ ング 
ゲー ムスク リプ ト 


葉 像 の Al や 、 プ レイ ヤー の 制 
御 、 ス クリ プ ト な ど を 担当 
好き な 巨像 は 科 十 (3 体 目 
「 い ちば ん 最初 に 企画 会 議 で 
出し た の が この 巨像 


させ で 


プラ ン ニ ング 
サウ ンド セッ ティ ング 


サウ ンド 担当 
は 遇 士 (3 体 目 
参加 て 初め て プレ イ 


クト は 大 きか っ た で すね ]」 


気 感 を 出し て いま す 。 あと は 、 巨像 に た どり 着く まで は 
ふつ う の ゲ ー ム より 衣 か な ん で す が 、 巨像 と 戦う と き は 
ダイ ナミ クス の レン ジ を 広く 持っ て 巨像 に 合わ せ た 表 現 
を し て いま す 。 いろ いろ と 無理 難題 を お 願い し て 、 最終 
的 に は うま く 鳴っ た な あと いう と ころ まで いき まし た 
楽曲 を 担当 され た 大 谷 幸 さん か ら 曲 が で き 上 が っ 
で て くる の が 早かっ た そう で すね 
山口 じつは 1 年 ほど まえ に レコ ー デ ィング が 終わ っ て 
いて ……。 追加 収録 は し て いな いで す 
北原 当時 は 、 プ レイ ヤー の 状況 に 合わ せ て 曲 も シー ム 
レス に 変化 し て 、 後 追い で プレ イヤ ー が 状況 把握 を で き な 
いか と いう 依頼 を 実現 する た め に すご く 時 間 を か け て いた 
ん で すけ ど 。 いま は プレ イヤ ー の 状況 に 合わ せ て 音楽 を 
鳴ら し 分 ける 形 に 落ち 着い て いま す 。 で も 、 ぜん ぜん 違っ 
て 聞こ える か と いう と 、 そう で は な い の が お も し ろ い 、 
上 田 大 谷 さん に 、 あ る 決ま っ た パタ ー ン を 入れ 替え 
て も 曲 に な る よう に 作曲 を お 願い し た ん で す 
北原 し か も フル オー ケス トラ で 
上 田 それ が 、 ワ ンダ が 優勢 の と き と 劣 勢 な と まで 交 
互 に 鳴ら し て も いい よう に 2 曲 あ る ん で す 。 
北原 途中 で 入れ 替わっ て る ん だ けど 、1 曲 と し て トー 
タル で 聞こ える よう な 。 映画 で や っ て いる よう な 音 
出 を 施し まし た 。 大 谷 さん に 関し て は 、 曲 に 温度 差 を つ 
け な く ちゃ いけ な い の で 、 難し い 作業 だ っ た ん じゃ な い 
か と 思っ た ん で す が 。 で も 、 こ れ だ けい い 曲 が 40 曲 も 
揃っ た と いう の 過去 の 仕事 で も な いし 。 統一 感 は すご 
く ある ん だ けど 、 バリエーション も ある 。1 枚 の アル バム 
と し て 聴い た と き に は 、 ゲー ム の サン トラ っ て 感じ で も な 
く 、 何 に で も 使え る 質 の 高い スト ー リ ー の ある 音楽 に 
仕上 が っ て いま す 。 大 谷 さん も 、 過去 の 仕事 の 中 で も 
愛着 の ある 仕事 だ と 言っ て くれ まし た 。 そ うい う 仕 事 を 


サウ ンド デザ イン 


サウ ンド 揚 当 
暫 二 (3 人 上 
様相 が 知 99 


いっ し ょ に で きた と いう の は 光栄 で すね 


きま ざま な 遊び 方 で 


を 楽し ん で ほし い 


[フン ダ と 巨像 ] で 見 て も らい らい 部 分 は どこ で す 
か 。 また 、 お 勧め ポイ ント を 教え て くだ さい . 
油谷 自由 に 遊ん で も ら っ て 、 その 印象 を 言っ て も ら 
う の が ふさ わし い ゲ ー ム な ん じゃ な いか な と 。 す ぐ ク 
リア ー で き て し まう か も し れ ま せん が 、 で きる だ け 長 
く 遊 ん で も らい た いで す 
杉山 ふつ う は や ら な いと 思う ん で す が 、 巨 催 に つ 
た まま で ブン ブン 振り 回 され る 状況 を 見 て ほ 
し いで す 。 すご く こ だ わっ て 作っ た の で 
関 巨像 の 上 で の プレ イヤ ー の 挙動 は か な り 作り 込 
ん で ある と 思う の で 、 見 て ほし いと 思い ます 。 
細野 クリ アー し て も 売ら ず に 、 押 入れ の 中 に し ま 
っ て も ら っ て 。1ー2 年 後に 取り 出し て 、 また 遊ん で も 
ら え る と いい な と 思い ます 
山口 や っ ぱり 、 音 を つけ た 側 と し て 、「 音 が つい て る な ] 
と 感じ な いよ うに する の が 狙い だ っ た の で 、 環 境 ビ デオ 
じゃ な いで すけ ど 、 コ ント ロー ラー を 触ら ず に テレ ビ で 流 
し っ ぱな し に し た 状態 で 鳥 の 声 や 自然 の 音 を 体感 し て 
いた だ きた いな と 思い ます 。 も ちろ ん 、 こ の ゲー ム は 巨像 
と の 戦い も あり ます が 、 何 か が 実 出し て 出 て こない 、 フ ラ 
ッ ト な 状態 と いう の も 堪能 し て いた だ きた いで す 。 
北原 巨像 と 皿 う こと は 誰 で も する と 思う ん で す が 、 で 
きる だ け 広 い 範囲 を 歩い て ほし いと 思い ます ね 。 細か 
いと ころ まで 気 を 配っ て 音 を 入れ て いる し 、 自 分 が そこ 
へ 行っ た ら そう いう 音 が する ん じゃ な いか な と 思え る よ 
うな 紛 囲 気 や 距離 感 な ども つい て ます し 。 戦い に 疲れ 
た ら 、 そ うい うと ころ を 見 て も ら え る と いい か と 思い ます 。 


解き 明か され る 物語 


ゲー ム 中 で は 語ら れ な い 物語 。 ゲ ー ム 中 で は 語ら れ な い 真 実 。 


エン ディ ング に 込め た 想い を 上 田 氏 に 語っ て いた 


お う ひ と つの エン ディ ング 


巨像 を 倒し た あと に 聞こ える 少女 の 声 は 、 ワ ンダ 
を 引き 止め る よう な こと を 言っ て いま す 。 最初 は 
息遣い だ け で す が 、 少 女 が 意識 を 持ち 始め る と と 
ワン ダ に 対し て 語り か け て き て いる 。 巨像 


ら は 、 決 し て 逃れ る こと は で きま せん 。 こ の 事実 
は 酢 せな いか ら 悲 し いん で す 。 じ つ は 、 エ ン デ ィ 
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いた 


ング は も っ と ハッ ピー な 展開 も 考え て いた ん で す 
た だ 、 称 生 術 を 扱う うえ で 、 ハ ッ ピ ー エ ンド は な 
い だ ろ うと 。「ICO」 の セー ブ デ ー タ が ある と 、 エ 
ン デ ィング が 少し 変わ る と いう こと も 考え て いま 
し た が 、 や め ま し た 。 も う ひ と つの アイ デア と し 
て は 、 少 女 が 葬る ほう が さき と いう 展開 も あり ま 
し た 。 エ モン た ち が 来 て ワン ダ を いた ぷっ て いる 
最 中 に 、 区 生 術 を 使っ た た め に 人 間 と は か け 離れ 
体 が 発光 し た 状態 で 少女 が 欧 っ て 、 そ れ を 護衛 の 


ひと り が 剣 で 殺 そ うと する 。 だ けど 弾 か れ て 、 地 
面 に 剣 が 刺さ っ て し まう ん で す 。 エ モン た ち は 億 
て て 逃げ て 、 再 び この 地 を 封印 し て し まい 、 残 さ 
れ た ワン ダ と 少女 は ふた り で 生き て いく と いう 
も と も と ワン ダ は 巨像 を 倒す た びに 姿 が 大 きく 変 
わっ て いく と いう 設定 で 、 最 後 は 「 美 女 と 野獣] み 
た い に し よ うと 思っ て いま し た 。 目 覚め た 少女 は 
目 が まだ 見 えな い 杖 態 で 、 手 探り で ワン ダ を 捜す 
ん で す 。 だ けど ワン ダ は 姿 が 変わ っ て いる 。 さ あ 


ワン ダ と 臣 儲 大 え の 地 間 


ドル ミン と いう 存在 は 偶像 で 、 偶 像 半 拝 の 対象 で ある と い い か ら 、 全 部 合体 する と ドル ミン に な り ま す 。 巨像 
け に え や 偶像 央 拝 は 不条理 な も の で す よね 。 音 か を 倒し た あと 、 影 が ワン ダ を 下ろし て い 
ら の し きた り だ か ら 、 と いう だ け で ずっ と 引き 継 る の は 、 早 く 全部 倒し て くれ な いか な あ 、 と いう 
が れ て て いて 、 正 当 な 理由 は な いと 思う ん で す 笑 )。 体 が ドル ミン に な っ た あと も 半分 ワン ダ で 
巨像 を 倒し た と き に ワン ダ に 黒い 幕 が 刺さ る の は 、 意識 が 残っ て いる か ら 操 作 で きる ん で す 。 操作 の 
開放 され た ドル ミン の 力 が ワン ダ の 体内 に 入っ て レス ポン ス が 悪い の は 、 半 分 だ か ら で 。 そ の あと 
る と いう 多 徴 。 詞 で ワン ダ を 囲ん で いる 黒い 影 は で 泉 に 引き 込ま れ て 浄化 され る ん だ けど 、 完 全 に 
ドル ミン の 一 部 。 体 を 形成 する 骨 や 筋肉 が 巨像 で は 浄化 され な か っ た 要素 と し て 残っ た の が 角 。 赤 


あの 影 は そこ に 流れ る 血液 みた いな 擬 念 で す 。 だ ちゃ ん に な っ て も あれ は ワン ダ な ん で す . 


が わか る よう に し た か 
し まっ た の で 、 体 重 を 3 
れ ま せん 。 で も 


うと ころ で スタ ッ フ ロー ル に 入 エン ディ ング に 関し て は こう し た ほう が いい と 思 


伸 よ く ふ た り で アグ ロ う 部 分 も ある ん で す 。「ICO] が な けれ ば 、 ま た 違 


鳥 が 飛ん で っ た エン ディ ング た か も し れ ま せん が 、 最 か も 

て き て 。 つ ぎ は 誰 終 的 に チー ム 内 で も いま の エン ディ ング が いい と 足 1 本 怪我 し た だ け で 済ん だ と いう の は 奇跡 で す よ 
う 意見 が 多かっ た で すね 。 ま た 、 ス タッ フロ ー ね 。 そ れ か ら 、 エ ン デ ィング は オー プ ニ ン グ 

ル で 巨像 の 骸 が ひと つ ず つ 映 り ま す が 、 本 当 は あ いて いま す 。 島 が 空 を 飛ん で 、 天 気 が 雷 に な っ た 


そこ に 回 想 シー ン を 入れ た が 


ん で す 。 少 女 が あと は 月 が 出 て 最初 の 映像 に 戻っ て いま す 。 古 え 
アグ ロ に タッ チ す る と アグ ロ の いま まで の 記 


の 地 は ワン ダ が 来 た こ と で 封印 が 解 か れ 、 止 ま 


て いた 時 間 が 動き 出す ん で す 


ん で す が 
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